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地

形

と

地

身
延
町
の
向
然
は
地
形
地
質
を
は
じ
め
、
気
象

・
動
物

・
植
物
に
い
た
る
ま
で
、
大

へ
ん
複
雑
で
む
ず
か
し
く
、
そ
れ
だ
け
に
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
地
質
や

植
物
や
鳥
類
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
研
究
者
が
入
っ
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
。
こ
の
章
で
は
身
延
町
の
地

形
と
地
質
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第

一
節

位
置
、

面
積
恥
よ
び
標
高

身
延
町
は
山
梨
県
の
南
部
に
位
置
し
、
ほ
ぼ
半
円
の
形
を
し
て
い
る
。
中
央
部
を
富

士
川
が
北
か
ら
南
へ
つ
ら
ぬ
い
て
駿
河
湾
に
そ
そ
い
で
い
る
。
総
面
積
は
二
ニ

0
・
四

七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
と
な
り
の
下
部
町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
南
に
つ
ら
な
る
南
部
町

や
富
沢
町
よ
り
大
き
く
、
早
川
町
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
が
、
県
下
で
は
第
十
二
位

で
あ
る
。

北
方
は
急
流
早
川
を
境
に
中
富
町
に
接
し
、
東
北
方
は
下
部
町
に
、
西
部
お
よ
び
北

西
部
は
南
ア
ル
プ
ス
の
前
山
で
あ
る
分
水
嶺
を
境
に
早
川
町
に
接
す
る
。
南
西
部
は
安

倍
峠
を
へ
て
静
岡
市
梅
ケ
島
に
接
す
る
。
東
方
お
よ
び
南
方
は
南
部
町
に
隣
接
す
る
。

第
一
章

地

形

と

地

質

". ~ 

然
南
北
の
距
離
は
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
幅
は
約
二
ハ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
役

場
は
木
町
の
ほ
ぼ
中
央
付
近
に
位
置
し
、
東
経

二
ニ
八
度
二
六
分
四
八
秒
、
北
緯
三
五

度
二
二
分

O
三
秒
、
標

高

八

二

・
九

メ
ー
ト
ル
を
し
め
す
。
(
表
1
参
照
)

表

経

度

南
口
摩
郡
身
延
町
梅
平
二
四
八
三
の
一
二
六

東
経
一

三
八
度
二
六
分
四
八
秒

北
総
三
五
度
二
二
分
O
三
秒

標
高
一
八
二

・九
メ
ー
ト
ル

一⑧
五
宗
山
東
経
一

三
八
度
三
一分

一白
)
八
紘
嶺
東
経

二二
八
度
二

O
分
一
ノ
秒

一@
南
部
町
境
の
山

北
緯
三
五
度
一
七
分
三
二
秒

一⑪
小
原
島
の
早
川
川
原
北
緯
三
五
度
二
六
分

f支

所

在

所

粋

場

地

極

の

山
岳
地
帯
は
富
士
川
を
軸
と
し
て
西
側
と
東
側
に
大
き
な
壁
を
つ
ら
ね
て
ド
る
。
西

側
に
粟
倉
山
、
身
延
山
、
鷹
取
山
、
安
倍
峠
な
ど
が
南
北
に
な
ら
び
、
更
に
西
に
は
本

町
で
の
最
高
峰
、
七
面
山
(
一
、
九
八
二
メ
ー
ト
ル
〉
が
そ
び
え
て
い
る
。
東
側
に
も

入
ケ
岳
、
五
宗
山
、
三
石
山
、
大
島
峠
な
ど
が
南
北
に
な
ら
び
最
高
峰
は
五
宗
山
の

一
、
六
三
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

面
積
の
大
部
分
は
急
峻
な
山
岳
地
帯
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
深
い
谷
が
刻
ま
れ
、
こ

れ
ら
の
谷
間
の
水
は
集
ま
っ
て
こ
と
ご
と
く
富
士
川
に
注
い
で
い
る
。

山
林
面
積
は
本
町
総
面
積
の
約
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
原
野
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

耕
地
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
山
林
面
積
の

七
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
民
有
地
で
あ
り
、
耕
地
の
約
九

O
パ
ー
セ
ン

ト
が
田
畑
を
し
め
て

い
る
。標
向
別
に
面
積
を
み
る
と
五

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
が
本
町
総
面
積
の
五
四

・
五
パ

l

一五
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セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
二

O
O
J
五
0
0
メ
ー
ト
ル
は
三
九

・

五
パ

ー
セ
ン
ト
を
示
し
、
五

O
J
二
0
0
メ
ー
ト
ル
の
約
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
土
地
の
ほ
と
ん
ど
は
未
開
拓
ま
た
は
開
拓
不
能
の
河
川

敷
で
あ
り
、
集
落
や
田
畑
の
す
べ
て
は
一
五

O
J五
0
0
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
河
川
が
つ
く
っ
た
扇
状
地
、
河
岸
段
丘
や
河
原
な
ど
に

点
在
し
て
い
る
。

第
二
節

地

形

概

要

の
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木
町
は
西
に
身
延
山
(
一
、
一
四
八
メ

ー
ト

ル
)
、
鷹
取
山

(て

O
三
六
メ
ー
ト
ル
〉

、七
面
山
(
一

、
九
八
二
メ

ー
ト

ル
)

さ
ら
に
八
紘
嶺
と
い
わ
れ
る
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
々
が

つ
ら
な
り
、
早
川
町
や
締
岡
県
と
境
を
接
し
て
お
り
、
東
に
傾
斜

は
ゆ
る
く
土
地
も
広
く
富
士
川
に
没
し
て
い
る
。
南
は
御
殿
山

(
七
八
三
メ
ー
ト
ル
〉
お
よ
び
安
倍
峠
(
一

、
四
四
一
メ
ー
ト
ル
)

に
よ
り
南
部
町
に
接
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
支
脈
の
聞
を
ぬ
い
、

相
又
川

・
大
城
川

・
身
延
川

・
波
木
井
川
な
ど
の
各
河
川
が
流

れ
、
富
士
川
に
そ
そ
い
で
い
る
。

こ
の
地
域
の
特
色
は
何
と
い
っ
て
も
断
府
地
形
で
、
断
層
崖
や

段
丘
地
形
が
各
所
に
み
ら
れ
る
。
下
山
か
ら
奥
の
院
、
久
遠
寺
の

東
を
む
す
ぶ
と
こ
ろ
に
比
較
的
大
き
い
断
層
線
が
あ
り
、
大
き
な

断
層
崖
を
富
士
川
に
向
け
て
い
る
。
そ
の
下
の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜

の
山
腹
に
は
杉
山
や
塩
沢
等
の
部
落
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
断

層
線
は
さ
ら
に
南
に
の
び
相
又
川
の
谷
を
つ
く
っ
て
い
る
。

相
又
川
は
谷
が
最
も
長
く
、
断
層
崖
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
段
丘

も
み
ら
れ
、
そ
の
上
に
耕
地
や
集
落
が
発
注
し
て
お
り
、
さ
ら
に

南
下
し
、
樺
の
木
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
南
西
に
向
き
を
か
え
て
い
る

:lt)¥I() 21M附1∞。

一六

が
断
阿
川
谷
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

大
城
川
に
も
随
所
に
段
丘
地
形
が
み
ら
れ
、
流
路
を
南
西
方
向
に
と
り
、
相

X
川
と

合
し
て
い
る
。

身
延
川、

波
木
井
川
は
北
に
山
を
負
い
地
域
的
に
は
暖
か
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
捕
物

の
分
布
の
点
か
ら
み
て
暖
地
性
の
植
物
の
北
限
の
も
の
が
多
い
。

富
士
川
東
部
は
、
五
宗
山
や
三
石
山
を
一
連
と
す
る
毛
無
山
系
の
山
地
が
地
塊
的
に

分
立
し
、
富
士
川
沿
岸
に
急
斜
面
を
む
け
、
急
般
な
山
地
が
多
く
、
岩
石
が
露
出
し
て

お
り
、
わ
ず
か
に
一
部
、

山
地
の
ふ
と
こ
ろ
の
傾
斜
地
に
集
落
が
点
在
し
て
い
る
の
み

で
土
地
も
せ
ま
い
。

身延町の地形略図
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東
西
方
向
に
流
路
を
と
る
御
持
川、

桑
柄
沢
を
は
じ
め
大
小
多
く
の
河
川
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
地
層
は
解
析
さ
れ
、
富
士
川
に
そ
そ
い
で
い
る
が
、
起
伏
の
は
げ
し
い
地
形

で
あ
る
。

中
央
部
を
富
士
川
が
南
北
方
向
に
流
路
を
と
り
、
随
所
に
河
岸
段
丘
が
見
ら
れ
、
耕

地
や
集
落
と
し
て
発
達
し
人
口
密
度
も
高
く
、
国
道
五
十
二
号
線
や
国
鉄
身
延
線
な
ど

の
交
通
網
も
発
達
し
、
産
業
、
文
化
の
中
枢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
身
延
山
を
中
心
と

し
た
概
況
を
'
身
延
山
御
書
類
緊
、
妙
方
尼
御
前
御
書
に
は

「
北
は
身
延
山
と
申
し
て
天
に
ほ
し
立
、
南
は
鷹
取
と
中
し
て
鶏
足
山
の
如
し
。
西
は
な
な
い

た
が
れ
と
中
し
て
鉄
門
に
似
た
り
。
東
は
天
子
が
た
け
と
申
し
て
富
士
の
御
山
に
た
い
し
た

り
。
阿
の
山
は
扉
胤
の
如
し
。
北
に
大
河
あ
り
早
河
と
名
く
。
早
き
事
箭
を
射
る
が
如
し
。
南

に
川
あ
り
、
被
木
井
河
を
名
く
。
大
石
を
木
葉
の
如
く
流
す
。
東
に
富
士
川
、
北
よ
り
南
へ
流

れ
た
り
。
千
の
鉾
を
つ
く
が
如
し
。
内
に
滝
あ
り
身
延
の
滝
と
巾
す
。
白
布
を
天
よ
り
引
く
が

如
し
。
:
:
:
」

と
の
べ
て
い
る
。

耕
地
は
椋
古
川
一
五

0
メ
ー
ト

ル
付
近
に
ひ
ら
け
、
水
田
は
各
河
川
の
扇
状
地
お
よ
び

富
士
川
の
流
域
の
周
辺
に
点
在
し
て
い
る
。
畑
は
傾
斜
を
な
し
て
い
て
、
山
林
に
つ
ら

な
っ
て
い
る
。第

三
節

地

質

一_...
、

地

質

分

布

概

観

身
延
町
の
地
質
で
特
記
す
べ
き
は
何
と
い
っ
て
も
、
ホ
ッ
サ
マ
グ
ナ
(
大
地
溝
帯
〉

と
糸
魚
川
l

静
岡
構
造
線
で
あ
る
が
ま
ず
富
士
川
の
東
側
に
は
毛
無
山
系
の
五
宗
山
・

三
石
山
な
ど
の
一

、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
な
み
が
つ
づ
き
、
一
段
低
く
七

O
O

J
八

0
0メ
ー
ト
ル
の
山
地
が
地
塊
的
に
分
立
し
、
さ
ら
に
高
度
を
さ
げ
富
士
川
に
没

第
一
章

地

形

と

地

質

し
て
い
る
。

こ
の
地
域
一
帯
の
ほ
と
ん
ど
は
静
川
層
群
と
い
わ
れ
ほ
ぼ
南
北
の
方
向
に
延
び
、

れ

き

で

い

際
山
石
を
主
体
と
し
砂
岩

・
泥
岩
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
加
味
岩
は
硬
質
で
あ
る
の

で
宮
士
川
に
急
斜
面
を
む
け
特
異
な
急
し
ゅ
ん
な
地
形
を
つ
く
っ
て
い
る
。
御
持
川

せ
ん

(
棒
川
〉
の
原
流
地
、
五
宗
山
付
近
は
閃
緑
軒
、
石
英
閃
紋
宕
が
投
入
し
て
お
り
南
部

町
方
面
に
も
分
布
し
て
い
る
。
大
部
分
は
磯
山
村
か
ら
な
る
が
、
貫
入
岩
の
た
め
熱
変
成

を
う
け
、
山
石
質
も
か
た
く
急
躍
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
塊
を
横
断
し
て
御
持

川、

桑
柄
沢
を
は
じ
め
、
多
く
の
河
川
が
東
西
の
方
向
に
流
路
を
と
り
、
富
士
川
に
介

流
し
て
い
る
。

東
部
山
地
と
対
称
的
に
西
側
に
櫛
形
山
屑
と
い
わ
れ
る
身
延
山

・
鷹
取
山
な
ど
て

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
地
が
そ
び
え
、
そ
の
東
側
は
断
用
に
よ
り
急
斜
面
で
富
士

川
沿
岸
の
丘
陵
地
帯
に
達
し
断
層
保
の
地
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
断
層
崖
は
北
方
で

は
中
富
町
富
士
見
山
の
東
側
斜
面
を
南
に
延
び
、
早
川
よ
り
さ
ら
に
身
延
町
粟
倉
西
部

か
や

よ
り
杉
山
部
落
、
清
住
町
、
相
又
川
に
そ
い
権
の
木
ト
ン
ネ
ル
を
と
お
る
逆
断
固
川
に
よ

る
も
の
で
、
清
住
町
南
方
の
寺
平
や
久
遠
寺
の
台
地
な
ど
は
こ
の
断
用
運
動
に
よ
っ
て

生
じ
た
コ
ブ
状
の
台
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

身
延
山
の
東
部
か
ら
清
住
町
を
経
て
相
又
川
に
そ
い
植
の
木
ト
ン
ネ
ル
、
横
根
、
南

部
町
北
原
を
結
ぶ
断
層
を
北
部
で
は
宮
川
見
山
断
層
、
南
部
を
権
の
木
断
層
と
よ
ん
で

い
る
。
こ
の
断
層
線
よ
り
東
部
を
静
川
層
、
西
部
を
櫛
形
山
層
と
よ
ん
で
い
る
が
、

m

川
層
は
身
延
町
内
で
は
広
範
囲
で
富
士
川
の
西
岸
部
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
静
川
府

と
丙
八
代
層
の
層
位
関
係
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
般的

作
状
態
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

身
延
山
の
西
側
は
、
い
わ
ゆ
る
糸
魚
川
|
静
岡
構
造
線
と
称
す
る
一
大
断
層
線
に
よ

っ
て
西
方
の
七
百
山、

安
倍
峠
、
そ
の
他
一

、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
な
み
を
構

成
し
て
い
る
山
地
を
、
中
生
居
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
構
造
線
に
そ
っ
て
早
川
や
支
流

の
春
木
川
が
流
れ
角
瀬
付
近
で
流
向
を
東
に
転
じ
飯
富
付
近
で
富
士
川
に
什
流
し
て
い

る
。
春
木
川
は
断
層
谷
で
、
白
糸
滝
付
近
は
櫛
形
山
層
に
属
し
て
い
る
。

七
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一一、
大
地
溝
帯
と
糸
魚
川
!
静
岡
構
造
線

糸
魚
川
1

静
岡
構
造
線
は
日
本
列
島
を
ほ
と
ん
ど
中
央
部
に
お
い
て
横
断
し
、
日
本

列
島
を
東
北
日
本
と
西
南
日
本
の
二
つ
に
区
分
す
る
も
の
で
、
日
本
の
地
質
図
を
大
観

す
る
と
、
だ
れ
で
も
そ
の
存
在
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。

構
造
線
と
は
断
層
線
の
一
つ
で
そ
の
断
層
を
境
と
し
て
両
側
の
地
質
構
造
が
ま
っ
た

く
異
な
る
場
介
に
構
造
線
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
糸
魚
川

l
静
岡
構
造
線
を
西
縁
と
し
、
関
東
山
地
を
東
縁
と
し
て
で
き
た
大

阿国

E
1石
論
告

割
引
い
U
(押川県

関
側
幽

桃

の

木

府

四

日

櫛
形

山
府

(
下

型

間

凶

櫛
形

山
川

(k
m
M
J

日圏

E
Z灰
山
行
的

(阿

八

代

足

助
問
幽
竹
之

ω
君
主
-M

爾

図

上
之
平
砂
川
行
泥
山
お

ζ
"
ι

口

出

火

山

角

磯

山

L

一一…
一…一~
一…一一
一
八
木
沢
泥
岩
田
山

田
λ

日
M

ユ士
一==一
:
r
L

山
崎
森
山
火
山
砕
品
川
山
石
川

一
関
幽
暗
礁
利
用

h
l
u沖

事.'(

八

府

お
う凹
地
が
大
地
溝
帯
(
ホ
ツ
サ
マ
グ
ナ
)
と
い
わ
れ
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
頃
、

下
イ
ツ
人
ナ
ウ
マ
ン
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
は
地

殻
の
弱
所
で
あ
る
か
ら
地
球
内
部
の
平
衡
運
動
に
よ
っ
て
一
大
運
動
が
起
る
の
も
当
然

の
こ
と
で
、
こ
の
凹
地
帯
の
で
き
た
直
後
に
は
こ
の
地
方
は
ま
だ
海
水
に
お
お
わ
れ
て

い
た
。
こ
こ
に
海
底
火
山
活
動
が
各
地
に
お
こ
り
、
さ
か
ん
に
噴
出
物
を
周
辺
に
堆
積

し
、
土
地
の
隆
起
に
よ
っ
て
地
溝
帯
の
各
所
に
山
地
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が

現
在
の
御
坂
山
地
で
あ
り
、
富
士
川
の
両
側
山
地
、
釜
無
川
西
辺
の
山
地
で
あ
る
。
こ

れ
は
地
質
時
代
で
い
う
と
今
か
ら
三
、

0
0
0万
年
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
も

地
殻
の
変
動
に
よ
り
隆
起
、
沈
降
、
浸
食
堆
積
、
し

ゅ
う
曲
、
火
成
岩
の
遊
入
、
火
山

の
噴
出
な
ど
を
繰
り
か
え
し
て
今
日
の
よ
う
な
地
形
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

あ
る
。ホ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
縁
を
な
す
糸
魚
川
1

静
岡
構
造
線
は
北
よ
り
、
新
潟

県
の
糸
魚
川
、
長
野
県
の
大
町
、
松
本
盆
地
、
塩
尻
、
，諏
訪
盆
地、

本
県
に

入
り
韮
崎
、
甲
府
盆
地
の
西
部
か
ら
南
巨
摩
郡
の
西
部
を
と
お
り
、
静
岡
市

に
お
よ
ぶ
線
で
あ
る
。
本
地
域
に
お
け
る
糸
魚
川
l

静
岡
構
造
線
は
早
川
谷

を
南
下
し
春
木
川
を
経
て
大
城
川
の
大
城
l

古
谷
城
聞
を
通
過
し
、
相
又
川

上
流
か
ら
戸
栗
川
上
流
、
折
付
l

音
下
聞
を
通
過
し
、
剣
抜
の
南
方
か
ら
富

沢
町
を
経
て
静
岡
に
達
し
て
い
る
。
井
尻
博
士
は
大
城
l

古
谷
城
聞
に
お
い

け

つ

か

ん

ら

ん

で
西
方
の
古
期
砂
岩
頁
岩
層
が
、
東
方
の
撒
椀
石
玄
武
岩
と
逆
断
層
(
走
高

北
一

O
度
西
、
傾
斜
八

O
度
西
)
で
接
触
す
る
露
頭
を
観
察
し
て
い
る
。
ま

た
南
部
町
戸
架
川
上
流
の
折
付
|
音
下
聞
に
お
い
て
大
体
同
様
な
岩
相
の
関

係
に
お
い
て
断
層
面
(
走
高
北
三

O
度
西
、
傾
斜
六
五
度
北
西
〉
を
認
め
て

い
る
。
そ
の
大
城
川
を
横
ぎ
る
場
所
は
、
大
城
川
の
上
流
、
赤
岩
橋
の
上
流

三
0
0
メ
ー

ト
ル
位
の
地
点
の
左
岸
に
み
と
め
ら
れ
た
。
赤
岩
橋
付
近
は
、

櫛
形
山
層
の
撤
椀
石
、
普
通
輝
石
、
玄
武
岩
で
断
層
粘
土
を
は
さ
み
、
西
側

の
瀬
戸
川
層
の
砂
岩
や
頁
岩
は
桂
化
し
、
千
枚
岩
化
し
て
い
る
の
で
よ
く
わ

か
る
。
最
近
こ
の
付
近
は
砂
防
工
事
の
た
め
、
接
触
の
よ
う
す
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
断
層
鏡
肌
の
つ
い
た
撤
椀

("予川 11'1I庁)



玄
武
岩
な
ど
が
、
現
場
付
近
に
み
ら
れ
る
の
が
せ
め
て
も
の
な
ぐ
さ
め
で
あ
る
。

各
地
層
の
詳
説

(

ご

瀬

戸

川

層

群

南
北
方
向
に
流
れ
る
春
木
川
を
通
る
糸
魚
川
|
静
岡
構
造
線
の
西
側
に
あ
る
地
層
を

瀬
戸
川
層
群
と
よ
ん
で
い
る
。
身
延
町
の
飛
地
で
あ
る
七
面
山
を
構
成
す
る
地
層
を
、

瀬
戸
川
層
の
角
瀬
砂
岩
層
と
よ
ん
で
い
る
。

ア

、

角

瀬

砂

岩

層

こ
の
層
は
七
面
山
の
東
と
西
の
斜
面
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
特
に
角
瀬
付
近
に
露

出
す
る
岩
石
を
、
代
表
し
て
角
瀬
砂
岩
質
と
名
づ
け
ら
れ
、
七
面
山
塊
を
構
成
す
る
の

は
ほ
と
ん
ど
こ
の
砂
岩
で
あ
る
。
お
も
に
淡
灰
色
の
硬
質
塊
状
の
砂
岩
か
ら
な
り
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
粘
板
岩
の
グ
は
さ
み
グ
を
も
っ
て
い
る
。
七
面
山
の
裏
参
道
角
瀬
付
近

の
礁
は
こ
の
岩
石
で
あ
る
。
山
頂
付
近
は
粘
板
岩

・
千
枚
岩

・
砂
岩
な
ど
の
互
層
か
ら

な
り
、
走
向
は
ほ
ぼ
南
北
方
向
で
春
木
川
を
境
に
東
側
の
櫛
形
山
層
に
逆
断
層
の
形
で

衝
上
し
て
い
る
。
春
木
川
に
そ
の
断
層
崖
の
急
斜
面
を
示
し
て
い
る
。
春
木
川
付
近
は

お
も
に
黒
色
粘
板
岩
、
千
枚
岩
質
粘
板
岩
で
あ
り
、
白
糸
滝
付
近
は
櫛
形
山
層
の
も
の

で
あ
る
。

大
城
川
上
流
、
赤
岩
橋
付
近
よ
り
西
側
は
走
向
北

一
O
度
西
、
傾
斜
西
八

O
度
J
九

O
度
で
砂
岩
、
頁
岩
の
互
層
か
ら
な
り
、
古
谷
城
下
方
の
大
城
川
岸
で
は
よ
く
こ
の
状

況
が
観
察
さ
れ
る
。
古
谷
城
の
上
方
で
は
粘
板
岩
の
露
出
が
み
ら
れ
、
節
理
が
著
し
く

ぜ
い

発
達
し
、
千
枚
岩
化
し
、
地
質
は
き
わ
め
て
脆
弱
と
な
っ
て
い
る
。

相
又
川
上
流
の
瀬
戸
川
層
中
に
は
、
多
数
貫
入
岩
床
と
し
て
玄
武
岩
が
み
ら
れ
る
こ

と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
糸
魚
川

l
静
岡
構
造
線
は
現
在
の
小

断
層
の
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
、
か

つ
て
火
成
岩
(
玄
武
岩
〉
の
貫
入
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
こ
の
玄
武
岩
中
に
相
当
広
範
囲
に
瀬

戸
川
層
の
捕
獲
岩
が
存
在
し
て
い
る
。
大
き
な
岩
塊
の
一
部
は
頁
岩
で
一
部
は
玄
武
岩

第
一
章

地

形

と

地

質

で
あ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
。

(
二
)
新
第
三
紀
層
群

ア
、
桃
の
木
層
(
中
山
層
)
お
よ
び
櫛
形
山
層

桃
の
木
層
は
中
巨
摩
郡
桃
の
木
鉱
泉
付
近
を
中
心
に
南
北
に
分
布
し
、
お
も
に
砂
岩

・
頁
岩

・
穣
岩
よ
り
な
る
地
層
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
櫛
形
山
層
は
、
中
巨
摩

郡
西
部
の
櫛
形
山
付
近
の
地
層
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
お
も
に
安
山
岩
や
、

凝
灰
角
礁
岩
の
よ
う
な
火
成
岩
よ
り
な
り
、
身
延
山
や
、
鷹
取
山
な
ど
の
山
な
み
を
構

成
し
て
い
る
。
早
川
以
南
に
幅
広
く
分
布
し
、
さ
ら
に
南
部
町
方
面
に
も
延
び
て
分
布

し
て
い
る
。
桃
の
木
層
は
早
川
以
南
へ
の
分
布
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
最

近
で
は
身
延
町
以
南
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

久
遠
寺
付
近
に
分
布
し
て
い
る
頁
岩
は
層
位
上
か
ら
桃
の
木
層
に
属
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

久
遠
寺
黒
色
頁
岩
(
桃
の
木
層
)

久
遠
寺
の
河
床
に
露
出
し
て
い
る
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
女
坂
付
近
に
も
露
頭
が
み

ら
れ
る
。
南
方
へ
分
布
し
、
小
田
船
原
西
方
の
大
倉
沢
に
広
く
露
出
し
て
い
る
。
黒
色

ひ
ん

紛
密
の
や
や
珪
質
の
頁
岩
で
あ
る
が
石
英
閃
緑
岩
J
閃
緑
玲
岩
な
ど
の
貫
入
の
影
特
を

う
け
ホ
ル

γ
フ
ェ
ル
ス
化
し
て
い
る
。

イ
、
櫛
形
山
層
下
部
層

中
富
町
富
士
見
山
嶺
お
よ
び
身
延
山
、
鷹
取
山

一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
身
延
町
内

で
は
、
身
延
山
東
山
腹
で
烏
森
山
火
山
砕
屑
岩
層
と
逆
断
層
で
接
し
て
い
る
。
身
延
町

元
町
付
近
か
ら
身
延
川
に
沿
っ
て
露
出
す
る
安
山
岩
、
角
閃
扮
岩
等
の
火
成
岩
類
や
凝

灰
岩
、
凝
灰
角
礁
岩
等
の
火
成
砕
屑
岩
が
み
ら
れ
る
。
洗
心
洞
付
近
か
ら
追
分
に
通
ず

る
参
道
に
そ
っ
て
、
石
英
斑
岩
、
効
岩
類
が
露
出
し
、
わ
ず
か
に
凝
灰
岩

・
砂
岩

・
頁

岩
を
は
さ
ん
で
い
る
。
洗
心
洞
付
近
で
は
暗
緑
色
頁
岩
に
閃
緑
玲
岩
の
貫
入
が
み
ら

れ
、
接
触
部
の
頁
岩
は
変
成
作
用
を
う
け
て
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
し
硬
く
浸
食
に
…
抗

し
、
地
形
上
も
身
延
川
に
突
出
し
て
い
る
。

せ
ん

高
座
石
付
近
で
は
関
緑
玲
岩
、
角
閃
効
岩
が
相
接
し
て
露
出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
頁

一九
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編

身
延
町
の
白
然

岩
を
つ
ら
ぬ
く
半
深
成
岩
体
で
、
こ
れ
ら
の
半
深
成
岩
体
は
不
規
則
な
節
理
面
に
惨
透

す
る
地
下
水
に
よ
り
汚
染
さ
れ
、

一
部
は
粘
土
物
質
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ

る
。
な
お
一
部
に
は
黄
鉄
鉱
を
腔
胎
し
て
い
る
。

古
川
座
石
付
近
か
ら
願
満
堂
、
願
満
大
社
を
経
て
追
分
に
通
ず
る
参
道
に
そ
っ
て
、
角

閃
扮
岩

・
集
塊
岩

・
安
山
岩
な
ど
が
相
接
し
て
露
出
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
境
界
は
あ
き

ら
か
で
な
い
。
ま
た
願
満
大
社
か
ら
追
分
に
通
ず
る
参
道
で
は
、
緑
色
凝
灰
角
磯
山
石
、

緑
色
凝
灰
岩
か
ら
な
る
櫛
形
山
下
部
緑
色
相
の
上
に
黒
色
相
の
黒
色
凝
灰
岩
、
黒
色
凝

灰
角
際
山
石
、
黒
色
火
山
際
凝
灰
岩
な
ど
の
上
部
層
が
整
合
に
の
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近

は
変
質
も
著
し
く
、
方
解
石
や
沸
石
類
の
門
色
脈
や
ベ
に
が
ら
脈
も
み
ら
れ
る
。
な
お

追
分
か
ら
奥
の
院
に
通
ず
る
参
道
に
そ
っ
て
安
山
岩
が
露
出
し
、

山
頂
に
は
角
閃
効
川
む

の
破
片
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
高
座
石
付
近
に
み
ら
れ
る
閃
緑
扮
岩
、
石
英
閃

緑
岩
類
は
南
へ
の
び
、
鷹
取
山
地
区
で
大
倉
沢
上
流
で
頁
岩
に
小
規
模
な
支
脈
と
し
て

遊
入
し
、
さ
ら
に
大
城
川
の
門
野
、
大
城
聞
に
も
分
布
し
、
相
又
川
を
横
ぎ
り
御
殿
山

方
面
に
も
分
布
し
て
い
る
。

ゥ
、
問
形
山
層
上
部
層

春
木
川
東
部
に
帯
状
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
と
に
早
川
横
符
部
か
ら
南
方
の
追

分
に
か
け
て
著
し
い
。
お
も
に
層
理
に
乏
し
い
黒
色
凝
灰
角
限
れ
よ
り
な
り
、
そ
の

他
、
黒
色
凝
灰
岩

・
黒
色
火
山
際
凝
灰
岩
も
多
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
黒
色
頁
岩
の
レ

ン
ズ
を
は
さ
ん
で
い
る
。

追
分
付
近
を
西
に
進
む
と
石
英
閃
緑
岩
の
脈
岩
が
変
質
さ
れ
着
色
さ
れ
た
露
頭
が
み

ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
す
ぎ
る
と
十
万
部
の
西
に
砂
岩

・
頁
岩
の
互
閉
す
る
と
こ
ろ
に
断

層
線
が
落
差
一
メ
ー
ト
ル
内
外
で
数
か
所
に
み
ら
れ
る
。

三
乙
静

) 11 
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群

中
富
町
静
川

一
時
に
分
布
す
る
地
屑
を
代
表
し
て
静
川
層
群
と
よ
ん
で
い
る
。
櫛
形

山
層
群
と
西
八
代
層
群
と
に
は
さ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
は
砂
岩

・
泥
岩
な
ど
か
ら

な
り
上
部
は
磯
岩
か
ら
な
り
、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
に
つ
い

て
の
概
略
を
説
明
す
る
。

ア
、
八

木

沢

泥

岩

層

波
高
島
か
ら
富
士
川
沿
岸
ぞ
い
に
南
に
分
布
す
る
o

-ノ
木
沢
付
近
の
富
士
川
河
広
に

露
出
す
る
地
層
か
ら
八
木
沢
泥
れ
府
、
ま
た
は
鰍
原
泥
岩
層
と
も
よ
ん
で
い
る
o

北
部

で
は
東
l
西
性
走
向
を
も
ち
、
南
へ
い
く
に
し
た
が
っ
て
北
l
南
性
走
向
に
な
っ
て
い

き
、
し
だ
い
に
岡
山
の
厚
さ
も
減
じ
棒
草
里
西
方
で
は
五

0
メ
ー
ト

ル
位
に
な
っ
て
い

る
o

こ
の
層
は
お
も
に
附
灰
色
の
泥
岩
か
ら
な
り
、
南
方
に
い
く
ほ
ど
砂
岩
や
制
礁
岩

が
は
さ
ま
れ
て
く
る
o

ま
た
、
こ
の
地
層
か
ら
小
型
有
孔
虫
の
化
石
や
植
物
の
化
石
も

発
見
さ
れ
て
い
る
o

下
八
木
沢
|
帯
金
聞
の
身
延
線
ト
ン
ネ
ル
上
に
は
、
こ
の
八
木
沢

泥
岩
層
の
上
部
府
に
あ
た
る
淡
褐
色
凝
灰
質
泥
岩
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
o

ま
た
、
上
八

木
沢
に
は
こ
の
部
居
中
に
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
粗
粘
玄
武
新
の
岩
床
が
あ
り
、
周
回
の
泥

山
石
は
変
質
さ
れ
硬
質
徽
密
な
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
状
の
山
布
石
も
み
ら
れ
る
o

下
山
の
北
沢

・
大
沢
に
は
こ
の
部
府
の
上
部
に
分
級
度
の
低
い
際
岩
な
ど
が
み
ら
れ
る
o

さ
ら
に
、

こ
の
地
点
の
北
部
に
上
の
平
砂
岩
泥
持
層
が
分
布
し
、
走
向
東

l
商
性
で
厚
さ
五
セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
内
外
の
灰
色
砂
岩
と
黒
色

泥
岩
と
の
規
則
正
し
く
美
し
い
互
府
が

早
川
河
底
に
み
ら
れ
る
。

イ
、
丸

滝

際

岩

層

こ
の
腐
は
北
は
下
部
町
川
向
付
近
に

発
し
、
幅
一

J
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
南

方
に
の
び
、
塩
之
沢
付
近
で
は
東
方
天

下
山
脈
ま
で
の
問
、
幅
約
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
さ
ら
に
南
部
へ
広
く
分
布
し
て

い
る
。
旧
大
河
内
村

一
体
に
分
布
し
て

い
る
の
で
大
河
内
礁
岩
層
と
も
よ
ん
で

い
る
。
お
も
に
礁
岩
か
ら
な
り
、
砂
岩

や
泥
岩
の
薄
層
を
は
さ
ん
で
い
る
。
礁

の
構
成
は
黒
色
硬
質
頁
岩
、
砂
岩
、
チ

ャ
ー
ト
お
よ
び
こ
れ
ら
の
ホ
ル
ン
フ
エ

二
O

周石礁げG丸



ル
ス
な
ど
の
円
礁
で
、
駈
之
れ
と
は
仲
草
「
一ゐ
中
間
部
に
は
そ
れ
以
外
に
扮
岩
や
安
山
岩

の
角
、
亜
角
礁
を
混
入
し
て
い
る
。
礁
の
大
き
さ
は
大
き
い
も
の
で
径
二

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
、

一
般
に
は
一

O
J
一
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
の
も
の
が
多
く
、
塩
之
沢
付
近
で

は
径
五
J
一
0
セ
ン
チ
内
外
の
も
の
、
林
草
旦
付
近
は
二

J
三
セ
ン
チ
内
外
の
も
の
と

東
部
に
す
す
む
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
際
石
は
硬
質
で
あ
る
た
め
急
峻
な
地

形
を
な
し
て
い
る。

し
か
し
、
下
八
木
沢
|
塩
之
沢
聞
の
礁
岩
は
丸
滝
礁
岩
層
と
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な

り、

層
理
に
乏
し
く
、

軟
弱
で
際
も
淘
汰
悪
く
雑
然
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
際
種
は
上

記
の
も
の
以
外
に
、
丸
滝
際
岩
の
も
の
と
思
わ
れ
る
際
や
、
八
木
沢
泥
岩
層
の
も
の

と

思
わ
れ
る
泥
岩
な
ど
の
円
礁
を
含
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
塩
之
沢
北
方
一
キ
ロ
メ

ー
ト

ル
地
点
で
は
、
こ
の
礁
岩
中
に
上
記
泥
岩
円
擦
の
ほ
か
に
花
尚
岩
礁
も
混
じ
り
、
八
木

沢
泥
粁
に
不
整
介
で
践
し
て
い
る
。
こ
の
軟
弱
な
礁
岩
層
は
九
滝
傑
岩
層
の
上
位
庖
と

考
え
ら
れ
、
中
富
町
昭
一
部
に
分
布
す
る
暗
礁
岩
層
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
る
。

丸
沌
際
岩
層
は
、
棒
草
旦
部
落
で

は
追
跡
で
き
な
い
が
、
大
山
山
部
落
の

東
部
山
嶺
地
域
で
は
石
英
閃
桜
山
行
の

影
響
を
う
け
て
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

化
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
お
失
閃

緑
岩
は
、
南
部
方
面
に
分
布
し
て
い

る。
ゥ
、
波

木

井

泥

岩

層

北
は
下
山
に
は
じ
ま
り
、
波
木
井

・
大
野
方
面
か
ら
、
さ
ら
に
南
部
へ

分
布
し
て
お
り、

泥
岩
と
砂
岩
の
互

層
で
あ
る
が
、
岩

相

は
変

化
に
富

み
、
砂
岩
が
粗
粒
に
な
っ

た
り
際
岩

に
な
っ
た
り、

ま
た
径
一
五
セ
ン
チ

第
一
章

地

形

と

地

質

船原地内の波木井川右岸で発見れきる化石

小原島砂岩泥層と岩その化石の→部

メ
ー
ト
ル
位
の
円
傑
を
泥
岩
中
に
多
数
ふ
く
む
層
も
あ
る
。
特
に
粒
径
変
化
の
点
で
特

徴
の
あ
る
胞
で
あ
る
。
波
木
井
泥
岩
層
の
硬
質
泥
岩
中
か
ら
は
、
有
孔
虫
の
化
石
が
立

富
に
産
す
る
。

総
門
付
近
よ
り
い
米
側
に
か
け
て
、
灰
色
J
貰
褐
色
の
層
理
の
明
瞭
な
砂
刀
が
、
波
木

井
川
河
岸
に
ほ
ぼ
南
北
の
走
向
で
、
傾
斜
垂
直
に
近
い
地
層
、
が
分
布
し
て
い
る
。

塩
之
沢
付
近
に
入
る
と
、
砂
山
朽
と
泥
岩
の
互
層
で
泥
岩
が
ち
の
地
層
で
あ
る
。
こ
の

泥
岩
は
青
ば
色
を
帯
び
風
化
し
て
細
か
く
割
れ
る
。
化
石
を
含
み
部
分
的
に
は
浮
石
質

に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
波
木
井
坂
の
西
で
、
こ
の
層
の
上
部
に
厚
さ
五
メ

ー
ト

ル

の
海
緑
岩
砂
岩
が
み
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
連
続
し
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

そ
の
東
側
、
波
木
井
僑
付
近
ま
で
は
波
木
井
坂
南
の
沢
沿
い
の
露
頭
で
代
表
す
る
地

層
で
あ
り
、
砂
岩
と
泥
岩
と
の
互
層
で
境
は
は
っ
き
り
し
て
お
り、

波
木
井
橋
付
近
で

は
約
三

0
メ
ー
ト

ル
の
際
岩
質
砂
岩
を
は
さ
ん
で
い
る
。

ェ
、
烏
森
山
火
山
砕
屑
礁
岩
層

波木井坂付近の露頭



第
二
編

身
延
町
の

円
然

中
富
町
早
川
橋
か
ら
観
音
橋
に
至
る
道
路
沿
い
の
諒
一
坊
に
命
名
さ
れ
た
地
質
で
岩
相

変
化
に
富
み
、
お
も
に
複
姉
石
安
山
岩
質
の
火
山
角
際
岩

・
凝
灰
角
礁
岩

・
凝
灰
岩

・

凝
灰
質
砂
岩
お
よ
び
泥
岩
な
ど
か
ら
な
り
、
特
に
凝
灰
質
砂
岩
や
泥
岩
は
古
屋
敷
付
近

か
ら
南
に
し
だ
い
に
厚
く
な
る
。
身
延
地
区
元
町
付
近
に
角
礁
安
山
岩

・
輝
石
安
山
岩

.
溶
山
有
な
ど
の
火
成
岩
を
角
礁
に
も
つ
暗
灰
色
J
陪
褐
色
の
凝
灰
角
傑
岩
の
露
頭
が
み

ら
れ
、
さ
ら
に
南
に
の
び
梅
平
付
近
の
山
地
・

北
清
子

・
大
久
保
付
近
の
山
地
を
構
成

し
て
い
る
。
古
屋
敷
の
沢
に
は
淡
緑
色
軽
石
質
(
石
英
安
山
岩
質
〉
凝
灰
岩
が
は
さ
ま

き
よ
う
に
ん
り
ゅ
う

れ
て
お
り
、
杉
山
の
北
の
当
子
沢
に
は
沸
石
、
方
解
石
の
脊
仁
粒
を
含
む
玄
武
岩
の
火

山
角
磯
山
行
が
露
出
し
て
い
る
。

オ
、
小
原
島
砂
岩
泥
岩
層
(
緒
川
砂
山
川
層
〉

小
原
島
の
道
路
沿
い
の
跨
一政
を
小
原
島
砂
岩
泥
岩
層
と
よ
ん
で
い
る
。
山
石
相
の
変
化

に
き
わ
め
て
富
み
、
対
岸
の
遅
沢
方
面
に
舟
底
形
に
分
布
し
て
い
る
。
主
と
し
て
粗
J

中
粒
の
晴
灰
色
凝
灰
質
砂
岩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
小
原
島
付
近
で
は
径
五
J
一
0

ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
礁
岩
を
含
む
礁
岩
質
の
砂
岩
で
、
特
に
砂
宥
屑
か
ら
海
棲
貝
化
石
の

ホ
タ
テ
ガ
イ
・
ア
サ
リ
・
シ
ジ
ミ
・
カ
キ
・
ハ
マ

グ
リ

・
ヤ
ス
リ
ツ
ノ
ガ
イ

・
フ
ジ
ツ

ボ

・
サ
ン
ゴ
な
ど
二
十
数
種
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

カ
、
曙

磯

岩

層

相
又
川
の
小
田
船
原
付
近
や
大
城
口
・
豊
岡
の
学
校
南
・
さ
ら
に
南
部
町
城
山
付
近

な
ど
に
細
く
曙
礁
岩
層
の
小
露
出
が
み
う
け
ら
れ
る
。
曙
礁
岩
層
は
中
富
町
曙
一
帯
の

標
準
露
出
に
命
名
さ
れ
た
礁
岩
層
で
砂
岩
の
薄
層
を
は
さ
ん
で
い
る
。
礁
は
径
二

0
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
円
礁
で
、
際
種
は
硬
砂
岩
・
貞
岩
・
粘
板
岩
・
そ
れ
ら
の
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル
ス
で
、
そ
の
他
に
、
御
坂
層
起
源
の
も
の
と
思
わ
れ
る
閃
雲
花
山
岡
山
石
、
石
英

閃
緑
岩
、
扮
岩
な
ど
も
含
ん
で
い
る
。
疎
開
は
、
-以
内
色
の
粗
J
中
畑
砂
で
み
た
さ
れ

凝
固
度
は
ひ
く
く
、
下
八
木
沢
l

塩
之
沢
聞
の
富
士
川
付
近
の
際
岩
と
酷
似
し
て
い
る

の
で
、
同
時
代
の
堆
積
物
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い。

四

米己

層

第

四

洪

積

層

ァ
、
段

丘

推

積

物

段
丘
堆
積
物
は
富
士
川
・

早
川

・
波
木
井
川
な
ど
の
諸
河
川
お
よ
び
そ
の
支
流
の
河

岸
付
近
に
大
小
数
多
く
点
在
し
て
い
る
。
構
成
物
は
礁
お
よ
び
砂
よ
り
な
り
粘
土
を
表

土
と
し
て
お
り
、
農
耕
地
や
住
居
と
し
て
多
く
の
住
民
の
生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い

マ。。

(富山橋より〉

こ
の
段
丘
を
分
類
す
る
と
、

高
位
段
丘
l

現
河
床
か
ら
三

0
メ
ー
ト

ル
以
上
の
高
所
に
わ
ず
か
に
堆
積
物
を
残

し
て
存
在
す
る
。

中
位
段
丘
l

現
河
床
か
ら
七
J
八
メ

ー

ト
ル
以
上
の
高
所
に
や
や
明
瞭
に
形
態
を

残
し
て
存
在
す
る
。

低
位
段
丘

l
税
河
床
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
高
所
に
ほ
ぼ
そ
の
現
形
を
残
し
て

い
る
。

河岸段丘の遠望

こ
の
高
、
中
、
低
の
三
段
丘
に
あ
た
る

地
域
例
を
あ
げ
れ
ば
、
波
木
井
古
屋
敷
な

ど
は
高
位
段
丘
で
あ
り
、
大
城
、
湯
平
、

波
木
井
坂
な
ど
は
中
位
段
丘
と
し
て
あ
げ

ら
れ
、
低
位
段
丘
は
下
山
、
波
木
井
、
梅

平
、
借
金
な
ど
数
多
く
あ
げ
ら
れ
る
。

特
に
梅
平
、
鏡
円
坊
付
近
の
段
丘
は
三
段
階
の
よ
う
す
が
よ
く
残
っ
て
お
り
段
丘
の

典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

つ
乙
沖

積

富
士
川

・
早
川
・

波
木
井
川
お
よ
び
そ
の
支
流
沿
岸
に
は
沖
積
地
が
発
達
し、

ほ
と

層



ん
ど
上
流
よ
り
押
し
だ
さ
れ
た
砂
際

層
よ
り
な
り
、
多
く
は
農
耕
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
下
山
|
身
延

に
か
け
て
富
士
川
は
沖
積
砂
腕
時
間
川
が

き
わ
め
て
よ
く
発
達
し
、
径
三
セ
ン

チ
メ

ー
ト
ル
内
外
の
礁
が
豊
富
に
あ

る
た
め
に
砂
利
採
取
が
き
か
ん
で
あ

る。

五

物

資

鉱

(
一
)
珪

、品主

源

土

七
面
山
頂
の
池
は
東
西
に
せ
ま
く
敬
慎
院
の
平
担
地
に
あ
り
、
通
常
一
の
池
と
呼
ん

で
い
る
。
背
後
(
西
方
)
に
二

O
O
J
三

0
0
メ
ー
ト
ル
の
急
斜
面
を
も
っ
て
山
稜
が

そ
う

つ
づ
い
て
い
る
。
池
に
は
灰
白
色
七
状
物
質
が
化
石
状
に
堆
積
し
た
珪
藻
土
が
あ
り
、

現
在
も
無
数
の
珪
藻
が
生
息
浮
遊
し
て
さ
か
ん
に
堆
積
土
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
。
池
底

に
は
一
メ

ー
ト
ル
内
外
の
堆
積
土
を
つ
く
り
、
そ
の
上
層
部
で
は
半
化
石
の
珪
藻
類
、

水
中
に
生
活
す
る
珪
藻
類
が
順
序
よ
く
み
ら
れ
る
。

珪
藻
類
の
種
類
を
あ
げ
て
み
る
と
、
ブ
ラ
シ
ラ
リ
ヤ

・
ジ
ャ
ト
マ

・
ナ
ビ
ィ
キ
ラ

・

メ
ラ
シ
ラ

・エ

セ
セ
ミ
ヤ

・
シ
ネ
ド
ラ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
珪
藻
土
を
乾
燥
さ

せ
た
も
の
が
「
お
土
」
で
あ
る
。

第
一
章

地

形

と

地

質

(
二
)
沸

石

大
城
付
近
の
凝
灰
桁
巾
に
は
い
ち
じ
る
し
く
脊
仁
状
沸
石
、
ま
た
は
沸
石
の
薄
い
脈

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
横
ぎ
っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
奥
川
橋
付
近
に
す
ば
ら
し
い
係
頭

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
成
因
に
つ
い
て
は
、
凝
灰
岩
結
成
の
さ
い
、
輝
緑
岩
や
武
岩
質
の

火
成
岩
の
活
入
に
あ
い
変
質
の
さ
い
、
さ
か
ん
に
ガ
ス
を
放
出
し
岩
石
に
多
く
の
気
孔

を
生
じ
、

一
方
に
は
方
解
石
の
沸
石
化
作
用
を
お
こ
し
、
こ
の
現
象
を
呈
し
た
も
の
と

い
わ
れ
る
。
相
又
川
流
域
に
も
み
ら
れ
、
櫛
形
山
用
の
下
部
層
に
こ
の
現
象
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

(
三
)
銅

9よ

床

植
の
木
ト
ン
ネ
ル
の
南
の
県
道
わ
き
に
銅
鉱
床
が
あ
り
ほ
鉱
さ
れ
た
が
、
現
在
は
廃

坑
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
鉱
石
は
黒
l

灰
色
の
抑
銅
鉱
と
緑
色
の
孔
雀
石
で
、
輝
銅
鉱

は
鉱
物
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
く
美
し
い
結
品
面
を
も
っ
て
い
る
。
大
久
保
部
落
に
も

鉱
床
が
あ
り
、
現
在
採
鉱
し
て
い
る
。

湯
平
に
は
金
鉱
を
掘
っ
た
と
い
わ
れ
る
廃
坑
が
み
ら
れ
る
が
、

の
巾
に
お
け
る
砂
金
の
採
鉱
跡
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
段
丘
地
形

第
四
節

土

壌

土

壌

土
壌
の
大
部
分
は
岩
石
の
分
解
物
カ
ら
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
母
岩
の
種
類

と
、
母
岩
が
風
化
分
解
を
う
け
る
さ
い
に
分
離
す
る
岩
石
の
化
学
成
分
が
、
重
要
な
働

き
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
身
延
町
の
母
岩
の
分
布
に
つ
い
て
は
地
質
の
項
で
記

し
て
お
い
た
が
、
瀬
戸
川
層
群
は
頁
岩
、
砂
岩
、
粘
板
岩
、
珪
化
さ
れ
た
礁
岩
な
ど
か

一
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身
延
町
の

'H然

ら
な
り
、
主
に
千
枚
化
さ
れ
た
一
丸
山
石
や
砂
岩
で
あ
る
。
櫛
形
山
層
群
は
砂
岩

・
粘
板
岩

・
凝
灰
岩

・
安
山
岩

・
玄
形
岩
な
ど
、
主
に
火
山
噴
出
物
を
主
体
と
し
た
火
成
岩
や
凝

灰
岩
や
集
塊
岩
で
あ
り
、
西
八
代
層
、
静
川
層
は
頁
岩

・
砂
岩

・
火
山
堆
積
岩

・
陳
岩

な
ど
で
、
主
に
砂
岩

・
頁
岩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
の
風
化
分
解
を
う
け
、
生
成
さ

れ
た
土
巌
は
砂
質
壌
土
が
大
部
分
で
一
部
に
粘
質
接
七
も
み
ら
れ
る
。

一、

土
壌
と
林
業
・
農
業
と
の
関
係

森
林
は
、
円
然
に
放
置
生
育
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
の
で
母
岩
の
鉱
物
成
分
化
と
森

林
生
育
の
主
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

安
山
山
石
が
風
化
分
解
を
う
け
て
生
成
さ
れ
た
安
山
岩
質
土
壊
は
、
楠
質
の
土
附
棋
を
つ

く
り
ゃ
す
く
、
そ
の
多
く
は
火
山
灰
質
士
嬢
の
よ
う
に
位
粘
で
あ
っ
て
、
保
水
力
も
か

な
り
強
い
。

石
英
閃
緑
岩
は
酸
性
土
展
を
つ
く
り
ゃ
す
く
、
料
市
ぃ
一
な
士
壌
を
つ
く
り
ゃ
す
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。

一
般
に
花
崩
岩
な
ど
の
酸
性
岩
の
風
化
土
壊
で
は
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
生
育
は
不
良

で
、
耐
酸
性
の
強
い
ア
カ
マ
ツ
の
生
育
は
良
好
で
あ
る
。
閃
緑
岩

・
効
岩

・
安
山
岩
な

ど
の
中
性
岩
の
風
化
土
壌
で
あ
る
方
が
ス
ギ
の
立
地
と
し
て
優
れ
、
さ
ら
に
玄
武
岩
、

輝
緑
岩
な
ど
の
塩
基
性
岩
と
な
る
ほ
ど
立
地
的
価
値
は
高
く
、
ま
た、

堆
積
岩
の
場
合

で
も
粘
土
質
の
岩
石
ほ
ど
立
地
的
価
値
が
高
く
、
珪
質
の
お
石
ほ
ど
立
地
的
価
値
が
低

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
母
岩
の
条
件
と
と
も
に
気
象
的
条
件

・
地
形
・
地
下
水

・
お
よ
び
土
擦
湿
度
な

ど
の
関
係
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
身
延
町
の
造
林
に
つ
い
て
一
考
す
る
と
、
母
岩
が
主
と
し
て

火
山
噴
出
物
を
主
体
と
し
て
、
火
成
岩
、
凝
灰
岩
や
集
塊
岩
・
頁
岩
・
砂
岩
で
あ
る
の

で
風
化

k
壌
と
し
て
は
、
中
性
土
壊
、
塩
基
性
の
粘
質
な
土
展
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
土
地
の
立
地
条
件
と
し
て
は
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
適
地
と
い
え
よ
う
。
そ

れ
に
気
象
的
条
件

・
地
ご
水
・

土
壌
湿
度
を
加
味
し
て
考
え
る
と
、
和
田
、
波
木
井
川

二
四

以
南
の
多
雨
地
帯
と
し
て
の
造
林
地
の
現
状
は
う
な
ず
け
る
し
、
さ
ら
に
今
後
の
分
析

的
研
究
の
も
と
に
造
林
育
成
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

造
林
の
み
で
な
〈
、
土
地
の
立
地
条
件

・
湿
度

・
気
温
な
ど
と
農
業
の
関
係
を
科
学

的
に
研
究
を
す
す
め
、
適
地
適
作
の
効
率
の
高
い
農
業
計
画
が
立
て
ら
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

一一一、
山
山
E

寸.，

す

"'" 
り

地
す
べ
り
は
瀬
戸
川
層
地
域
に
は
多
い
が
新
第
三
紀
の
分
布
地
域
に
は
比
較
的
少
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
般
に
地
す
べ
り
は
、
地
層
の
傾
斜
と
山
腹
斜
面
の
傾
斜
が
一
致
し
て
い
る
地
帯
や

地
層
の
軟
弱
な
地
併
に
多
い
。

よ
身
延
町
各
地
は
断
層
な
ど
の
破
砕
帯
に
そ
い
、
小
樋
曲
や
小
断
層
が
さ
ら
に
発
達

し
、
裂
目
が
生
じ
風
化
・
粘
土
化
し
岩
体
の
破
砕
が
特
に
著
し
い
地
帯
に
地
下
水
・
地

上
水
の
要
素
な
ど
が
加
わ
っ
て
地
す
べ
り
が
お
き
る
場
介
が
多
く
、
火
山
破
砕
岩
か
ら

な
る
と
こ
ろ
の
崩
壊
で
は
、
大
き
い
岩
塊
が
転
落
し
、
押
し
出
さ
れ
る
か
ら
局
部
的
な

入
者
災
害
も
お
こ
す
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
泥
岩
地
域
で
は
泥
右
は
径

一
ミ
リ
メ

ー
ト

ル
位
に
細
か
く
わ
れ
、
徐
々
に
崩
壊
、
軟
弱
の
た
め
豪
雨
時
に
は
一
時
に
押
し
出
さ
れ

る
。
国
鉄
身
延
線
や
国
道
五
十
二
号
線
が
し
ば
し
ば
不
通
に
な
る
の
は
、
こ
の
泥
岩
露

出
箇
所
に
多
い
。

備
根
付
近
も
地
す
べ
り
が
多
い
が
、
こ
の
付
近
は
阿
長
石
化
作
用
を
う
け
た
玄
武
岩

も
ろ

質
凝
灰
岩
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
変
質
が
著
し
く
脆
く
て
こ
わ
れ
易
い
。
大
き
な
断
層

(
植
の
木
断
層
〉
が
こ
の
付
近
を
通
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
小

断
層
や
裂
日
を
生

じ
、
出
れ
や
す
い
岩
石
や
粘
土
に
地
下
水
の
要
素
が
一
史
に
加
わ
り
、
地
す
べ
り
や
山
す

べ
り
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
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水

系

本
町
の
中
央
部
を
富
士
川
が
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
流
れ
川
一
個
が
広

く
、
早
川
と
の
合
流
点
は
約
一

、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
川
幅
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の
富
士
川
に
数
多
く
の
川
や
沢
が
東
西
の
方
向
に

流
路
を
と
り
流
れ
こ
ん
で
い
る
。

早
川
は
、
本
町
と
中
富
町
を
境
に
束
阿
方
向
に
流
路
を
向
け
て

い
る
。波
木
井
川
は
、
そ
の
流
路
を
東
西
に
と
り
、
総
門
付
近
で
身
延

川
を
什
せ
、
更
に
上
流
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
大
城
川
、
相

又
川
が
合
流
し
、
全
長
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
も
っ
て
い

る。
身
延
川
は
、
身
延
山
、
鷹
取
山
に
固
ま
れ
た
一
帯
を
水
源
と

し
、
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
長
を
持
ち
断
層
谷
と
し
て
発
達

し
て
い
る
。
上
流
付
近
は
勾
配
も
急
で

V
字
形
を
し
だ
渓
谷
で
、

径
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
な
い
し
一
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
礁
岩

な
ど
が
横
た
わ
り
、
浸
食
作
用
や
運
搬
作
用
が
激
し
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

大
域
川
は
大
城
口
で
礁
岩
を
横
ぎ
り
、
波
木
井
川
の
支
流
と
し

て
南
西
の
方
向
に
約
八

・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
流
路
を
も

っ
て
い

る
。
源
は
古
谷
城
か
ら
上
流
安
倍
峠
や
一
、

0
0
0
1二、

0
0

0
メ
ー
ト
ル
の
高
い

山
な
み
の
ふ
と
こ
ろ
を
激
し
く
浸
食
、
運
搬

作
用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
大
城
川
流
域
に
も
河
岸
段
丘
が
各
所

に
み
ら
れ
、
農
耕
地

・
住
居
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
上
流

付
近
は
最
近
道
路
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
反
面
崩
壊
が
い
ち
じ
る

し
く
、
土
砂
の
堆
積
が
は
げ
し
く
、
そ
の
対
策
が
考
え
ら
れ
な
け

第
一
章

地

形

と

地

質
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身
延
町
の
白
然

れ
ば
下
流
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

相
又
川
は
大
城
口
よ
り
さ
ら
に
南
に
、
ほ
ぼ
断
層
線
に
そ
っ
て
流
れ
て
い
る
断
層
谷

で
、
樺
の
木
ト
ン

ネ
ル
付
近
で
流
路
を
南
西
に
変
え
、
櫛
形
山
層
を
横
断
し
、
瀬
戸
川

層
を
水
源
と
し
て
深
い
谷
を
刻
ん
で
い
る
。

富
ヒ
川
東
部
山
地
を
流
れ
る
河
川
は
、
御
持
川
や
桑
柄
沢
の
他
は
大
小
十
数
条
の
渓

谷
が
礁
岩
や
頁
岩
、
砂
岩
を
主
体
と
し
た
岩
層
を
東
西
の
方
向
に
横
断
し
富
士
川
に
そ

そ
い
で
い
る
。

臨
之
沢
に
そ
そ
ぐ
御
持
川
は
、
大
金
川
と
椿
川
と
に
わ
か
れ
上
流
に
大
全
部
落
や
棒

草
里
部
落
が
あ
り
、
全
長
約
六
キ
ロ
メ

ー
ト

ル
の
流
路
を
も
っ
て
い
る
。
角
打
に
そ
そ

ぐ
桑
柄
沢
は
、
約
四

・
四
キ
ロ
メ

ー
ト

ル
の
全
長
を
も
ち
、
上
流
に
大
崩
部
落
が
あ

る
。
そ
の
東
部
の
五
宗
山
や
三
石
山
な
ど
て

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
な
み
を
源

と
し
、
流
路
を
西
に
と
り
、
傑
岩
層
を
横
断
し
、
谷
は
深
く
岩
相
は
浸
食
の
激
し
さ
を

物
語
る
景
観
を
示
し
て
い
る
。

町
内
の
河
川
、
沢
は
大
小
数
多
く
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
呼
び
名
が
あ
っ
て
、
地
域
の

人
に
も
一
様
に
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
し
、
場
所
に
よ
り
そ
の
地
名
な
ど
が
使
わ
れ
呼
び

名
も
異
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
六
節

鉱

泉

温

泉

前
述
の
よ
う
に
、
糸
魚
川
|
静
岡
構
造
線
に
そ
い
多
数
の
小
割
目
が
生
じ
て
い
る
。

新
第
三
紀
の
地
層
は
砂
岩
、
頁
岩
が
主
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
著
し
い
地
殻
の
変

動
を
う
け
て
傾
き
、
さ
ら
に
断
層
に
よ
り
小
地
塊
に
分
か
れ
て
い
る
。
鉱
泉
の
大
部
分

は
こ
れ
ら
の
軟
弱
な
堆
積
岩
の
裂
目
に
そ
っ
て
湧
出
し
て
い
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
低

温
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
の
成
分
を
溶
解
し
て
い
る
の
で
地
方
人
に
親
し
ま
れ
遠
路
か

ら
湯
治
に
く
る
人
も
多
い
。

身
延
町
内
の
鉱
泉
の
湧
出
場
所
は

上

八

木

沢

鰍

原

利

用

身門塩大塩角

谷野沢込沢打

(
か
つ
て
利
用
)

(
か
つ
て
利
用
〉

延

西

未未来未利利
利利利利
用用用用用用

之
島

馬

O-，fl) fIJ 

，- Â~fIJ)IJ 
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こ
れ
以
外
に
総
門
付

近
、
大
久
保
沢
(
帯
金
)

桑
柄
沢
(
角
打
)
、
時

雨
沢
(
和
田
)
、
堺
沢

(
下
大
島
)
:
:
:
な
ど

少
量
で
は
あ
る
が
地
層

の
裂
目
か
ら
、
湧
出
し
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。

成
分
は
単
純
鉱
泉
で

い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な

成
分
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
初
出
箇
所
の

地
質
の
状
況
な
ど
に
よ

り
多
少
差
異
が
み
と
め

ら
れ
る
。

一
、
上

八

木

沢

鰍

原

源

泉

名

l

波
高
島
温
泉

泉

質

|

ア

ル

カ

リ

性

単

純

泉

れ
用
適
応
症
|
糖
尿
病

・
神
経
痛

・
心
臓
弁
膜
症

・
慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
ス

・
慢

性
皮
膚
病

・
慢
性
婦
人
疾
患

飲
用
適
応
症
|
神
経
痛

・
糖
尿
病

・
慢
性
気
管
支
カ
タ
ル

・
常
習
便
秘

・
慢
性
筋
肉

リ
ュ
ウ
マ
チ
ス
・
慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
ス
・
慢
性
金
属
中
毒
症
・



神
経
麻
信
仰

二
、
角

打

源

泉

名

l
身
延
鉱
泉

泉

質

|

単

純

緑

繁

泉

浴
用
適
応
症
!
神
経
症

・
神
経
痛

・
慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
ス

・
慢
性
筋
肉
リ
ュ
ウ

マ
チ
ス

・
慢
性
婦
人
疾
患

飲
用
適
応
症
|
貧
血
症

・
慢
性
マ
ラ
リ
ヤ

・
慢
性
神
経
症

・
神
経
痛

・
婦
人
疾
患

第
二
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気

象

第
二
章

気

象

第

一
節

気

象

の

概

況

本
県
の
南
端
に
位
す
る
身
延
町
は
、
本
県
に
お
け
る
温
暖
多
雨
区
の
南
部
町
に
次
ぎ

温
暖
で
雨
量
も
多
い
。
い
ま
気
温
と
降
水
量
に
つ
い
て
、
県
下
各
地
と
比
較
し
て
み
る

と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
年
平
均
気
温
に
つ
い
て
み
る
と
、

山
中
よ
り
五

・
八
度
高
く
、
小
川
山
沢
よ
り

も
四

・
O
度
高
い
が
、
甲
府
と
比
較
し
て
み
る
と
意
外
に
も

0
・
五
度
高
い
だ
け
で
あ

る
。
こ
れ
は
大
陸
性
気
候
の
た
め
夏
期
に
盆
地
の
気
温
が
急
土
井
し、

峡
南
地
区
よ
り

も
か
え
っ
て
高
温
と
な
る
た
め
で
あ
り
、
身
延
町
の
年
平
均
一
四

・
七
度
と
い
う
数
字

は
、
主
と
し
て
冬
期
の
温
暖
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

次
に
、
降
水
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
年
間
一
、
九
四
四
ミ
リ
を
記
録
し
、
山
中
、
南

部
に
次
い
で
三
位
と
な
っ
て
い
る
。
表
2
の
ク
ラ
イ
モ
グ
ラ
フ
は
身
延
と
叩
府
の
気
候

を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
甲
府
が
内
陸
性
の
特
色
を
も
っ
、
い
わ
ゆ
る
中
央
高
地

式
の
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
身
延
は
海
岸
気
候
に
や
や
近
い
特
色
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
身
延
が
県
下
気
候
区
分
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
し
て
い
る
か

を
、
県
下
全
体
と
の
関
連
に
お
い
て
眺
め
て
み
よ
う
。
県
下
の
気
候
区
分
は
、
気
候
を

決
定
す
る
こ
大
要
素
で
あ
る
気
温
と
、
降
水
量
か
ら
考
察
し
て
、
次
の
六
区
分
に
分
け

ら
れ
る
。

ー
、
温
暖
多
雨
区
!
年
平
均
気
温
一
四
度
以
上
で
年
間
の
降
水
量
は
二
、

0
0
0ミ
リ

を
こ
与
え
て
、
湿
度
が
高
く
、
気
候
温
和
で
積
雪
は
、
年
数
川
、
海
岸
的
気
候
に
近

い
地
区
。

二
七



第
二
編

身
延
町
の
自
然

山梨以気象年報

ぷド~I 1 1 2 1 3 1 -4l~ 1 6 [ 7 I 8 1 9 I叶II 112 1全年

[111141ぉ111 1 1|
身延 mm 1 581 631 1061 1581 1241 2751 1701 2441 2361 3071 1381 651 1，944 

。C 3714181 1341 171211251 ぉ 1221 161 112161 山
南部 mm 1 781 981 1061 2121 1961 2181 2781 3291 3971 2る31 1291 921 2， 519 

341111111寸 111
鰍 IIUll 1 451 681 1021 1141 1131 1631 1701 1991 2341 1771 881 571 1，530 

』 C1213171 131 17121 E 1|五 1「110141 142
11
1 
J仔 111m 1 371 511 771 831 921 1361 1371 1751 1981 1381 691 461 1，239 

日ID1 1 391 531 771 951 981 1461 1451 1551 1951 1421 661 461 1 ，257 

d淵沢 I1m11 391 501 771 991 1071 1741 1461 1331 1871 1341 691 431 1，258 

16461111司1 オ2:4 15691111 138 日下部 mm 1 341 481 691 801 911 1401 1511 1 711 1851 1331 641 421 1 ， 2コ8

大月 2551 911 541 1，597 

山中 lIun 1 681 1071 1641 1911 1811 2731 2541 3261 3681 3081 1561 891 2，4&5 

〔明治34.......1昭和25~F)各地の平均気温と降水量表

一一f

モゲラフ

皮
切

t
止

f
h、
円

υ

什
印

q
u

350 降水量棚

350降水最m

10 

300 

300 200 

200 

クライ

身延

1)1 }日

100 

100 

表2

71utJi 
("C) 

:30 

:W 

10 

20 

10 

2
、
温
暖
中
雨
区
l

年
平
均
気
温
一
二
度
J

一
四
度
で
、
降

水
年
量
一

、
四

0
0
1

二
、

0
0
0ミ
リ
で
多
分
・に
内
陸
的
気
候
の
地
区
。

3
、
温
暖
少
雨
区
|
年
平
均
気
温
一
二
度
J

一
四
度
で
気
温
較
差
が
大
き
く
、
降
水
年

量
は
一
、
四

0
0ミ
リ
以
下
で
、
非
常
に
位
燥
し
内
陸
性
気
候
の
典
型
的
地
区
。

4
、
寒
冷
多
雨
区
l

年
平
均
気
温
一
一
度
以
下
で
、

一
月
二
月
の
平
均
気
担
は
本
度
以

下
と
な
り
、
降
水
年
並
二
、

0
0
0ミ
リ
を
突
破
す
る
地
区
。

5
、
寒
冷
中
雨
区
l

年
平
均
気
温
一
二
度
以
下
で
、
年
降
水
量
一

、
四

O
O
J
二
、

0

0
0ミ
リ
の
地
区
。

6
、
寒
冷
少
雨
区
l

年
平
均
気
温
一
二
度
以
下
で
、

一
月
二
月
の
平
均
気
温
は
、
い
ず

れ
も
零
度
以
下
と
な
り
、
年
降
水
量
は
一

、
三
0
0
ミ
リ
前
後
で
非
常
に
乾
燥
す

る
地
区
。

い
ま
こ
の
区
分
に
従
っ
て
、
県
下
を
区
分
し
て
み
る
と
、
図
ー
の
よ
う
に
な
り
、
身

延
町
は
概
ね
久
那
土
J
五
開
を
結
ぶ
線
以
南
の
出
暖
多
雨
区
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
て
い

る。



山梨県気候区分図l

第

気

要

節

象

主
月守

一、
kゴ

メL

二回
{1I立

(
ご
気
温

の

変

化

区

区

区

区

区

区

雨

雨

雨

雨

雨

雨

多

中

少

多

中

少

暖

暖

暖

冷

冷

冷

m
m
温
泉
、
寒
束
、

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

一
般
に
い
わ
れ
る
春
暖
、
夏
薪
、
秋
涼
、
冬
冷
の
現
象
を
年
間
の
気
温
の
変
化
の
上

か
ら
み
て
、
ど
こ
で
区
切
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

こ
こ
で
は
、
山
梨
県
気
象
年
報
に
お
け
る
次
の
区
分
の
方
法
に
従
っ
て
、
身
延
町
の
四

季
を
区
分
し
、
甲
府
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
季
の
特
長
等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

身
延
町
の
年
間
の
気
温
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六

O
年
ま
で

第
二
章

生=

ヌb

象

変化

(1951""'_' 1 960) 

の

ú.~パ 1m

:日
IJUI. --ヌl

i手 11定期

の

最高気温

平均気温

最低気温

延身

、
ペ
パ
リ
リ

F
U

T{1 

冬 ;jrJ~I 

:-¥0 

25 

20 

15 

10 

。

の
十
年
間
、
身
延
高

等
学
校
で
観
測
し
た

も
の
で
あ
る
。

(表
1
〉

春
暖
期
|
気
温
が

O

度
以
上
、
三

O
度

以
下
の
範
囲
内
で

変
化
す
る
期
間
。

夏
暑
期
|
最
高
気
出

が
連
日
三

O
度
を

必
ず
越
え
る
期

同り

o

口
H
Hド

秋
涼
期
l

春
暖
則
と

同
様
。

冬
冷
期
l

最
低
気
洞

が
必
ず
氷
点
下
に

下
が
る
期
間
。

ア
春
暖
期
、
こ

12 11 10 日6 I 

の
期
を
さ
ら
に
次
の
三
期
に
区
分
で
き
る
。

(
ア
)
交
代
期
気
温
は
零
下
を
脱
し
て
強
く
上
昇
し
は
じ
め
、
日
中
の
最
高
気

温
は
二

O
度
近
く
な
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
い
が
、
天
気
は
動
揺
し
や
す

く
、
暖
湿
で
南
風
の
快
晴
が
あ
る
か
と
忠
え
ば
北
風
の
寒
冷
な
日
も
あ

る。

(
イ
)
晩
霜
期
高
気
圧
性
の
快
晴
が
多
く
、
日
中
の
最
高
気
温
は
二

O
度
を
越

え
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
が
、
夜
間
は
急
に
気
温
が
低
下
し
て
時
に
結
霜
を

み
る
。

(
ウ
〉
梅
雨
期
六
月
中
旬
よ
り
七
月
上
旬
ま
で
の
陰
湿
な
会
天
、
雨
天
の
続
く

こ
の
期
は
、
気
温
が
や
や
低
め
と
な
り
、
日
照
時
間
は
極
め
て
少
な
く
な

二
九



第
二
編

身
延
町
の
自
然

(1951.--.....1960) 

区長二| I 2 I 3 1
4
1 5 I 6 1 8 1 9 1 10 1 11 1 12 1全年

身延 9.3 10.8 14.6 19.5 23.6 27.2 2ヲ.4 31.1 27.0 21.9 17.0 12.2 20.2 

最
南部 9.7 11. 2 14.4 19.4 23.5 25.9 28.9 30.8 26.9 22.1 17.3 12.9 20.3 

鰍沢 8.2 10.0 14.0 19.5 23.4 26.3 29.7 31.4 26.6 21.6 16.4 11. 4 20.0 

高
甲府 8.3 10.1 14.2 19.6 23.3 26.4 30.0 31.4 26.9 21.6 16.6 11. 5 20.0 

身延 -2.4 -1.1 2.5 8.1 11. 8 16.5 21.2 21.8 18.5 12.2 6.0 0.1 9.6 

最
南部 -1.4 -0.4 2.8 8.3 12.3 16.9 21.1 22.2 18.8 12.8 6.9 1.2 10.2 

鰍沢 -2.9 -1. 7 2.1 7.3 11. 2 16.4 21.0 21.7 18.2 11.3 5.0 -0.6 9.1 

低
甲府 -3.5 -2.1 1.8 7.0 11.1 16.6 21.4 21.9 18.2 11.2 4.6 -1.1 8.9 

最高・最低気温身延と甲府、南部、鰍沢との比較2 表

(1951.--.....1960) 

月 |雨|雪|鍍|電|霧|濃脇|雷電|霜 |霜柱|結氷|快晴|金天
累平 計均

57 19 5 。 5 。。192 557M .9 224 148 99 
5.7 1.9 0.5 。0.5 。 01 19.2 22.4 14.8 9.9 

2 塁 計均 58 20 。 。。130 564% .8 177 118 113 
5.8 2.0 0.1 。0.1 。 01 13.0 17.7 11. 8 11.3 

3 塁 計均 102 6 l 。 3 。 3 74 70 70 94 145 
10.2 0.6 0.1 。0.3 。0.3 7.4 7.0 9.4 14.5 

4 塁 計均 114 。。。 5 。 13 。 76 157 
11. 4 。。。0.5 。0.1 1.3 。 0.1 7.6 15.7 

5 華 計均 121 。。。 3 。 5 。 。 。496% .l 13]J;a 
12.1 。。。0.3 0.1 0.5 。 。 。 16.4 

6 塁 計均 133 。。。 2 。 5 。 。 。 30 206 
13.3 。。。0.2 。0.5 。 。 。 3.0 20.6 

7 車 均計 135 。。。 4 。 12 。 。 。 39 177 
13.5 。。。0.4 。1.2 。 。 。 3.9 17.7 

8 華 均計 126 。。 2 11 。 。 。 59 148 
12.6 。。0.1 0.1 0.2 1.1 。 。 。 5.9 14.8 

9 塁 計均 148 。。。。。 6 。 。 。 48 179 
14.8 。。。。。0.6 。 。 。 4.8 17.9 

10幸 均計 124 。。。 8 。 l 。 。 。 74 163 
12.4 。。。0.8 。0.1 。 。 。 7.4 16.3 

11塁 計均 85 。 。 8 。 53 4 13 128 100 
8.5 。0.1 。0.8 。0.1 5.3 0.4 1.3 12.8 10.0 

12華 均計 58 2 。。 4 。 195 551% .7 
157 167 85 

5.8 2.0 。。0.4 。0.1 19.5 ]5.7 16.7 8.5 

累 計 1，261 47 8 44 3 46 657 34.2 642 1，026 1，703 
全年
平 均 126.1 4.7 0.8 0.1 4.4 0.3 4.6 65.7 3.4 64.2 102.6 170.3 

妻女日象現--ヌl天3 表

。
る
。
身
延
町
に
お

い
て
は
、
春
暖
期

は
約
四
カ
月
で
、

こ
の
期
の
前
後
を

通
じ
約
一
カ
月
間

甲
府
よ
り
も
長
く

な
っ
て
い
る
。

イ

夏
暑
期

こ

の
期
は
、

梅
雨
前
線
の
北
上
通
過
に

よ
り
、
陰
気
な
天
気
か
ら

解
放
さ
れ
て
本
格
的
の
夏

と
な
る
。
最
高
気
温
は
連

日
三
O
度

を
必
ず
突
破

し
、
平
均
気
温
は
二
五
度

以
上
、

最
低
気
温
は
二

O

度
以
下
に
は
な
ら
な
い
。

本
町
の
夏
暑
期
は
短
く
約

一
カ
月
で
あ
る
。

ウ

秋

涼

期

春

暖

期

同

様

気
温
は

O
度
よ
り
三

O
度

の
間
で
変
化
し
、
本
町
で

は
九
月
上
旬
よ
り
十
二

月
下
旬
ま
で
の
約
四
カ
月

弱
で
あ
る
。
こ
の
期
の
前

半
は
多
湿
な
台
風
期
で
あ

り
、
後
半
は
静
穏
な
多
照

期
あ
る
。

エ

冬

冷

期

氷
点
上
の
み



で
変
動
す
る
こ
と
の
ま
っ
た
く
な
い
期
間
で
、
夜
間
は
必
ず
氷
点
下
に
下
が
る
。
十

二
月
の
下
旬
よ
り
二
月
の
巾
句
ま
で
の
約
二
カ
月
間
で
あ
る
。
な
お
最
も
寒
い
の

は
、

一
月
の
中
旬
よ
り
二
月
の
初
旬
ま
で
で
あ
る
が
、
甲
府
に
比
較
す
れ
ば
や
や
暖

、。
ふ
μ
1
U

今

己

最

高

最

低

気

温

南
部
観
測
所
開
設
以
来
六
十
年
間
の
記
録
を
み
る
と
、
南
部
町
に
お
け
る
最
高
の
極

は
、
昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
八
月
二
十
八
日
の
四

O
度
で
あ
り
、
最
低
の
極
は
昭
和

十
一
年
(
一
九
三
六
〉
二
月
二
日
の
氷
点
下
一
一

・
六
度
で
あ
る
。

次
に
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六

O
年
ま
で
の
身
延

・
甲
府

・
南
部

・
鰍
沢
の
最

高
、
最
低
気
砲
を
示
す
と
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
最
高
気
温
の
平
均
を
み
る
と
、
身
延

南
部
と
川
γ
府
鰍
沢
と
は
わ
ず
か

0
・
二
1
0
・
三
度
、
最
低
気
温
で
は
身
延
と
甲
府
の

差
は

0
・
七
度
で
あ
る
。
こ
れ
を
内
容
的
に
み
る
と
、
身
延
南
部
が
年
聞
を
通
じ
徐
々

に
気
温
が

t
下
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
甲
府
鰍
沢
は
盆
地
特
有
の
夏
と
冬
の
気
温
の

変
化
の
い
ち
じ
る
し
さ
が
は

っ
き
り
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
身
延
南
部
は
海
岸
的

気
候
に
や
や
近
い
気
候
と
い
え
る
。

一
九
五
一

ーー
一
九
六

O
年
ま
で
の
天
気
現
象
日
数
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

風

(
一
)
風

向

自
然
に
起
る
風
を
大
き
く
わ
け
る
と
、
ま
ず
冷
た
い
所
か
ら
、
暖
か
い
所
へ
向
か
っ

て
吹
き
こ
ん
で
起
る
海
陸
風
、
山
谷
風
、
季
節
風
が
あ
る
。
次
に
空
気
の
渦
巻
に
よ
っ

て
起
る
低
気
圧
や
、
台
風
、
た
つ
巻
な
ど
が
あ
る
。

海

陸

風

日

中
は
太
陽
に
照
り
つ
け
ら
れ
て
、
海
も
陸
も
温
度
が
上
る
が
、
陸
地
の
方

が
海
面
よ
り
も
温
度
が
高
く
な
る
。
そ
れ
で
陸
上
の
空
気
は
上
昇
し
、
そ
の
後
へ
海
よ

り
空
気
が
流
れ
て
来
て
起
る
。
夜
に
な
る
と
、
海
面
よ
り
も
陵
地
の
方
が
よ
け
い
に
冷

第
二
章

気

象

え
る
の
で
、
陸
か
ら
海
に
向
か
っ
て
空
気
が
流
れ
出
し
て
起
る
。

山
谷
風

こ
の
風
は
、
山
間
部
に
起
る
風
で
、
日
中
は
谷
聞
か
ら
山
頂
へ
向
っ
て
吹
き

上
げ
、
夜
間
は
平
地
に
向
っ
て
吹
き
お
ろ
す
風
で
あ
る
。

季
節
風

こ
れ
は
海
陸
風
を
大
型
に
し
た
も
の
で
、
日
本
付
近
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る

と
、
夏
は
太
平
洋
か
ら
大
陸
へ
向
か
っ
て
お
も
に
南
東
の
風
が
吹
き
、
冬
は
反
対
に
大

陸
か
ら
太
平
洋
に
向
っ
て
北
西
の
風
が
吹
く
こ
と
が
多
い
。

身
延
町
の
風
向
を
み
る
と
、
富
士
川
筋
で
は
日
中
は
南
風
が
多
く
、

方

y
一V
1
一協
L
U
V

一
彦
一
移
一
協
議
V

一》

夜
は
北
風
が
吹

|砂ートノレi記号

|0.3，，-，1. 5 1 ~ 

l l刊 3 1 ~ 

|5.5"-'7.9 I 'f 

18.0"-'10.7 1 ; 

110い 3.8I ; 

|139~171|! 

|17.2，，-，お 71; 

l20.8，，-，24. 41 ~ 
|24.5，，-，28.41 ~ ~ 

|28.5，，-，32.61 ~多

1
32.7以上 |す

しわりあの力風5 表

0.2 

あいj孔の吹きぐ

静かで:煙がまっすぐにあがる

0.3~ 煙は‘たなびくが風向計には感じない

1. 6~ !孔が顔にあたるのを感じ、木の葉が動く

木の葉や小枝がたえず動く

砂ぼこりが上がり、小枝がずれ、ぶ動く

葉のしげった木がゆれる。

大技が動く、電線が鳴る。かさを使うのに困る

木全体がゆれ歩きにくい。

小枝がおれる。立って歩けない。

建物に少しばかり損害ができる

木は恨こそぎとなり、建物の損害は大きし、。

建物に大損害

c らに強い

コ
'
ハ
)

1

A

つL

一

切

0

1

2

3

4

5

9

1

一

凶
仙



別風配図 ( 1月........，12月〉

〈毎日午前9時の風向を身延高校で観測したもの〉

月4 表

1962年........，1966年平均
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身

延

町

の

n然

く
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
山
間
地
に
お
い
て
は
、
谷
に
そ
っ
て
吹
く
山
風
や
谷
風
が
多

い
。
梅
平
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
富
士
川
筋
で
は
南
風
が
吹
い
て
い
る
の
に、

梅
平

で
は
、
お
も
に
東
風
が
吹
く
こ
と
が
表
4
で
わ
か
る
。
こ
の
表
は
身
延
高
校
で
、

一
九

六
二
J
一
九
六
六
年
ま
で
の
五
年
間
の
午
前
九
時
現
在
の
風
向
を
、
月
別
に
表
わ
し
た

も
の
で
あ
り
、
東
風
が
最
も
多
く
六
二
三
回
、
次
に
北
東
の
風
が
二
五
四
回
と
な
っ
て

い
る
。
南
風
は
意
外
に
少
な
く
六
回
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
風
向
は
観
測
地
の
地
形

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

会

乙

風

強

の

さ

風
の
強
さ
は
表
5
の
通
り
秒
間
に
空
気
が
何
メ
ー

ト
ル
動
い
た
か
で
き
め
る
。

一一一、
民ろ乙
ドヰ

主主
主邑

7k 

身
延
町
の
月
別
の
降
水
量
の
平
均
を
み
る
と
、
最
低
が
一
月
の
七
一

・
0
ミ
リ
で
、

そ
れ
か
ら
九
月
の
三
五

0
・
七
ミ
リ
ま
で
漸
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
六
月
が
梅
雨
期

に
当
る
の
で
山
を
形
成
し
て
い
る
。
九
月
以
降
は
急
激
に
減
少
し
て
ゆ
き
、
特
に
十
一

月
十
二
月
の
雨
量
は
少
な
い
。

月
間
二

0
0ミ
リ
を
越
え
る
の
は
、
六
、
七
、
八
、
九
、

一
O
月
の
五
カ
月
で
、
こ

の
間
が
身
延
町
の
雨
季
で
あ
り
、
太
平
洋
か
ら
の
直
接
気
流
が
山
地
に
よ
っ
て
上
昇
し

多
量
の
雨
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

次
に
、

一
九
六
一

J
一
九
六
五
年
ま
で
の
五
年
間
の
降
水
量
の
階
級
別
日
数
を
、
甲

府
と
比
較
し
て
み
る
と
、
表
7
に
な
る
。
木
町
で
は
特
に
四
、
五
、
六
、
七
、
九
月
が

降
水
口
数
が
多
く
、
中
で
も
五
、
六
月
は
月
の
三
分
の
こ
が
雨
の
降
る
口
を
示
し
て
い

る
。
甲
府
と
比
較
し
て
約
三

O
口
多
く
、
三

0
ミ
リ
以
上
の
日
数
は
巾
府
の
約
三
倍
に

な
っ
て
い
る
。

次
に
、

一
九
四

O
J
一
九
六
五
年
ま
で
の
、
二
五
年
間
の
月
別
円
最
大
降
水
量
を
あ

げ
る
と
表
8
の
通
り
で
あ
る
。

1951"-'1960 量水降月リ月6 表

、‘，Jj
 
l
 
、、、，，『ι
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身延ー甲府の比較(1961.......，1965) 

伝ぐ 1 4 1 5 I 9 I 10 I 11 I 12 I全年

身 1 mm以上 5.6 4.6 10.2 9.8 11.6 131 12.2 8 8.8 8.6 6.6 5.4 104.4 

lOmm以上 2.6 1.2 3.4 4.6 6.4 7 3 3.2 3.8 3.6 2.6 1.8 43.2 

延 30mm以上 0.4 。0.4 2 2.6 3.6 1. e 2.2 1.4 0.8 O.正 16.8 

甲 1mm以上 4.4 4.0 8.4 8.8 11.0 14.2 11.0 7.0 8.8 8.2 6.8 5.2 97.8 

10剛以上 0.8 0.6 2.0 3.0 4.2 6.6 2.2 2.0 3.0 3.6 1.3 1.4 31.0 

府 30mm以上 0.2 。。0.4 0.6 1.4 。0.4 1.6 0.4 0.4 。 5.4 

降水量の階級別日数7 表
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身延(1940.......，1965) 

352 

1945 

10/4 

10 9 8 

月別日最大降水量

7 6 5 

8 

日

2 

年

m
 

月

表

ま
た
、
終
雪
も
三

月
二
十
日
で
、
時
に

つ
ぼ
み

は
桜
の
苦
に
雪
の
降

り
か
か
る
こ
と
も
ご

く
ま
れ
に
は
あ
る
。

こ
の
初
終
間
日
数
は

平
年
六一

日
で
あ
る
。
ま
た
県
下
各
地
を
み
る
と
南
部
で
四
五
日
、
鰍
沢
で
六
七
日
、

大
月
で
七
三
日
、
韮
崎
で
八
四
日
、
甲
府
で
七
一
日
、
小
淵
沢
で

一
二
五
日
、
山
中
で

一
三
七
日
と
な
っ
て
い
る
。
一
月
以
降
に
初
雪
が
降
る
地
域
は
、
お
お
む
ね
身
延
以
南

で
あ
り
、
三
月
以
前
に
終
雪
を
見
る
の
は
南
部
町
以
南
で
あ
る
。

次
に
、

降
霜
は
十

一
月
中
旬
か
ら
み
ら
れ
、
四
月
十
日
ご
ろ
終
わ
る。

ま
た
、

結
氷

は
、
十
一
月
下
旬
か
ら
み
ら
れ
三
月
中
旬
ご
ろ
終
わ
る
。

四

降
霜
、

積
雪
、

結
氷

(昭和41年〉

ホi'EE'関与 雪

地 名 初 日 終 日 初 日 終 日

本年 |平年 本年|平年 本年|平年

甲府 11/4 11/5 3/31 4/23 12/6 12/27 3/8 3/7 

小淵沢 10/10 10/24 5/18 5/6 12/6 11/30 3/8 6/3 

山中 10/1 10/12 5/20 5/7 12/6 11/21 4/1 6/6 

大月 11/4 11/3 4/2 4/12 12/28 12/16 3/29 2/26 

韮崎 11/4 11/2 4/18 12/6 12/25 3/8 3/18 

鰍沢 11/11 11/15 3/31 4/10 12/28 12/29 3/8 3/5 

身延 11/11 11/12 3/31 4/11 12/28 1/4 3/お 3/6 

南部 11/11 11/10 3/31 4/15 12/28 1/11 3/6 2/24 

霜および雪の季節9 表

(年平値の統計は昭和26年~昭和35年〉

表
9
を
み
る
と、

平
年
初
雪
は
一
月
四

日、

終
雪
は
三
月
六

日
に
な

っ
て
い

る

が
、
昭
和
四
十

一
年

は
、
初
雪
が
十
二
月

二
十
八
日
で
、
十
二

月
中
に
積
雪
を
み
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
極
め
て
少

h
k

、。

中
十
句
し

五
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身

延

町

の
白
然

昭和42年冬の大雪風景

第
三
節

気

象

と

災
、宝

一、

71<. 

宜主
にコ

風

か
ん
ば
っ

災
害
に
は
、
地
震
、
暴
風
、
冷
害
、
凍
害
、
早
魅
な
ど
が
あ
る
。

地
震
や
火
山
噴
火

に
よ
る
も
の
は
過
去
、
関
東
大
地
震
(
一

九
二
三
、
九
、

一
)
や
北
伊
豆
地
震
(
一

九

三
O
〉
の
時
に
は
、
木
県
に
も
相
当
被
害
が
あ
り
、
富
土
山
だ
け
で
も
有
史
以
来
二
七

回
の
噴
火
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し、

本
町
の
特
殊
性
と
し
て
最
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
風
水
害
で
あ
る
。
風
水
害
の
大
部
分
は
、
台
風
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
特
に
台
風
が
多
く
来
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
形
の
関
係
で
洪
水
が
起
り
や

す
く
、
片
か
ら
人
々
を
苦
し
め
て
き
た
。
本
県
の
大
水
害
の
記
録
は
、
平
安
時
代
初
期

ー_._
ノ¥

の
歴
史
に
残

っ
て
い

る
が
、
大
小
の
水
害
は
数
え
き
れ
ず
、
明
治
以
後
の
暴
風
雨
お
よ

び
豪
雨
の
主
な
も
の
は
表
1
、
2
か
ら
み
て
も
い
か
に
多
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。

豪雨水害時の降水量

思;191 366 1 349 1348 1 33.7 29.9 号) I (新潟) I (15号) I (7号〉
(5日間〉 (7日間〉 (4日間〉 (2日間〉 (8日間〉 (3日間〉

観測場所

(身延〉 (南部〉 〈身延〉 (南部〉 (南部〉 〈南部〉

計 376mm I 676.4 I 389.3 I 446.9 I 4 

表

昭3.9 22.9 20.10 11. 9 明40.8 明43.8

(2日間〉 (3日間〉 (4日間〉 (2日間〉 (5日間〉 (6日間〉
15-180.8 13-20.3 2-15.5 26-299.5 5- 1.4 
16-129.5 14ー 190.5 3- 33.0 27一一168.3 6-41.0 

15-110.7 4-35.2 7 - 42.0 
6- 60.6 8 -131.0 

9-252.0 

10ー 187.0

〈身延〉 (身延〉 〈身 延〉 〈身延〉 (南部〉 (南部〉

467.8 I 469.3 I 461.8 
(注〉大正時代には大水害はない。

災
害
の
原
因
が
、
本
県
に
接
近
ま
た
は
通
過
し
た
台
風
に
基
因
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
が
、
被
害
と
い
え
ば
殆
ん
ど
が
水
害
で
、
強
い
暴
風
雨
の
記
録
は
僅
少
で
あ

る
。
ま
た、

風
の
強
い
場
合
に
は
、
比
鮫
的
雨
は
少
な
い
こ
と
が
、
過
去
に
お
け
る
最

大
の
水
害
で
あ
る
明
治
四
十
年
や
、
四
十
三
年
の
例
か
ら
み
て
も
わ
か
る
。
大
水
害
で

あ
っ
て
も
、
暴
風
の
被
害
は
全
然
な
か
っ

た
こ
と
が
い
え
る
。

ま
た
、
極
め
て
ま
れ
な
例
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
三
年
九
月
の
台
風
で
は
、
北
西
の

風
が
甲
府
で
コ
一

・
三
メ

ー
ト

ル
、
県
下
の
倒
壊
家
屋
が
千
余
戸
で
あ
っ

た
が
、
水
害



は
な
か
っ
介
。

次
に
表
3
で
戦
後
に
お
け
る
木
県
閃
係
の
主
な
台
風
を
年
代
版
に
あ
げ

て
み
よ
う
。

昭
和
三
十
凶
年
八
月
十
三
、
十
凶
円
の
台
風
は
、
過
去
に
お
け
る
最
大
の
水
害
と
、

最
大
の
風
害
を
同
時
に
起
こ
し
、
家
屋
、
人
命
、
農
産
物
、
山
林
等
に
甚
大
な
被
害
を

与
え
た
、
木
県
の
水
害
の
は
げ
し
い
の
は
地
形
、
地
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
①

河
川
の
傾
斜
が
急
で
、
豪
雨
時
の
水
流
が
強
勢
で
破
壊
力
が
大
き
い
。
②
地
質
の
関
係

で
地
盤
が
も
ろ
く
、
山
崩
れ
が
起
き
や
す
い
。

③
多
く
の
河
川
は
天
井
川
で
、
河
床
が
年
々
高
く
な
り
、

(昭27'""-'35年〉2 ~壬一 暴風雨及び豪雨頻度表表
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J~ '1'ド
12 ) 1 

I I.~' !Yl 

|二'1'下
11 }J 

I ~ '1' 1; 

10 )J 
_L '1' 1、 1~ '1'ドト 11'ド上'1'-1、
6 ) J 7 }J 8 )J 9 ) J 

一一一柳1:J:j一一一一 台風

戦後の本県に関する主な台風

年 n口|名 称 ! 被害地域 |死 酋|行方不明|傷者|全壊家屋

日百19.9.18 枕崎台 j孔 ノ~ 国 2，084 1，046 2，295 23，945 

20.10.10 II I~久似台風 ~ 二一 国 351 70 184 288 

22. 9.15 カスリーン 闘点 ・東北 1，077 853 1，547 5，301 

23. 9.16 アイオン 11 512 1，956 326 45，077 

24. 8.31 キテイ 11 135 479 25 3，027 

25. 8. 3 11号 ・12号 11 40 59・ 764 31 

25. 9. 3 ジェーン ::i￥ 二 国 398 1411 36，062 17，062 

26.10.14 ノレー ス 1/ 572 371 2，644 21，527 

27. 6.23 ダ イナ 関*・東北 65 70 28 52 

28. 9.25 ア ス 近畿 ・東海 393 85 2，559 5，989 

29. 8.18 グレイス ーノとL 国 30 33 77 331 

29. 9.13 ジュ ーン 1/ 107 37 31 1，648 

29. 9.18 ロ ーナ 四国以東 36 24 59 52 

29. 9.25 洞爺丸 ニ/じ込 国 1，361 400 1，601 8，005 

31. 8.16 パブス 1/ 33 3 213 1，864 

31. 9.27 ハ リエ ット 1/ 20 11 41 489 

33. 7.23 ア リ ス 関 東 26 14 64 106 

33. 8.25 フロシイ 四国 ・関東 15 30 39 861 

33. 9.27 狩野川 関 東 888 381 1，138 1，2a9 

34. 8.14 ジョージア 東日本 147 47 1，503 3，2ヲ7

34. 9.26 伊勢湾((71号5-!i昔〉〉 '11回以東 4，997 4021 38，921 36，134 

36. 9.16 第二室戸 ノ一ι、 国 186 15 3，877 13，2ヲ4

39. 9.24 20 ー仁6三Eア 11 49 3 540 3，256 

40.9.10 23 号 ノY 62 61 1，096 

40. 9.17 24、 25号 11 111 565 140 

41. 9.26 26 せ 闘 }j{ 318 796 2，493 

3 表

く
く
な
る
。

④
水
系
は
富
士
川
に
集
中
し、

短
時
間
で
広
は
ん
な
地
域
の
水
を
集
め
水
害
を
招
く
結

果
に
な
り
や
す
い
。

ま
た
、
山
腹
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
出
水
調
節
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
山
林
も
、
維
新
後

乱
伐
さ
れ
明
治
四
十
年
、
四
十
三
年
の
大
水
害
を
こ
う
む
り
御
料
林
下
賜
も
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
治
山
、
治
水
、
造
林
の
重
要
性
に
め
ざ
め
、
森
林
の
保
護
育
成
に
つ
と
め
た

結
果
、
表
ー
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
正
時
代
に
よ
う
や
く
そ
の
効
果
が
あ
り
大
水
害

堤
防
が
そ
の
役
を
果
た
し
に

七
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身
延
町
の
門
然

はつ風
表ては
4北 、
の上そ
よ し の
う 、中

で猛心
あ烈が
りな富
、暴土
な原l) I1 
お雨河
、を口

同伴付
年 つ 近
九て(
月木図
、貼 1
十を)

五縦に
号断上
台し陸
風たし
が台 、
、風そ

こでの
れ 、ま

ま本ま八昭の とも増水だは後戦第のが
た町富月和大最な 莫大害を 山のの二でな
例で士の三き近つ大しの露腹山結次あく
もの川七十かのたな、危出の林果世るす
み被に号四つ被。も被険し地伐 、界がん
な害そ台年た害 の筈が 、は採戦大 、だ

昭和34年台風7号雨量分配図
(8月12---...，14日〉

〈図 1) 

八

種 ~Ij |鰭|著書
人 死 者 。。
的 行方不明

被 重 傷 3 3 

害 軽 傷 4 4 

家 全 壊 18 18 

屋 半 壊 44 44 

被 床上浸水 122 122 

蛍広コ主 床 下 浸水 201 201 

ロ1
土 (町〉道路 931 5，373 

木 (町〉橋梁 4-71 34.5 

関 〈国道〉道路 181 3，7∞ 
係 (国道〉橋梁 10 150 

被 (町〉河川 14 

害 (国県〉河)11 22 

昭和43年 8月13、14日7号台風被害総括

土木関係被害額

千円
A 町関係 91，170 

B 県国関係 250，αゎ

C 農業土木関係 。 85，635 

D 農地関係 35，819 

E 農作物関係 34，071 

F 山林関係 。 80，467 

G 一般被害 61，893 

H 公益収益事業 1，103 

公共施設 4，330 

水産物 385 

K (A---...， 1) 644，813 

(K---...， B) 394，813 

〈表4身延町〉

表 5

昭和34年台風15号全県被害

被害の 種 別 |被 霊EコZ 

人被的害 死 亡 15 

負傷者 109 

行方不明

建被物害 全
þj~ 1，034 

半 壊 2，047 

流 失 40 

床上浸水 622 

床下浸水 961 

一部破損 21，516 

非住家住宅 8，036 

耕被地害
水田 ・流失埋没 135hα 

冠 水 1，0∞hα 
畑流失埋没 99hα 

畑冠水 266hα 

道路損壊 285カ所

橋梁流失 86ヵ所

堤防決壊 43ヵ所

山(崖〉くずれ 109カ所

鉄軌道被害 26カ所

通信施設 5，188回線

木材流失 106石

躍災世帯数 4，168 

躍災者概数 18，334 

15号台風本町被害状況

被害の種別 | 件数合計

人被害的 死 亡 。
重 傷 不明

軽 f努 不明

住被居害の 流 失 2 

全 壊 55 

半 壊 95 

床上浸水 21 

床 下 浸水 不明

表6



い
ほ
ど
の
超
大
型
台
風
で
、
主
と
し
て
暴
風
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
本
町
で
も

表
6
で
し
め
す
よ
う
に
、
こ
と
の
外
被
害
が
大
き
く
、
同
じ
年
に
県
下
を
二
度
襲
っ
た

の
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
四
十
一
年
九
月
の
二
十
六
号
台
風
表
9
は
、
県
下
に
死
者
、
行
方
不
明
一
七

五
人
、
家
屋
被
害
一
八
、
四

O
O世
帯
、
被
害
総
額
二
七
五
億
円
に
の
ぼ
る
大
き
な
つ

め
跡
を
残
し、

特
に
人
命
被
害
は
県
史
上
空
前
の
数
字
を
記
録
し
た
。

台
風
二
十
六
号
の
気
象
概
況

昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
三
日
、
硫
黄
島

の
南
東
約
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
に
発
生

し
た
台
風
二
十
六
号
は
、
し
だ
い
に
速
度
を

早
め
な
が
ら
西
進
、
の
ち
北
西
に
進
み
、
二

十
四
日
六
時
に
は
硫
黄
島
西
方
約
三
O
Oキ

位

河 所 |糊水位|引水位1111| 左記時間

富士 川 富士見橋 3，()(コ 3.5 25日午前4時

富士 川 月見橋 3.00 3.7 11 4 

笛吹 川 うかし、橋 2.40 2.93 11 3 

桂 )11 強 品質 2.10 5.00 11 

τ戸企と ) 11 p ) 11 2.10 3.70 11 3 

水のl
 
i
 
--a' 
河7 表

第
二
章

気

象

〈その 1) 

312 

55 

8 

区

最大時雨量

連続雨量

表

地

最大風力

〈注) 1 連続雨量は21日から25日まで、を合せたもの。

2 最大雨量は25日0時30分ら午前 l時30分ごろ

3. J武力階級 5=風速8.0.......，10.7m 7=13.9.......，17.1m 

8 = 11 17.2.......，20.7 10=24.5.......，28.4 

津!甲 !仔

最 {丘 気 圧 880.4mb 973.6mb 

|瞬間最大風速 南々東4O.1m 北東32.7m

最 大 J.'Ú~ 速 24.7m 17.5m 

最大時雨量 82.8mm 41.41l11ll 

21日からの降雨量 297.0mm 179.0mm 

(その2)
16
1身延線 1中
2041市外 5，1121計I"J/f v'......"i 5，316回線

線央

内

中

市

通

話

害

不

電

道

信

鉄

竜

被

|件数!被害額

県営工事 2，031件 5，589千，34円2 

市町村工事 973 1，992，582 

言十 3，∞4 7，581，924 

学校被害 931~交 81，299 

農業関係 4，713，346 

林 業関係 1O，576，59S 

商工業関係 1，420件 452，144 

(10.31現在〉県下の被害台風26号9 表

人被害的 死 者 141 行方不明 34 

重 傷 65 軽 {易 143 

家被屋害の 全壊(流失〉
世3帯11 半 壊 562 

床上浸水 2，393 床 下 11，031 

一部被害 3，530 

物公被共建害
全壊〈流失〉 17棟 半 壊 15椋

その他 183棟

ロ
メ
ー
ト

ル
に
達
し

て
、
毎
時
四

0
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

の
速
度
で
北
上

を
は
じ
め
た
。

そ
の
後
勢
力
を
増
し

な
が
ら
北
上
を
続
け

(
小
型
か
ら
中
型
と
な

り
速
度
も
六

0
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
あ
が
る
〉
発

生
か
ら
わ
ず
か
二

日
の

二
十
四
日
二
十
三
時
頃

か
ら
静
岡
県
御
前
崎
付

九
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身
延
町
の
自
然
、

身延町の被害
(41 . 9 . 24~25) 

171 

台風26号

別

者

傷

傷

家

屋

被

23，OJ8千円

被害額

15，370 

35，365 

|件数|
3 

3 

6 

24 

30 

14，4つコ

951 9，770 

410 

昭和41年26サ台風で全滅した丸詑沖村の人家2，750 

被

害

4，650 

3，295 

41，400 

79，500 

4
0
0
J
 

可

a
A

5η 

7 

121 

全壊(流失〉

半峡

床上浸 J}(

l床下浸水

非住家

学校

公共建物

町営住宅

10 

死

重

軽

表
近
に
上
陸
し
た
。

路

梁

)11 

|坊

路

梁

道

橋

川

砂

一、一刻

布

国関

土|の係

害

木

昭和41年26号台風で山崩れのため倒壊、死者

を出した橘町の住宅

2，654 

6∞ 
375 

7 

4 

工

四
0 

メ』
Iコ

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は

表
え
ず
(
速
度
七

0
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
と
あ
が
る
〉
二
十
五

日
一
時
頃
か
ら
県
南
部
に
入

り
、
西
北
ぞ

い
に
西
湖
|
塩

山
|
一
一
一
富
付
近
を
通
り
埼
玉

県
北
部
に
抜
け
た
。
こ
の

た

め
、
二
十
四
日
二
十
三
時
頃

か
ら
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て

風
雨
が
強
ま
り
、
二
十
五
日

一
時
過
ぎ
に
は
暴
風
雨
と
な

っ
た

。

(
注
甲
府

・
船
津
と
も

一
時
四
十
分
頃
最
低
気
圧
を
観

測
〉
甲
府
気
象
台
は
台
風
接

近
に
伴
い

二
十
四
日
二
十
一

時
三
十
分
暴
風
洪
水
警
報
を
発
令
し
翌

三
時
四
十
五
分
暴
風
警
報
を
解
除
し

た。
台
風
が
県
内
に
猛
威
を
ふ
る
っ

た
の

は
約
二
時
間
、
被
害
地
が
実
際
に
暴
風

雨
圏
内
に
あ
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
一
時

間
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

77，661 

5，010 

21，798 

18，120 

(778，067) 
1，116，927 

濁流と化した和田平部落の道路

一一、
地

震

F
D
内
ノ
b

司
U

勺

J

2

6

 

Q
U
n
y
 

f

o

n
ノ
山
-A 

ぺ
d

Q
ノ

0

4

 

T
A
T
-

4，230 

41 3，140 

63，975 

業 I ;~I 

甲
府
気
象
台
の
記
録
に
よ
る
と
、
昭

和
三
十
八
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
の
無

感
、
有
感
の
年
平
均
回
数
は
、
人
体
に
感
ず
る
も
は
二
二

・
五
回
、
人
体
に
感
じ
な
い

29，5∞ 
548 

農産物

林産物

畜産物

水産

その他

業商

計

企
害
一

小

被
一

中
業
一

農林

水産物

被害



も
の
五
一
一

・
j
M
と
な
っ
て
い
る
。

甲
府
気
象
台
が
地
震
観
測
開
始
以
来
記
録
し
た
も
っ
と
も
強
い
地
震
は
、
大
正
十
二

年
(
一

九
二
三
)
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
お
よ
び
翌
十
三
年
一
月
十
五
日
の
丹
沢
山

地
震
で
、
と
も
に
震
度
は
烈
震
で
あ
り
県
内
に
被
害
を
生
じ
た
。
次
は
、
明
治
四
十
二

年
(
一

九

O
九
)
八
月
十
四
日
の
近
江
姉
川
の
地
震
で
震
度
は
強
震
で
あ
っ

た
。
気
象

五
十
年
報
に
よ
る
a

と
、
身
体
に
相
当
強
く
感
ず
る
地
良
は
年
一
一
川
程
度
で
あ
る
。

そ

の

他

の

災

害

(
一
)
雪

大
雪
の
害
は
本
町
は
海
岸
的
気
候
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
な
い
が
昭
和
四
十
四
年
に
は

春
の
重
い
大
雪
が
二
度
に
わ
た
り
降
っ
た
た
め
、
近
年
稀
に
み
る
被
害
が
あ
り
、
特
に

七
l

八
年
生
か
ら
十
五
年
生
の
杉
、
輸
に
被
害
が
多
か
っ
た
。

地
区
別
被
害
状
況
は
次
、
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

地
区
名

下

山

身

延
大
川
内

立

岡

Y グ 1/ f~ 円百
相 1，陣

F 人|天人
工 IJJIJ・

主
I

林
齢

一
被
害
f

山
積

五

l
ニ
O
一

1/ 1/ 

1/ 

芝、一
O
M

m-、Q
O

三ハ
O

、
g

u
ニ
、8

問問一六
、
一O

被
害
本
数

被

害

(

材

積

被

害

名

一

一、五六
C

本
一
一
宜
、六0
3m

一
芸
一
回、否
。
円
一
骨
折

五
、一
八
ん
一
五
一
、八
ん
一
記
一
叫
、三一ハ一

ρ

二九二
円
)
六
=
、
一生
一、Q
(

一石
、
一一ハ
モ
穴六
回'一

万

一四
、二七()一一四一一、
U
O

一一一
、O
R
問、八八
O

一

グ

百
三
一
二
五
二
、問。ニ
、一日一一
O

、一金一
、阿
8

一

1/ 

被
害
金
額

一
石
当
り
四
、
0
0
0円
と
し
て
算
定
3
m
当
り
一
四
、
四
O
O円
と
す
る
。

第
四
節

気

象

ハ
役
場
資
料
)

但

仁I

日
本
の
気
象
は
変
り
や
す
く
、
ま
た
、
災
出
品
川
が
多
い
の
で
、
北
円
か
ら
気
象
に
関
す
る

こ
と
わ
ざ
が
多
く
生
活
の
身
辺
か
ら
恨
れ
て
い
る
。
然
し
、
こ
れ
ら
の
気
象
の
但
言
も

第
二
章

気

象

気
象
観
測
や
、
通
報
の
発
達
と
と
も
に
、

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
町
の
気
象
僅
言
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

徒
の
調
査
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
共
通
し
た
も
の
が
数
多
い
。

O

太
陽
が
か
さ
を
か
ぶ
る
と
雨
が
ふ
る
。

。

虹

が

川
を
ま
た
げ
ば
雨
が
ふ
る
。

O

朝
虹
は
そ
の
日
の
大
洪
水
。

O

朝
立
雨
と
女
の
腕
ま
く
り
は
お
ど
ろ
く
な
o

O

池
で
鯉
が
は
ね
る
と
雨
が
近
い
。

。
奥
の
院
に
雲
が
か
か
る
と
雨
が
降
る
。

O

雨
降
り
に
奥
の
院
に
き
り
が
か
か
る
と
大
雨
は
な
い
0

0

大
城
雨
の
み
の
い
ら
ず
。

O

山
が
近
く
に
見
え
る
と
雨
が
ふ
る
0

0

斗
入
金
の
山
が
長
る
と
雨
が
ふ
る
。

O

七
面
山
に
横
雲
が
か
か
る
と
雨
。

O

北
清
子
の
山
に
な
ど
が
か
か
れ
ば
雨
o

O

猫
の
手
が
耳
を
越
す
と
雨
が
ふ
る
。

O

奥
の
院
の
太
鼓
の
音
が
下
山
に
閣
え
る
と
刷
。

O

朝
鳩
そ
の
日
の
大
洪
水
、
タ
鳩
あ
し
た
の
大
日
照
り
o

O

川
の
水
が
さ
が
少
な
く
な
石
と
雨
が
近
い
。

O

沢
の
か
に
が
お
か
に
上
る
と
大
雨
に
な
る
0

0

朝
や
け
が
す
る
と
雨
が
近
い
も

。
く
も
や
、
は
ち
の
川
県
が
低
い
と
台
風
が
多
い
。

O

夜
あ
が
り
は
三
日
も
た
ぬ
。

O

四
つ
(
十
時
明
、
)
の
地
市
民
は
日
照
り
o

O

六
つ
(
朝
五
時
頃
)
の
地
震
は
大
風
。

o'
八
つ
半
(
三
時

i
凶
時
〉
の
地
震
は
雨
。

人
々

に
忘
れ
去
ら
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

四
地
区
の
中
学
生

' s 
四
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身
延
町
の
自
然

第
三
章

生

物

第
一
節

身

延

町

の

植

物

植
物
の
分
布
を
決
定
し
て
い
る
要
因
に
は
、
そ
の
土
地
の
気
温

・
湿
度

・
降
水
量

・

降
雪
量
を
は
じ
め
と
す
る
気
象
条
件
の
ほ
か
、
地
形
、
地
質
の
諸
条
件
が
あ
る
。

本
町
は
県
下
に
お
い
て
も
比
較
的
温
暖
で
あ
り
、
降
水
量
も
多
い
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
は
太
平
洋
岸
の
暖
い
気
流
が
富
士
川
の
谷
に
沿
っ
て
、
本
町
あ
た
り
ま
で
入
り
込
ん

だ
の
で
、
植
物
の
生
育
に
も
大
き
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

植
物
は
諸
条
件
の
適
し
た
地
域
に
の
み
生
存
を
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
暖
い
と
こ
ろ

を
好
む
植
物
と、

寒
い
と
こ
ろ
に
生
育
す
る
植
物
と
、
ま
た
、
そ
の
中
間
に
あ
る
植
物

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
は
低
地
か
ら
高
山

へ
と
植
物
が
違
う
の
と
同
様
で
あ
る
。

身
延
町
に
お
い
て
は
、
低
地
は
ほ
ぼ
暖
帯
に
属
し
ま
た
山
麓
の
一
部
も
暖
帯
に
属
し

て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
す
べ
て
は
温
帯
で
あ
る
。
こ
の
暖
帯
は
い
わ
ゆ
る
暖
地
性
植
物

が
分
布
し
て
い
る
特
殊
な
地
域
で
あ
る
。
本
町
飛
地
の
七
面
山
は
亜
寒
帯
に
属
し
高
山

植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一、
身
延
町
の
植
物
分
布
の
概
況

本
町
は
そ
の
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
南
方
系
の
植
物
、
北
方
系
の
植
物
、
ま
た
そ
の

中
間
の
温
帯
性
の
植
物
な
ど
、
多
種
多
様
な
植
物
が
分
布
し
て
い
て
、
美
し
い
郷
土
の

自
然
環
境
を
つ
く
り
だ
し
て

い
る
。

冬
枯
れ
の
山
々
を
見
れ
ば
、
植
林
さ
れ
た
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
林

・
葉
を
落
し
た
雑
木

四

林
、
ま
た
黄
み
ど
り
の
竹
林
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
美
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。
春
は
ま
た
若

葉
や
花
の
美
し
さ
が
そ
の
山
相
を
変
え
夏
の
深
緑
は
山
々
の
威
容
を
増
し、

秋
の
紅
葉

ひ

の
美
し
さ
は
人
々
を
芸
術
の
世
界
へ
惹
き
い
れ
る
。

ば
っ
し
ょ
う

身
延
町
の
植
物
の
分
布
に
つ
い
て
記
す
に
は
、
身
延
の
山
々

を
く
ま
な
く
朕
渉
調
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
い
ま
だ
に
完
全
と
は
い
え
な
い
現
状
で
あ
る
の
で
、
二
・
三

の
地
区
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
分
布
の
概
況
と
す
る
。

は
じ
め
に
身
延
町
全
般
の
植
物
の
垂
直
分
布
(
高
さ
に
よ
っ
て
分
け
る
〉
に
つ
い

て
、
各
地
区
共
通
の
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。

(
一
)

平

地

の

植

物

平
地
の
植
物
と
は
、
人
家
の
庭
先
、
道
路
わ
き
、
田
畑
、
水
辺
な
ど
に
生
え
て
い
る

雑
草
で
、
多
く
は
方
言
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
見
慣
れ
て
い
て
も
名
を

知
ら
な
い
人
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
植
物
の
中
に
は
多
く
の
外
国
か
ら
入
っ
て
来
た
帰
化

植
物
と
い
う
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

ア
道
、
庭
の
植
物

ド
ク
ダ
ミ
(
ド
ク
ダ
ミ
科
〉
、
ク
ワ
ク
サ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
(
ク
ワ
科
〉
、
カ
ナ
ム
シ
(
イ

ラ
ク
サ
科
〉

、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
イ
タ
ド
リ
、
サ
ナ
エ
タ
デ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
オ
オ
イ
ヌ
タ

デ
、
ス
イ
バ
(
タ
デ
科
)
、
ア
カ
ザ
(
ア
カ
ザ
科
)
、
ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ズ
チ
、
イ
ヌ
ビ

エ
(
ヒ
エ
科
〉
、
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
(
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
科
)
、
セ
ン
ニ

γ
ソ
ウ
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科〉

、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
、
ニ

シ
キ
ソ
ウ
、
コ
ニ
シ
キ
、

コ
ミ
カ

ン
ソ
ウ
(
ダ
イ
ク
サ

科
)
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
(
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
)
、
タ
テ
ハ
コ
ベ

、
ツ
メ
ク
サ
、
ノ
ミ
ノ
フ
ス

マ
、
ウ
シ
ハ
コ
ベ
、
ハ
コ
ベ
(
ナ
デ
シ
コ
科
〉

、

ム
ラ
サ
キ
ケ
ン
マ
(
ケ
シ
科
〉

、
ナ

ズ
ナ
、
マ
メ
グ
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
(
ア
ブ
ラ
ナ
科
)
、
キ
ン
ミ

ズ
ヒ
キ
、

へ
ピ
イ
チ
‘
コ
(
バ
ラ
科
)
、
ゲ
ン
ゲ
、
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
、
ウ

マ
ゴ
ヤ
シ
、
ミ

ヤ
コ
グ
サ
、

ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ

ン
ド
ウ
ス
ズ
メ
、

エ

ン

ド

ウ

(
マ
メ
科
)
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
(
フ
ウ
ロ
ウ
ソ

ウ
科
〉
、
カ
タ
バ
ミ
(
カ
タ
バ
ミ
科
〉

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
(
ブ
ド
ウ
科
)
、
ス
ミ
レ
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
(
ス
ミ
レ

科
〉
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(
ア
カ
バ
ナ



科
)
、

チ
ド
メ
グ
サ
、

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
(
セ
リ
科
)
、
ヒ

ル

ガ

オ

(
ヒ
ル
ガ
オ
科
〉

、

カ

キ
ド
オ
シ
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、

ヒ
メ
オ
ド

リ

コ
ソ
ウ
、
メ
ハ
ジ
キ
(
シ
ソ
科
)
、
ヨ

ウ
シ

ェ
チ
ョ
ウ
セ

ン
ア
サ
ガ
オ
、

セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ
(
ナ
ス
科
)
、

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ、

オ
オ
イ
ヌ

ノ
ア
グ

リ

(
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
〉
、

オ
オ
バ
コ
〈
オ
オ
バ
コ
科
〉
、
ヤ

エ
ム
グ

ラ
、

ハ
ナ
ム
グ

ラ、

オ
オ
パ

エ
ノ
ヤ

エ
ム
グ
ラ
、

ア
カ
ネ
(
ア
カ
ネ
科
〉
、

ヨ
モ

ギ
、
ヨ

メ
ナ
、
ユ
ウ

ガ

ニ
ク
、
ノ

コ
ン
ギ
ク
、

セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ

サ、

ヒ
メ
ジ
ョ

ン
、
ヤ
ナ
ギ
パ

ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ア
レ
チ
ノ

ギ

ク
、
オ

オ
ア
レ
チ

ノ
ギ

ク
、ハ

ル
ジ
ョ
オ
ン

、
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
ハ
ハ
コ
グ
サ
、

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ
、
ジ
シ
バ
リ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、

ノ
ゲ
シ
、

ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、

タ
ン
ド

ロ
ボ

ロ
ギ

ク
、

ベ

ニ
バ
ナ
ボ

ロ
ギ
ク
、

タ
ン
ポ
ポ
、
オ
ナ
モ
ミ
(
キ
ク
科
)
、

カ
モ
ジ
グ
サ
、
コ

ヌ
カ

グ

サ
、
コ

ブ
ナ
グ
サ
、

カ
ラ
ス
ム
ギ
、
ヒ

メ
ア
プ
ラ
ス
ス
キ
、
ギ
ョ
ウ
ギ

シ
パ

、

チ
ガ

ヤ、

メ
ヒ
シ
パ

、

ア
キ
メ
ヒ
シ
バ

、
オ

ヒ
シ
パ

、

チ
カ
ラ
シ
パ

、

ス
ス
キ
、
イ
ヌ
ピ

エ

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、

シ
パ
ハ
イ
ネ
科
)
、
コ

ゴ

メ
ガ
ヤ
ツ
リ
、

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
(
カ

ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
〉

、

ツ

ユ
ク
サ
(
ツ

ユ
ク
サ
科
〉

ノ
ビ

ル

(
ユ
リ
科
〉

、

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
(
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
科
〉

イ
、

田

・
畑
の
植
物

カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
(
サ
ト
イ
モ
科
)
、

ス
ベ
リ

ヒ
ユ

(
ス
ベ

リ
ヒ

ユ
科
)
、

ハ
コ
ベ

、

コ
ハ
コ
ベ

、

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
(
ナ
デ
シ
コ
科
〉

、

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ

ン、

タ
ガ
ラ
シ
(
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
)
、

ナ
ズ
ナ
、

夕
、
不
ツ
ケ
パ
ナ
、

イ
ヌ
ガ
ラ
シ
、

ク
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ
(
ア

ブ
ラ
ナ
科
)
、

セ
リ
(
セ
リ
科
〉

、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
(
シ
ソ
科
〉

、

ア
ゼ
ナ
オ
オ

イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
(
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
)
、
オ
オ
バ
コ
(
オ
オ
バ
コ
科
)
、

オ
オ
ジ
シ
パ

リ

(
キ

ク
科
〉

、
ヒ

ル
ム
シ

ロ
(
ヒ
ル
ム
シ
ロ
科
)
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、

コ
ブ
ナ
グ
サ

(
イ

ネ
科
〉

、

コ
コ
メ
ガ

ヤ
ツ
リ
、

マ
ツ
バ
イ
、

テ
ン
ツ
キ
、

ヒ
デ
リ
コ

、

ア
セ
テ
ン
ツ
キ

(
カ
ヤ
ツ
リ
グ

サ
科
)
、

ア
オ
ウ
キ
ク
サ
(
ウ
キ
ク
サ
科
〉
、
イ
ボ
ク
サ
(
ツ

ユ
ク
サ

科
)
、

コ
ナ
ギ

(
ミ
ス
ア
オ
イ
科
)
、

ツ
ル
ボ
(
ユ
リ
科
)

ゥ
、
水
辺
の
植
物

ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、

ア
ナ
ギ
タ
デ
、

タ
ニ
ソ
パ

、

ア
キ
ノ
ウ
サ
ギ
ツ
カ

ξ¥

ミ
ゾ
ソ
バ

(
タ
デ
科
)
、

タ
ガ
ラ
シ
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
〉
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
(
キ
ク
科
〉

第
三
章

生

物

コ
ガ
マ
(
ガ
マ
科
〉

、

ク
ロ
モ

(
ト
チ
マ

ガ
ミ
科
)
、

チ
ガ
ヤ
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
〈
イ
ネ

科
〉
ェ、

川
原
の
植
物

フ
ジ
ナ
デ
シ
コ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

、

フ
シ
グ
ロ
(
ナ
デ
シ
コ
科
)
、

マ
メ
グ

ン
パ

イ
ナ
ズ
ナ
〈
ア
ブ
ラ
ナ
科
)
、

ノ
イ
バ
ラ
ハ
パ
ラ
科
)
、

ヤ
ハ
ズ

ソ
ウ
、

マ
ル
パ
ヤ
ハ

ズ
ソ
ウ
、

メ
ト
ハ
ギ
、
ネ
コ
ハ
ギ
(
マ
メ
科
)
、

オ
オ
マ
ツ
ヨ

イ
グ
サ、

マ
ツ

ヨ
イ
グ

サ、

ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(
ア
カ
パ
ナ
科
〉

、

カ
ワ
ラ
ハ
ハ

コ
、
カ
ワ

ラ

ヨ
モ
ギ
、

オ
ト

コ
ヨ
モ
ギ
、

ヨ
モ
ギ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
カ
ワ

ラ
ニ
ガ

ナ
、

コ
メ
ナ

モ

、
(
キ
ク
科
〉

、

カ
モ
ジ
グ
サ
、

ギ

ョ
ウ
ギ
シ
パ
、
チ
ガ

ヤ

(
イ
ネ
科
〉
、

ネ

シ
パ
ナ

ハ
ラ

ン
科
)(二

)
林
・

草
原
の
植
物

こ
の
地
帯
は
海
抜
四

0
0
メ
ー
ト

ル
か
ら
五

0
0メ
ー

ト
ル
ま
で
の
暖
帯
か
ら
温
帯

に
う
つ
り
か
わ
る
地
帯
で
、

ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
の
自
生
の
多
い
地
帯
で
あ
る
。
本

町
全
般
の
植
物
を
あ
げ
る
。

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
、
イ
ヌ
コ
リ

ヤ
ナ
ギ

(
ヤ
ナ
ギ
科
)
、

オ
ニ
グ
ル
ミ
ハ
ク
ル
ミ
科
〉

、

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

ハ
ン
ノ
キ
、

イ

ヌ
シ
デ
、

ク
マ
シ
デ
、

ア
カ
シ
デ
〈
カ
バ
ノ
キ
科
)

ク
リ
、

ア
カ
ガ
シ
、

ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、

ツ
ク
パ
ネ
ガ
シ
、

ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、

(
ブ
ナ
科
〉

、

ム
ク
ノ
キ
、

エ
ノ
キ
、

ケ

ヤ

キ

科

会

レ

科

)

、
コ

ウ
ゾ
、

ク
ワ
(
ク
ワ
科
)
、

ヤ
ブ
マ
オ
、

カ
ラ
ム
シ
(
イ
ヌ
ク
サ
科
〉

、

ア
ケ
ビ
、
ミ

ツ
バ
ア
ケ
ビ
(
ア
ケ
ビ
科
〉

、

ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、

ク

ロ
モ
ジ
、

ア
プ
ラ
チ
ャ

ン、

タ

ン

コ
ウ
バ
イ
(
ク
ス
ノ
キ
科
)
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
、

イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ

ウ、

フ

ュ
ザ

ン
シ
ョ
ウ

コ
ク
サ
ギ
(
ミ
カ
ン
科
)
、

カ
マ
ツ
カ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、

チ
ョ
ジ

ザ

ク

ラ

(
、ハ
ラ
科
)
、

ニ
ガ
キ
(
ニ
ガ
キ
科
)
、

ヌ
ル
デ
、

ヤ
マ
ウ

ル
シ

〈
ウ

ル
シ
科
)

イ
ヌ
ツ
ゲ
(
モ
チ
ノ
キ
科
)
、

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、

ニ
シ
キ
ギ
、
コ
マ
ユ

ミ
(
ニ
シ
キ

ギ
科
)
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
〈
カ
エ
デ
科
〉

、

ヒ
ザ
カ
キ
、

ツ
バ
キ

(
ツ
バ
キ
科
)
、

キ
ブ
シ
(
キ
ブ
シ
科
)
、

ウ
コ
ギ
、

タ
ラ
ノ
キ
、
ウ
ド
、

キ
ズ
夕
、

ハ
リ
ギ
リ
(
ウ
コ
ギ
科
〉

、

ネ
ム
ノ
キ
(
マ
メ
科
〉

、

ア
セ
ビ
、

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、

ナ
ツ

四



第
二
編

身
延
町
の

白
然

ハ
ゼ
(
ツ
ツ
ジ
科
〉

、

エ
、
コ
ノ
キ
ハ
エ
ゴ
ノ
キ
科
)
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
(
モ
ク
セ
イ
科
〉

ク
サ
ギ
(
ク

マ
ツ

ヅ
ラ
科
)
、

ク
コ
(
ナ
ス
科
〉

、

ニ
ワ

ト

コ
、
ガ
マ
ズ
ミ

、

コ
パ

ノ

ガ
マ
ズ
ミ
、
コ
マ

キ
、
ヤ
プ
チ
マ
リ
(
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
〉

、

タ
マ
ア
ヂ
サ
イ
(
ユ
キ
ノ

シ
タ
科
〉
、
ケ
ン

ポ
ナ
シ
(
ク
ロ
ウ
メ
モ

ド
キ
科
)
、

マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
(
ヤ

ブ
コ
ウ
ジ
科
)
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
ハ
イ
ヌ
ガ
ヤ
科
)
、

セ

γ
ニ
シ
ソ
ウ
、

ホ
タ
ン
ズ
ル
、

コ

パ
ノ
ボ
タ
ン
ズ

ル
ブ
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
)
、
ア

カ

メ

ガ

シ

リ

(
ト
ウ
ダ

イ
グ
サ
科
〉

、

ナ
ツ
グ
ミ
、

ア
キ
グ
ミ

'(
ア
キ
グ
ミ
科
)
、

ウ
パ
ユ
リ
、

ヤ
マ
ユ
リ
、

サ
ル

ト
リ
イ
バ
ラ
(
ユ

μ科
)
、
オ

ニ
ド
コ
ロ

、

ヤ
マ
ノ
イ
モ
〈
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
)
、

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
〈
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
〉

、

ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、

ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
(
ツ
ヅ
ラ

フ

ジ

科

)
、
ウ
ツ
ギ
、

ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
、

パ
イ
、

カ
ウ
ツ
ギ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
〉

、

キ
ン

ミ
ズ
ヒ
キ
、

ヤ
ブ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

、
ノ
イ
バ
ラ
、

チ
リ
パ
ノ
イ
バ
ラ
、

ク
サ
イ
チ
ゴ

、
ニ

ガ
イ
チ
ゴ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ジ
モ
ツ
ケ
(
パ
ラ
科
)
、

ヤ
ブ
マ
メ
、

ヌ
ス
ピ
ト
ハ

ギ
、

ノ
サ
サ
ゲ
、

コ
マ
ツ
ナ
ギ
、

ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
、

フ
ジ
、
ヤ

マ
ハ
ギ
(
マ
メ
科
)
、

ヒ
メ
ハ
ギ
(
ヒ
メ
ハ
ギ
科
)
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
エ
ビ
ズ
ル
、
ツ
タ
(
ブ
ド
ウ
科
〉
、
ミ
ズ

ダ
マ
ソ
ウ
(
ア
カ
ハ
ナ
科
)
、

ミ
ツ
パ

、

ヤ
プ
ニ
ン
ジ
ン
、
ウ

マ
ノ
ミ
ツ
バ
(
セ
リ
科
)

イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
(
イ
チ
ャ
、ク
ソ
ウ
科
)
、
オ
カ
ト
・
ニ
ノ
オ
(
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
)
、
リ
ン

ド
ウ
(
リ
ン
ド
ウ
科
)
、
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ

、
ヤ

マ
ハ
ッ
カ
、
ウ
ツ

ボ
グ
サ
、

ア
キ
ノ

タ
ム
ラ
ソ
ウ
(
シ
ソ
科
)
、
ヒ

ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ

、

ハ
ダ
カ
ホ
オ
ズ
キ
(
ナ
ス
科
)
、

キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、

ア
カ
ネ
、

ク
ソ
カ
ズ
ラ
(
ア
カ
ネ
科
〉

、
ス

イ
カ
ズ
ラ
(
ス
イ
カ
ズ
ラ

科
)
、

カ
ラ
ス
ウ
リ
、
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
(
ウ
リ
科
〉

、

ツ
リ
ガ
ネ
・ニ
ン
ジ
ン

、

ツ
ル
ニ

ン
ジ
ン
、

キ
キ
ョ
ウ
(
キ
キ
ョ
ウ
科
)
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ

、
ノ

コ
ン
ギ
ク
、
リ
ユ
ウ

ノ
ウ
ギ
ク
¥
オ
ケ
ラ
、
ヤ
ブ
タ
バ
コ
、
サ
ジ
ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
、

サ
ケ

パ
ヒ
ヨ
ド
ウ
パ
ナ
、

セ
ン
ボ
リ
ヤ
リ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
タ
ラ
ビ
コ

、

コ
ウ
ヤ
ボ
ウ

キ
、
ホ
ソ
パ
ノ
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
フ
キ
(
キ
ク
科
)
、

チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、

ヌ
カ
ピ
キ
(
イ
ネ
科
〉

カ
ン
ス
ゲ
、

ナ
キ
リ
ス
ゲ
(
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
〉
ナ
ル
コ
ユ
リ
、

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、

γ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、

ノ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ

マ
ユ
リ
、
ジ
ノ
ヒ
ゲ
、
ギ
ン
ラ
ン
、

キ
ン
ラ
ン
、

シ
ュ
ン
ラ
ン
、

オ
オ
パ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
(
ユ
リ
科
)
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ

(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
〉
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
(
サ
ト
ハ
イ
モ
科
)
、

ア
カ
シ
ョ
ウ
マ

(
…
ユ
キ
ノ
シ

四
四

タ
科
〉

、

ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
(
ツ
ユ
ク
サ
科
〉

r---. 

一一一、-ノ

の

植

物

山

海
抜
五

0
0メ
ー
ト

ル
か
ら
六

0
0
メ
ー
ト

ル
以
上
の
地
帯
で
温
帯
に
属
し
、
常

緑

広
葉
樹
は
少
な
く
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
落
葉
広
葉
樹
の
多
い
地
帯
で
あ
る
。

ヤ
マ
ナ
ラ
シ
(
ヤ
ナ
ギ
科
)
、

サ
ワ
グ
ル
ミ
(
ク
ル
ミ
科
〉

、

ヤ
シ
ヤ
プ
シ
、

ハ
ン

ノ
キ
、
ア
カ
シ
デ
、

イ
ヌ
シ
デ
、

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
(
カ
バ
ノ
キ
科
〉

、

ク
リ
、
プ
ナ
、

イ
ヌ
ブ
ナ
、
タ
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
(
プ
ナ
科
)
、

エ
ノ
キ
、

ケ
ヤ
キ
(
ニ
レ

科
)
、
カ
ツ
ラ
(
カ
ツ
ラ
科
)
、

ク
ロ
モ
ジ
(
ク
ス
ノ
キ
科
〉

、
シ
ラ

キ
(
ト
ウ
ダ

イ

グ
サ
科
)
、
オ
ニ
シ
バ
リ
(
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
)
、

ツ
ル
グ
ミ
(
グ
ミ
科
〉
コ
ト
ウ
ズ

ル
、
ウ

ツ
ギ
、

マ
ル
パ
ウ
ツ
ギ
、
パ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、
ヤ

マ
ア
ジ
サ
イ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
〉
、
ズ
ミ
、

カ
マ
ツ
カ
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、

マ
メ
ザ
ク
ラ

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
、

エ
ド
ヒ
ガ
ン
、

コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ク
マ
イ

チ
ゴ

、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、

シ
モ
ツ
ケ
、

コ
コ
メ
ウ
ツ
ギ
(
パ
ラ
科
〉
、
キ
ハ

ギ
、

フ
ジ
(
マ

メ
科
〉
¥
キ
ハ
ダ
〈
ミ
カ
ン
科
)
、

ヌ
ル
デ
、
ヤ
マ
ハ
ゼ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
(
ウ
ル
シ
科
〉

イ
ヌ
ツ
ゲ
(
モ
チ
ノ
キ
科
)
、

ツ
ル
マ
サ
キ
、

ツ
リ
バ
ナ
、
・
マ
ユ
ミ
(
ニ
シ
キ
ギ
科
〉

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
(
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
科
〉

、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ホ

ソ
エ

カ
エ
デ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
、

チ
ド
リ
ノ
キ
、
ミ

ツ
デ
カ
エ
デ
(
カ
エ
デ
科
〉
、
ト

チ
ノ
キ
(
ト
チ
ノ

キ
科
)
、
，
ア
ワ
ブ
キ
(
ア
ワ
ブ
キ
科
〉

、

シ
ナ
ノ
キ
(
シ
ナ
ノ
キ
科
〉

、

サ
ル
ナ
シ
、

マ
タ
タ
ビ
(
マ
タ
タ
ビ
科
)
、

ツ
バ
キ
、

ナ
ッ
ツ
バ
キ
(
ツ
バ
キ
科
)
、
キ
ブ
シ
(
キ

デ
シ
科
)
、

コ
シ
ア
プ
ラ
、
ウ
コ
ギ
、

タ
ラ
ノ
キ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ

、

ハ・
リ
ギ
リ
(
ウ
コ

ギ
科
〉
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ミ
ズ
キ
、
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
(
ミ
ズ
キ
科
〉

、
リ

ョ
ウ
ブ
(
リ
ョ
ウ
プ
科
)
、
ネ
ジ
キ
、

ア
セ
ビ
、
‘
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

コ
パ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
、
ヒ

カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
(
ツ
ツ
ジ
科
)
、

サ
ワ
フ
、タ
ギ
(
ハ
イ
ノ
キ
科
〉

、

エ
ゴ
ノ
キ

ハ
ク
ウ
ン
ポ
ク
(
エ
ゴ
ノ
キ
科
)
、

イ
ボ
タ
ノ
キ
、

ヒ
イ
ラ
ギ
(
モ
ク
セ
イ
科
)
、

ム

'ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

コ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
プ
、

ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

ク
サ
ギ
(
ク
マ
ツ

ヅ
ラ
科
〉
ブ
ッ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
、

キ
ン
ギ
ン
ポ
ク
、・
ニ
ワ
ト
コ

、
ガ

マ
ズ
ミ
、

コ
パ
ノ



ガ
マ
ズ
ミ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
コ
マ

キ
、
ヤ
ブ
テ
マ
リ
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ

タ
ニ
ウ
ツ
ギ
(
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
)
、

カ
ヤ
(
イ
チ
イ
科
)
、
モ
ミ
、
ア
カ

マ
ツ
(
マ
ツ
科
〉
、
ホ
オ
ノ
キ
(
モ

ク
レ

y
科
)
、
コ
ア

カ
ソ
(
イ
ラ
ク

サ
科
)
、
カ
ン
ア
オ
イ
、
ラ
ン
ヨ
ウ

ア
オ
イ
(
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
)
、

ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
ク
サ
ボ
タ
ン

(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
)
、
ム
ラ
サ
キ
マ

ム
シ
ク
サ
〈
サ
ト
イ
モ
科
〉

、

ツ
ク

パ
ネ
ソ
ウ
、
シ
オ
デ
、
エ
ン
レ
イ
ソ

ウ
(
ユ
リ
科
)
、
オ
ニ
ド
コ
ロ
(
ヤ

マ
ノ
イ
モ
科
〉
、
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト

ヤ

オ
ウ
レ

γ
、

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ

ク
(
キ

ン
ポ
ウ

ゲ
科
)
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
(
メ
ギ
科
)
、

ミ
ヤ
マ
キ
ケ
ン
マ

、

ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
〈
ケ

シ
科
)
、
ヤ
マ
ブ
キ
(
パ
ラ
科
)
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

、

マ
ル
パ
ス
ミ
レ
ハ
ス
ミ
レ
科
〉

リ
ン
ド
ウ
、
フ

デ

リ
ン
ド
ウ
、
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
(
リ
ン
ド
ウ
科
)
、

テ
イ
カ
ズ
ラ
(
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
〉

、

オ
オ
カ
モ
メ
ズ
ル
(
カ
ガ
イ
モ
科
〉

、

ル
リ

ソ
ウ
、
ヤ
マ
ル
り
ソ
ウ
(
ム
ラ
サ
キ
科
)
、

テ
ン
ニ
シ
ソ
ウ
、
シ
モ
パ
シ
ラ
、

オ
ド
リ

コ
ソ
ウ
(
シ
ソ
科
)
、
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
(
ナ
ス
科
〉

、

ク
ガ
イ
ソ
ウ
(
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

科
)
、

キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、

ヤ
マ
ム
グ
ラ
、

オ
オ
パ
Jγ

ヤ
エ
ム
グ
ラ
、

ホ
ソ
パ
ヨ
ツ
パ
ム
グ

ラ
(
ア
カ
ネ
科
)
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
オ
ト
コ
エ
シ
(
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
)
、

ソ
パ
ナ
、

キ

キ
ョ
ウ
、

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
(
キ
キ
ョ
ウ
科
〉

、

ノ
プ
キ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ

、

モ
ミ
ジ

ガ
サ
、
メ
ダ
カ
.ラ
ゴ
ウ
、

シ
ロ
ヨ
メ
ナ
、

オ
ケ
ラ
、

ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
、

リ
ユ
ウ
ノ
ウ
ギ

ク
、
タ
イ
ア
ザ
ミ
、

カ
シ
ワ
パ
ハ
グ
マ

、

ヤ
ブ
レ
ガ
サ
、
ヤ
マ
ボ
ケ
チ
、
ヒ
メ
ヒ
ゴ
ダ

イ
(
キ
ク
科
〉

、

ナ
キ

リ

ス
ゲ
(
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
)
、
セ
キ
シ
ョ
ウ
(
サ
ト
イ
モ
科
)

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、

ミ
ヤ
マ
ナ
ル
コ
ユ

リ、

チ
ゴ
ユ
リ
、

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、

シ
ョ
ウ
ジ

第
三
章

生

物

奥之 |涜の 山相

ョ
ウ
パ
カ
マ
、
ヤ
ぉ
フ
ラ
ン
、
オ
オ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、

マ
ジ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
(
ユ
リ
科
)
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ

ソ
リ
、
ナ
ツ
¥
、
ス
イ
セ
ン
〈
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
〉
、
シ
ャ
ガ
(
ア
ヤ
メ
科
〉
、
ク
マ
ガ
エ
ソ

ゥ
、
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
、
オ
オ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
(
ラ
ン
科
)
、
サ
ン
カ
ク
ヅ
ル
(
ブ
ド

ウ
科
)

(
四
)

亜
高
山
併
の
植
物

ユ
キ
ザ
サ
、

ヤ

木
町
唯
一
の
直
古
川
山
で
あ
る
七
面
山
は
、
亜
寒
帯
の
様
相
を
示
し
て
い
て
、
若
干
の

高
山
植
物
が
見
ら
れ
る
。
山
頂
の
代
表
的
植
物
を
あ
げ
る
。

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ダ
ケ
カ
ン
パ

ア
カ
カ
ン
パ
(
カ
バ
ノ
キ
科
〉
、
ム

ラ
サ
キ
ツ
リ
パ
ナ
(
ニ
シ
キ
科
)
、

ミ
ネ
カ
エ
デ
(
カ
エ
デ
科
)
、
ミ
ヤ

マ
シ
グ
レ
(
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
)
、
オ

オ
シ
ラ
ピ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
、
サ
ワ
ラ
、

シ
ラ
ビ
ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
(
マ
メ
科
)

ナ
ナ
カ
マ
ド
(
パ
ラ
科
)
、

マ
ユ
ミ

(
ニ
シ
キ
ギ
科
)
、

ト
チ
ノ
キ
(
ト

チ
ノ
キ
科
〉

、

ア
セ
ビ
、
ネ
ヂ
キ
、

チ
チ
ブ
ド
ウ
ダ
ン
(
ツ
ツ
ジ
科
〉
、

イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
(
ユ
キ

ノ
シ
タ
科
)
、

ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ

ゥ
、

ツ
パ
メ
オ
モ
ト
、

コ
パ
イ
ケ
イ

ソ
ウ
、

キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
、

マ
イ
プ
ル

オ
オ
パ
ユ
キ
ザ
サ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ
(
ユ
リ
科
)
、
パ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
、
ミ
ヤ
マ

オ
ダ
マ
キ
(
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
)
、

ツ
ル
ツ
ゲ
(
モ
チ
ノ
キ
科
)
、

ハ
リ
ブ
キ
(
ウ
コ
ギ

科
)
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
(
イ
ワ
ウ
メ
科
〉

、

ヒ
メ
シ
デ
シ
ヤ
ジ
ン
、
イ
ワ
シ
ヤ
ジ
ン
(
キ

キ
ョ
ウ
科
)
、

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、

ヤ
ハ
ズ
ヒ
ゴ
タ
イ
、

ヤ
マ
ハ
ハ
コ

、

キ
オ
ン
(
キ
ク

け
ノ
内
ノ

、

ニヱオ同コ

四
五



第
二
編

身
延

町
の
自
然

科
〉
、
キ
γ
ス
ゲ
(
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科
〉
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
(
一
フ
ン
科
〉
、

オ
サ
パ
グ
サ
(
ケ
シ
科
〉

七
面
山
頂
付
近
一
帯
の
針
葉
樹
林
は

伐
採
さ
れ
、
そ
の
跡
に
は
シ
ラ
ビ
ソ
の

稚
樹
が
一
帯
に
生
え
て
い
る
。

(
五
)
植
物

の

方

吾一
口

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
|
イ
ハ
ヒ
ズ
ル

、

ナ
ズ

ナ
|
ペ
ン
ペ
ン
グ
サ
、
カ
キ
ド
オ
γ
ー

カ
ン
ト
リ
ソ
ウ
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
l

サ
ン

ガ
イ
グ
サ
、
ヨ
モ
ギ
|
モ
チ
グ
サ
、

ヒ

メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
|
テ
ツ
ド
ウ
グ
サ
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
|
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
、
シ

ロ
ツ
メ

グ
サ
l

ク
ロ
ー
バ

ー
、
ノ
イ
バ

ラ
l
ノ
バ
ラ
、
コ

ナ
ラ
|
ナ
ラ
、

コ
ウ
ゾ
|
カ
ゾ
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン

l
ヅ
サ
、
ヤ
マ
ノ

イ

モ

|
ジ
ネ
シ
ジ
ョ
、
ウ
ツ
ギ

l
ウ
ノ
ハ
ナ
、

カ
マ
ツ
カ
|
ウ
シ
コ
ロ
シ
、

ヌ
ル
デ

l

カ
ツ
ノ
キ
、
キ
ヅ
タ
|
フ
ユ
ヅ
夕
、
ハ
リ
ギ
リ
|
セ
ン
ノ
キ
、
ネ
ム
ノ
キ
|
ネ
ブ
夕
、

リ
ユ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
l

ノ
ギ
ク
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
|
ア

カ
メ
ン
ポ
、
ア
セ
ビ
|
ア
セ
、
、
¥

シ
ャ
ガ
|

ハ
ッ
カ
ケ
パ
パ
ア
、
イ
ヌ
ガ
ヤ

l
ヒ
ョ
ウ
ブ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
|
モ
ミ
ソ
、

ウ
リ
ハ
グ
カ
エ
デ

l
ウ
リ
カ
ワ
、

オ
オ
バ
コ
|
ゲ

l
ル
ッ
パ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
|
ハ
ナ

ピ
グ
サ
、
ガ
マ

ヅ

ミ
|
ヨ
シ
ズ
、
ヨ
ス
ズ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
l

シ
ピ
ピ
イ
、
キ
ブ

シ
l
メ
ン
ブ
シ
、
ク
ズ

l
グ
ズ
パ

、

ク
ロ
モ
ジ

l
ク
ロ
モ
ン
ド
、

ク
ワ
ノ
実
l
カ
ミ
ズ

サ
ワ
グ
ル
ミ
|
カ
ワ
グ
ル
ミ
、
サ
ワ
シ
パ
|
シ
ロ
シ
デ
、
シ
モ
ツ
ケ
1

ヤ
マ
コ
メ
バ
ナ

シ
ュ
ン
ラ
γ
|
ジ
ジ
イ
パ
パ
ア
、
オ
シ
ャ
カ
サ
ン
|
ハ
ナ
、
ズ
ミ
|
コ
ナ
シ
、
タ
マ
ア

ジ
サ
イ
ー
サ
ワ
フ
サ
ギ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
|
ズ
サ
、
チ
ド
リ
ノ
キ
l

サ
ワ
シ

パ
、
ヤ
マ

シ
バ
、

ド
ク
ウ
ツ
ギ
l
ナ
ベ
ワ

リ
、
ト

リ
カ
ブ
ト
l
カ
プ
ト
パ
ナ
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
l
マ

マ
ツ
コ

、

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
|

サ
ル
ス
ベ

リ、

オ
ミ
ナ
エ
シ

l
ア
ワ
パ
ナ
、

オ
ト
コ
エ
シ
|

四
六

七面山の高山植物コメツガ、シラピソ、マユミ

コ
メ
バ
ナ
、

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
l

パ
ッ
カ
ン
、
マ
ム
シ
グ
サ
|
へ
ピ
ノ
マ
ク
ラ
、

ア
ケ
ビ

ー
ア
ク
ピ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
|
モ
チ
ア
ケ
ビ
、

ミ
ツ
パ
ツ
ツ
ジ
l

ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、

ヤ
シ
ヤ
プ
シ
|
ア
ズ
マ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
l

ピ
ュ
ウ
ピ
ュ
ウ
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
|
オ
オ
エ

ビ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
|
ヤ
マ
ッ
カ
、
ヤ
マ
ボ
ク
チ
|
ウ
ラ
ジ
ロ

、
ユ

リ
|
ヨ
ル

、

リ
ョ
ウ
ブ

ー
ギ
ョ
ウ
プ(

六
)
有

植

物

車
母

(
ナ
ス
科
〉
、

ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
〉
、
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ

ナ
(
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
)
、
ド
ク
ウ
ツ
ギ
〈
ド
ク
ウ
ツ
ギ
科
〉

ヒ
ガ
ン
パ

(
七
)
各

地

区

の

植

物

ア
、
下
山
の
植
物

上
沢
寺
と
本
国
寺
に
は
、
と
も
に
国
の
天
然
記
念
物
指
定
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
が

あ
る
。
こ
れ
は
葉
に
実
の
つ
く
変
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
で
、
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
く
わ

し
く
は
別
の
項
で
述
べ
る
。
下
山
地
区
に
は
、
暖
地
性
の
植
物
は
数
が
少
な
い
。

ナ
ン
テ
ン
、

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ネ
ム
ノ
キ
は
、
随
処
に
見
ら
れ
る
暖
地
性
植
物
で
あ

る。
下
山
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

一
の
宮
加
茂
神
社
の
ヒ
サ
カ
キ
の
群
落
と
サ
カ
キ
の

自
生
で
あ
る
。
サ
カ
キ
の
自
生
は
本
町
で
は
こ
こ
よ
り
外
は
見
当
ら
な
い
貴
重
な
存
在

で
あ
る
。
そ
の
他
の
暖
地
性
植
物
で
は
、
ヤ
プ
ツ
バ
キ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ

テ
イ
カ
ズ
ラ
、

ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
な
ど
が
あ
る
。

イ
、
下
山
か
ら
杉
山
を
経
て
身
延
山
ま
で
の
植
物

裏
山
道
の
代
表
的
な
植
物
を
あ
げ
る
と
、

ク
サ
ギ
、
パ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ

ナ
ン
テ
ン
、

ヤ
ブ
サ
γ
ザ
シ
、

セ
ン
ニ
ソ
ウ
、
ハ
γ
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
ボ
タ
γ
ヅ
ル
、
コ

ボ
タ
ン
ヅ
ル

、
ミ

ズ
キ
、
ガ
マ
ヅ
ミ
、

コ
マ
ツ
ナ
ギ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
ミ

ツ
マ
タ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
、
テ
イ
カ
ズ
ラ
、

ヒ
ト

リ
シ
ズ
カ
、

フ
デ
リ

ン
ド
ウ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
ヤ
ゃ
フ
ラ
ン
、

シ
ュ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン

、
、ゲ

ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

、

シ
モ
ツ
ケ
、

ホ
シ
ダ
、
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、

ゲ
シ
ゲ
シ
シ
ダ
、
タ
チ
シ



ノ
プ
、
オ
オ
パ
イ
、

で
あ
る
。

ゥ
、
寺
平
付
近
の
植
物

こ
こ
に
は
タ
ブ
ノ
キ
(
ク
ス
ノ
キ
科
〉
目
通
り
幹
囲
四

・
六

0
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
が

あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
の
台
風
二
十
六
号
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
流
出
し
て
し

ま
っ
た
。
寺
平
の
南
に
面
し
た
地
域
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ア
オ
キ
、

シ
ラ
カ
シ
、
ニ

ガ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
な
ど
の
暖
地
性
植
物
が
混
生
し
て
い

る。

モ
ト
ソ
ウ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ウ
ス
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
、

ク
マ
ワ
ラ
ビ
な
ど

エ
、
身
延
山
の
植
物

身
延
山
は
中
腹
か
ら
下
は
暖
帯
で
上
は
温
帯
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
境
は
六
五

0
メ

ー
ト

ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
天
然
固
有
の
林
相
の
場
合
は
、
下
方
は
暖
帯
の
代
表
で
あ
る

カ
シ
類
の
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
を
主
と
す
る
常
緑
広
葉
樹
林
で
、

上
方
は
プ
ナ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
シ
デ
類
、
カ
エ
デ
類
の
落
葉
広
葉
樹
林
こ
の
両
者
は
接
し

て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
植
林
の
た
め
天
然
の
林
相
が
失

わ
れ
て
い
る
。
ス
ギ
は
本
山
の
南
か
ら
西
へ
と
さ
ら
に
裏
山
か
ら
奥
の
院
へ
か
け
て
う

っ
そ
う
と
し
て
茂
っ
て
い
る
。
総
門
や
山
門
裏
の
杉
並
木
は
実
に
見
事
な
大
木
で
、
霊

山
身
延
の
尊
厳
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
目
通
り
幹
囲
六

・
五

0
メ
ー
ト

ル
の
巨
樹
も
あ
る
。
身
延
山
杉
林
中
最
も
代
表
的
な
も
の
は
千
本
杉
で
あ
る
。
本
数
は

約
二
六

O
本
、
材
積
石
高
の
多
い
こ
と
で
東
洋
一
の
美
林
と
い
わ
れ
、
県
指
定
の
天
然

記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。

身
延
山
は
斜
面
を
南
に
向
け
た
日
だ
ま
り
な
の
で
、
暖
地
性
植
物
が
多
く
分
布
し
て

い
る
。
山
門
一
畏
に
は
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
の
小
群
落
が
自
に
つ
き
、
シ
ダ
類
で
は
ハ
カ
タ
シ

ダ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ウ

ス
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ン
カ
イ
タ
チ
シ
ダ
が
あ
り
、

シ
ャ
ガ
は
大
群

落
を
つ
く
っ
て
い
る
。
オ
オ
パ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
オ
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ

マ
、
ナ
キ
リ
ス
ゲ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。
西
谷
側
に
は
ハ
ゼ
ノ
キ
、
サ
ネ
カ
ズ
ラ
、

ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
な
ど
が
少
々
目
に
つ
く
。
ま
た
栽
植
さ
れ
た
イ
ト
ザ
ク

ラ
(
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
)
が
数
多
く
あ
っ
て
、
何
れ
も
見
事
な
も
の
で
花
の
季
節
は
ま
こ

と
に
美
し
い
。
ま
た
随
処
に
カ
ラ
ス
ウ

リ
が
生
育
し
て
い
る
。
山
門
裏
、
男
坂
、
本
山

第
三
章

生

物

一
異
な
ど
の
ス
ギ
林
下
や
西
谷
の
諸
処
に
暖
地
性
の
タ
プ
の
木
が
見
ら
れ
る
。

本
山
周
辺
は
、

ア
オ
キ
、

ナ
ン
テ
ン
、
ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
あ
る
。
ク
ス
ノ
キ
や
プ
ク
ノ
キ
の
大
樹
も
あ
る
。
栽
植

さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

シ
キ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
パ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

、
西
谷
に
は
、
コ

ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
、
シ
ナ
ア
ブ
ラ
ギ
リ
、
イ
ト
ザ
ク
ラ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

オ
、
久
遠
寺
か
ら
三
光
堂
を
経
て
奥
の
院
ま
で
の
植
物

タ
ブ
ノ
キ
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
ア
オ
キ
、

エ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
、

ア
ラ
カ
シ

コ
ク
サ
ギ
、
コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
(
群
落
)
、
シ
ャ
ガ
(
大
群
落
)
、
タ

マ
ア
ジ
サ
イ
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
‘
ギ
ク
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、

シ
キ
ミ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、

ウ
リ
ノ
キ
、
ガ
ガ
イ
モ
、
ウ
バ
ユ
リ
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
、

ア
プ
ラ
ザ

サ
、
キ
イ
チ
ゴ

、

ミ
ネ
カ
エ
デ
、

ク
マ
シ
デ
、
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、
ツ
ル
マ
キ
、
ミ
ツ
デ

カ
エ
デ
、
リ

ョ
ウ
プ
、
ヒ

メ
シ
ャ
ラ
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、
プ
ナ
、
サ
ン
カ
イ
ズ
ル
、
セ
ン

ナ
リ
ホ
ホ
ヅ
キ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど
が
頂
上
近
く
に
あ
る
。

ヵ
、
西
谷
か
ら
願
満
堂
追
分
を
経
て
奥
の
院
ま
で
の
植
物

ケ
ン
ポ
ナ
シ
、

ハ
ゼ
ノ
キ
、

ア
オ
キ
、

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
フ
ユ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ア
ラ

カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
、
サ
ネ
ガ
ズ
ラ
、
テ
イ
ガ
ズ
ラ
、
、
コ
ン
テ
リ
ギ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ヒ

メ
ワ
ラ
ビ
、
ウ

ラ
ジ
ロ

、
ツ
ル
グ
ミ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、

コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ヤ
プ
ム
ラ

サ
キ
、

コ
ク
サ
ギ
、
キ
ブ
シ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
ア
ワ
ブ
キ
、
ウ
リ

ノ
キ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ク
マ
シ
デ
、
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
、

ナ
ガ
パ
ノ
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
ク
ジ
ャ
ク

シ
ダ
、
ヤ
マ

ニ
ガ
ナ
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、
イ
ナ
モ
リ
ソ
ウ
、
ウ
ラ
ジ
ロ

ガ
シ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
シ
パ
カ
エ
デ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
な
ど
の
植
物
が
目
に

つ
き
、
暖
帯
の
カ
シ
と
温
帯
の
プ
ナ
と
が
接
す
る
の
は
、
願
満
堂
の
上
部
あ
た
り
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、

シ
ラ
カ
シ
、

ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
が
プ
ナ
や
イ
ヌ
プ
ナ
と
混

生
し
て
い
る
。
登
る
に
し
た
が
っ
て
、
ブ
ナ
、
イ
ヌ
プ
ナ
が
多
く
な
り
、
リ

ョ
ウ
ブ
、

ア
ワ
プ
キ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、
ウ
リ
ノ
キ
、
シ
ラ
キ
、
サ
ワ
シ
パ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
、
ケ

ヤ
キ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ホ
ソ
エ
カ
エ
デ
、
ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
、
ミ
ツ

バ
フ
ウ
ロ

ウ、

テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、

マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
、
カ
ジ
カ
エ
デ
、
カ
ン
ト
ウ
マ
ム
シ

グ
サ
、
キ
ハ
ダ
、

モ
ミ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、

マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
、
ク
ロ
モ

四
七



第
二
編

身
延
町
の
口
然

ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

ソ
パ
ナ
ペ
ミ
ツ
カ
エ

デ
、
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
、
メ

グ
ス
リ
ノ
キ
、
キ
ヨ

タ
キ
シ
ダ
、
ナ
ガ
パ

ノ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン

途
巾
モ
ミ
の
大
木
が

目
に
つ
く
、
感
井
幼

の
下
で
エ
ン
レ
イ
ソ

ウ
が
あ
り
、
続
い
て
登
る
と
、
イ
'ヌ
ツ
ゲ
、
ア
セ

，ヒ
、
コ
パ
ノ
ト
リ
ネ
コ
、
ニ
セ
ア
カ

シ
ヤ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ハ
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ア
カ
シ
デ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ナ
ッ
ツ
パ
キ

な
ど
の
樹
木
が
あ
り
、
千
本
杉
の
下
方
に
イ
ヌ
プ
ナ
の
大
木
が
目
に
つ
く
。
ま
た
わ
ず

か
に
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
も
生
育
し
て
い
る
。

奥
の
院
へ
の
道
の
南
側
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
な
っ
て
い
る
が
北
側
は
落
葉

広
葉
樹
林
で
あ
る
。
ア
プ
ラ
チ
ャ
ン
、
ウ
リ
ハ
〆
カ
エ
デ
、
ミ
ツ
カ
エ
デ
、
エ
ン
コ
ウ

カ
エ
デ
、
オ
オ
モ
ミ
ジ
、
カ
ジ
カ
エ
デ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、

エ
ゴ
ノ
キ
、
ケ
ハ
リ
ギ
リ
、

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
サ
ワ
シ
バ
、
ク
マ
シ
デ
、
ホ
オ
し
ノ
キ
、
コ
バ
ノ
ト
リ
ネ
コ

、
カ
マ
ツ
カ

ヤ
マ
ハ
ン
'ノ
キ
な
ど
が
あ
り
、
ブ
ナ
が
多
く
純
林
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
山

頂
の
ス
ギ
)
ヒ
ノ
キ
林
の
下
に
は
ス
ズ
タ
ケ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
サ
が
茂
っ
て
い
る
。
思
親
閣

付
近
に
は
口
蓮
聖
人
手
植
え
の
巨
樹
が
四
木
あ
る
が
、
う
ち
一
木
は
枯
れ
、
他
の
二
本

も
枝
の
一
部
が
枯
れ
て
い
る
。
思
親
閲
の
前
に
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
二
木
が
植
え
て
あ
る
。

キ
、
大
城
川
流
域
と
安
倍
峠
の
植
物

門
町
木
妙
ト
ザ
に
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
の
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
、
湯
平
八
幡
社
境
内

に
は
、
天
然
記
念
物
級
の
ツ
ク
パ
ネ
ガ
シ
の
巨
木
と
若
木
が
あ
っ
て
本
町
で
は
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
木
に
は
サ
ジ
ラ
ン
や
へ
ラ
シ
ダ
、
ノ
キ
シ
ノ
ブ
な
ど
が
着
生

し
て
い
る
。
本
町
で
は
数
少
な
い
コ
モ
チ
シ
ダ
が
大
城
近
く
と
身
延
南
谷
に
数
株
見
ら

れ
チ
チ
コ
グ
サ
も
路
傍
に
生
え
て
い
る
。
大
城
周
辺
で
は
シ
ュ
ロ
の
野
生
化
が
目
立

エンレイソウ(延齢j'/f.)

ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
、

マ
ル
パ
ア
オ
ダ
モ
、
シ
ラ
ヵ
、シ
、
ウ
リ
ノ

キ
、
ホ
オ
ノ
キ
、

ア
ワ
ブ
キ
、
ア
カ
シ
デ
、

エ
ゴ
ノ
キ
、

コ
ン
テ
リ
ギ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、
ク
ロ
モ
ジ
、

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
、
ク
リ
、

、ン
、

コ
ウ
ゾ
、

ア
セ
ビ
、

四
八

ダ

ち
、
最
近
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ベ

ニ
バ
ナ
ボ
ロ
キ

ク
が
こ
の
あ

た
り
か
ら
安
倍
峠
の
中
肢
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。
ヤ
ク
シ

ソ
ウ
も
多
い
地
帯
で
あ
る
。

古
谷
城
上
方
に
は
本
県
唯
t

一
の
門
生
と
忠
わ
れ
る
オ
オ

ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
や
、
南
部
町

の
戸
栗
川
上
流
に
見
ら
れ
る

葉
の
表
と
裏
と
が
同
じ
よ
う

な
緑
色
を
し
て
い
る
リ
ョ
ウ

メ
ン
シ
ダ
な
ど
が
あ
る
。

安
倍
峠
の
上
部
は
円
然
林

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部

一
帯
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
植
林
地
と
な
っ

て
い
る
。
沢
筋
に
は

門
然
が
残
さ
れ
て
い

て
落
葉
広
葉
樹
が
多

い
。
沢
筋
か
ら
中
腹

へ
か
け
て
の
植
物
を

あ
げ
る
と
、
木
木
で

は
、

ハ
ゼ
ノ
キ
、
タ

ラ
ノ
キ
、
ヤ
マ
ウ
ル

シチモコ

ソウコ

コ
ミ
、
不
カ



エ
J

ア
、

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
、

ト
チ
ノ
キ
、

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、

カ
ツ
ラ
、

ミ
ヤ
マ
キ
、
白ハ
ダ
、
ケ
ウ
ツ
￥
、

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
、

エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ
、

ミ
ツ

カ
エ
デ
、

チ
ド
リ
ノ
キ
、
ウ
リ
ノ
キ
、
カ
マ
ツ
カ
、

コ
パ
ノ

ト
リ
ネ
コ

、
オ
オ
カ
メ
ノ

キ
、
モ
ミ

、
サ
ル
ト
ル
イ
バ
ラ
、
バ
ラ
イ
チ
ゴ

、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
な
ど
で
草
本
で
は
ム
カ

ゴ
イ
ラ
ク
サ
、

フ
ジ
ア
ザ
ミ
、
ア
キ
ノ
キ
リ

γ
ソ
ウ
、
コ

メ
ナ
モ
ミ
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン

ダ
ン
グ
サ
、

エ
ゴ
マ

、

へ
ピ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
リ
ュ
ノ
ウ
ギ
ク
、

ノ
コ
ン
ギ
ク
、

フ
ジ
テ

ン

ニ
ン
ソ
ウ
、

ア
カ
ネ
、

ヨ
ツ
パ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ

コ、

ホ
ソ
エ
ノ
ア
ザ
ミ
、

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
、
オ
ト
コ
ヘ
シ
、
カ
ン
ス
ゲ
、
キ
ン
ミ
ヅ
ヒ
キ
、
オ
オ
パ
ユ
キ
ザ
サ
、

ヌ
カ
ビ
キ
、

フ
ク
オ
ウ
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
な
ど
で
、
珍
し
い
も
の
に
は
岩
壁
に
生
え

て
い
る
イ
ワ
ナ
ン
テ
ン
、
イ
ワ
ユ
キ
ノ
シ
タ
、
カ
イ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
湿
岩
に
生
え
て
い

f
く

る
も
の
で
は
イ
ワ
タ
パ
コ

、
特
に
賞
者
一
一
な
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
。
つ
る
木
で
は
ア
ケ

ビ
、

ミ
ツ
パ
ア
ケ
ビ
、

フ
ジ
、
テ
イ
カ
ズ
ラ
、
サ
ル
ナ
シ
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
な
ど
で

シ
ダ
類
で
は
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、

フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ

ン
マ
イ
、
リ
ョ
ウ

メ
ン
シ
ダ
、
キ
ョ
タ
キ
シ
ダ
、

ハ
リ
ガ
ネ
ワ
ラ
ビ
、

ミ
ヤ
マ
イ

タ
チ
シ
ダ
、
ヤ
マ

イ
ヌ

ワ
ラ
ビ
、
岩
壁
に
着
生
す
る
エ

ヒ
ラ
シ
ダ
は
稀
な
も
の
で
あ
る
。
安
倍
峠
の
中
腹
か
ら

頂
上
へ
か
け
て
は
標
高
千
メ

ー
ト

ル
あ
た
り
か
ら
イ
ヌ
ブ
ナ
、
ブ
ナ
の
混
生
林
に
入
り

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
相
当
太
い
木
が
日
に
つ
く
、
落
葉
広
葉
樹
林
で
は
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、

コ
バ
ノ
ト
リ
ネ
コ

、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ

ド、

ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
、

ア
オ

ハ
ダ
、
キ
ハ
ダ
、

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ

エ
デ
、
ア
ヅ
キ
ナ
シ
、

コ
シ
ア
ブ
ラ

ミ
ヤ
マ
シ
グ
レ
、
ア
セ
ビ
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
リ
ョ
ウ
プ
、
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
夕
、
ギ
、
ホ

オ
ノ
キ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

ミ
ヤ
マ
ア
オ
ダ
モ
、

ヒ
ト
ツ
パ
カ
エ
デ
、
ヒ

カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

チ
チ
ブ
ド
ウ
ダ
ン
、
ゴ

ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
、

ホ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ス

ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
類
も
多
い
。
頂
上
近
く
に
は
ブ
ナ
を
主
と
し
た
林
で
あ
る

が
、

ツ
ガ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
な
ど
が
混
生
し
て
い
る
。
林
下
に
は
ス
ズ
ダ
ケ
、

ミ
ヤ
コ

ザ
サ
、
ト
ウ
ゲ
シ
パ
な
ど
が
生
え
て
い
る
。
革
本
で
は
、
オ
オ
パ

ユ
キ
サ
サ
、
キ
ン
レ

イ
ヵ
、
ヤ
マ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
テ
パ
コ

モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
ヤ
プ

レ
ガ
サ
、

シ
ラ
ネ
セ

ン
キ
ュ

ゥ
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ヂ
ガ
パ
チ
ソ
ウ
、

シ
シ
ガ
シ

ラ
、
シ

ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
あ
る
。

ク
、
大
島
、
和
田、

樋
之
上
周
辺
の
植
物

第
三
立

生

物

こ
の
地
域
に
は
暖
地
性
の
植
物
が
多
い
。
ヒ
サ
カ
キ
、

ア
オ
キ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
な
ど
多

く
小
群
落
を
つ
く
っ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
ウ
ラ
ジ
ロ
の
群
落
や
マ
ソ

リ
ョ
ウ
の

群
落
が
あ
る
。
自
に
つ
く
植
物
を
あ
げ
る
と
、

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、

ク
リ
、

ハ

ナ

イ

カ

ダ
、

エ
ゴ
ノ
キ
、

ク
サ
ア
ジ
サ
イ
、

モ
チ
ツ
ツ
ジ
、
イ
ヌ
シ
デ
、

ア
カ
シ
デ
、
ヤ
ブ
レ

ガ
サ
、
ゼ
ン
マ
イ
、

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

メ
ダ
ケ
、
ヤ
ダ
ケ
、
カ
ン
ア
オ
イ
、
カ
ギ
ガ
タ

ア
オ
イ
な
ど
が
あ
る
。
金
に
は
県
指
定
天
然
記
念
物
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
タ
カ
オ
モ
ミ
ジ

(
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
〉
の
大
樹
が
あ
る
。

ヶ
、
角
打
か
ら
大
崩
を
経
て
棒
草
旦
ま
で
の
植
物

ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
が
沢
に
沿
っ
て
大
崩
ま
で
達
し
て
い
る
。
途
中
の
坂
道
の
上

下
に
は
常
緑
広
葉
樹
が
多
い
。
ツ
バ
キ
、

ヒ
サ
カ
キ
、

ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
に
ま
じ

っ
て
〆
ン
コ
ウ
バ
イ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ア
プ
ラ
チ
ャ
ン
、

コ
ナ
ラ
、
キ
ブ
シ
、
パ
イ
カ
ウ

ツ
ギ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
岩
壁
に
暖
地
性
の
マ
メ
ヅ
タ
が
着
生
し
て
い
る
。
革
本
で
は

ウ
パ
ユ
リ
、

ア
カ
ネ
、

ヒ
ヨ
ド

リ
パ
ナ
、

ミ
ヅ
タ
マ
ソ
ウ
、

タ
ケ
ニ
グ
サ
、

セ
ン
ニ
ン

ソ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ

、

シ
オ
デ
、

ノ
ブ
ド
ウ
、

ル
リ
ソ
ウ
、

ソ

パ
ナ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
ガ
ン
ク
ピ
ソ
ウ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、

タ
イ
ア
ザ
ミ
、
リ

ユ
ウ
ノ
ウ

ギ
ク
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ

ウ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、

ヤ
マ
ユ

リ、

ヤ
ゃ
フ
ラ
ン
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

な
ど
で
沢
の
岩
間
に
セ
キ
シ
ョ
ウ
が
生
育
し
て
い
る
。

峠
付
近
で
は
樹
氏
の
な
め
ら
か

な
リ
ョ
ウ
ブ
が
目
に
つ
く
、
イ
ヌ
シ
デ
、
カ
ゴ
ノ
キ
、

ク
ロ
モ
ヂ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
イ

ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、

マ
ル
パ
ウ
ツ
ギ
、

ア
カ
マ
ツ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
タ
ラ
ノ

キ
、

ミ
ヅ
キ
、

ハ
ナ
イ
カ
、
、
夕
、
モ

チ
ツ
ツ
ジ
、

コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、

ア
ケ

ビ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
で
あ
ま
り
大
木
は
な
い
。

株
草
里
に
は
ツ
バ
キ
の
大
き
い
木
が
八
株
一
列
に
栽
植
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
栽
梢
と

忠
わ
れ
る
シ
キ
ミ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
樹
が
あ
る
。
小
枝
の
先
に
長
さ
約
一

0

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
総
状
の
花
序
を
つ
け
る
。
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
路
傍
に
あ
る
。
渓
谷

の
対
岸
に
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
ノ
キ
と
い
わ
れ
て
い
る
ム
ク

ノ
キ
の
大
木
が
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
に
は
ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
ガ
シ
、

ア
カ
マ
ツ
、
イ

ヌ
シ
デ
、

ア

カ

シ

デ

が

多

、O
BU
 

四
九



第
二
編

身
延
町
の
口
然

(
ハ
)
帰

植

物

化

外
国
か
ら
渡
来
し
て
、
そ
の
分
布
を
拡
大
し
、
一
時
的
も
し
く
は
、
永
続
的
に
野
生

化
し
た
植
物
で
、
本
町
に
お
い
て
も
数
多
く
帰
化
植
物
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
植
物

は
低
地
に
多
く
分
布
し
て
い
る
が
近
年
急
に
山
麓
や
亜
高
山
帯
に
ま
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
最
近
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク

が
、
本
町
で
は
大
城
か
ら
大
城
川
に
沿
っ
て
安
倍
峠
の
中
腹
ま
で
見
ら
れ
、
ま
た
本
山

西
谷
上
部
か
ら
三
光
堂
下
ま
で
及
ん
で
い
る
。
大
河
内
地
区
、
下
山
地
区
で
は
ま
だ
見

ら
れ
な
い
が
、
ま
も
な
く
本
町
全
域
に
見
ら
れ
よ
う
。
帰
化
植
物
は
路
傍
や
荒
地
な
ど

に
多
く
見
ら
れ
越
年
性
の
キ
ク
科
植
物
が
多
い
。

オ
ニ
ノ
ゲ
シ
(
キ
ク
科
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
(
キ
ク
科
〉
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
原
産
、
明
治
初
年
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
(
キ
ク
科
)
ア
フ
リ
カ
原
産
、
ヒ

メ
ジ
ョ

オ
ン
(
キ
ク
科
〉
北
ア
メ
リ
カ
原
産
、
明
治
初
年
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
(
キ
ク
科
〉

北
ア
メ
リ
カ
原
産
明
治
初
年
、
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
(
キ
ク
科
〉
北
ア
メ
リ
カ
原
産
、
オ
オ

ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
(
キ
ク
科
)
ブ
ラ
ジ
ル
原
産
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
(
コ
マ
ノ
ハ
グ
サ

科
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
(
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原

産
、
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ヅ
キ
(
ナ
ス
科
)
ア
メ
リ
カ
原
産
、
エ
ゴ
マ

(
シ
ソ
科
)
中
国
原

産
、

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(
ア
カ
パ
ナ
科
)
チ
リ

l
原
産
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(
ア
カ
バ

ナ
科
)
北
ア
メ
リ
カ
原
産
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(
ア
カ
パ
ナ
科
)
ア
メ
リ
カ
原

産
、
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
(
マ
メ
科
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
、
江
戸
時
代
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
グ

サ
(
マ
メ
科
)
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
原
産
、
明
治
初
年
、

マ
メ
グ
ン
パ
イ
ナ
ヅ
ナ
(
ア
ブ
ラ
ナ

科
)
北
ア
メ
リ
カ
原
産
、
ア
カ
ザ
(
ア
カ
ザ
科
)
中
国
原
産
、
ソ
ハ
カ
ズ
ラ
(
タ
デ

科
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ザ
ン
グ
サ
(
キ
ク
科
〉
北
ア
メ
リ
カ
原
産

一一、
北

限

の

植

物

富
士
川
に
沿
っ
て
北
上
し
た
暖
地
性
植
物
が
わ
が
身
延
町
に
数
多
く
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
は
身
延
町
が
温
暖
な
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
に
本
町
に
自
生

五。

す
る
南
方
系
暖
地
植
物
は
、
タ
プ
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ロ

ジ
ロ
ガ
シ
、

シ
キ
ミ
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ピ
ツ
バ
キ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ハ
ゼ

ノ
キ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
サ
ネ
カ
ズ
ラ
、
テ
イ
カ
ズ
ラ
、
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
ナ

y
ナ
ン
、
フ
ュ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ク
サ
ア
ジ
サ
イ
、
モ
チ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ガ
、
カ
ギ
ガ
タ

ア
オ
イ
、
サ
サ
ユ
リ
、
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
、
カ
ニ
ク
サ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
、
オ
オ
イ
タ
チ

シ
ダ
、
ナ
ン
カ
イ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
ハ
カ
タ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
マ
メ
ヅ

夕
、
ウ

ス
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
、
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
、
オ
オ
パ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
ホ
シ

ダ
、
サ
ジ

ラ
ン
、
ラ
シ
ダ
、
テ
パ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ

、
イ
ワ

ナ
ン
ナ
ン
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
暖
地
性
植
物
の
中
に
は
、
身
延
が
そ
の
北
限
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
シ

ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ヒ

メ
ワ
ラ
ビ
、
ホ

シ
ダ
な
ど
の
よ
う
に
な
お

北
上
し
て
甲
府
の
北
ま
で
達
し
て
い
る
寒
さ
に
強
い
植
物
も
あ
る
。

(
二
本
町
を
北
限
と
す
る
植
物

タ
プ
ノ
キ
(
ク
ス
ノ
キ
科
〉

常
線
広
葉
の
高
木
で
タ
モ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
木
で
あ
る
。
六
月
頃
黄
緑
色
の
花
が

咲
き
、
七
月
末
頃
黒
紫
色
に
実
が
熟
す
。
生
長
は
早
く
大
木
と
な
る
。
太
平
洋
岸
な
ど

の
暖
地
に
多
く
、
本
町
で
は
、
波
木
井
神
之
平
八
幡
神
社
境
内
に
見
事
な
大
樹
が
あ

る
。
ま
た
、
本
山
の
周
辺
と
三
光
堂
に
若
木
が
あ
る
。
タ
ブ
ノ
キ
の
最
北
限
の
も
の
と

し
て
貴
重
で
あ
る
。

シ
キ
ミ
(
モ
ク
レ
ン
科
〉

常
線
の
小
高
木
で
四
月
下
旬
淡
黄
色
の
花
を
つ
け
る
ο

漢
字
で
榊
と
書
く
よ
う
に
仏

前
に
供
え
る
木
で
有
名
で
あ
る
。
妙
石
坊
・
願
満
堂
・
椿
草
里
・
粟
倉
・
門
野
な
ど
各

所
の
墓
地
周
辺
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
。
自
生
は
少
な
い
が
山
門
裏
や
願
満
堂
の
上
な
ど

各
所
に
見
ら
れ
る
。

ア
オ
キ
(
ミ
ズ
キ
科
〉

暖
地
性
常
緑
広
葉
の
低
木
、
観
賞
用
に
庭
に
多
く
栽
植
さ
れ
て
い
る
。
自
生
地
は
大

島

・
樋
之
上

・
和
田
・

角
打

・
丸
滝

・
身
延
山
山
門
裏
な
ど
で
あ
る
。



ヒ
イ
ラ
ギ
(
モ
ク
セ
イ
科
〉

暖
地
性
の
常
緑
小
高
木
、
本
州
関
東
以
西
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
、
観
賞
用
に
よ

く
栽
植
さ
れ
て
い
る
。
老
壮
樹
は
よ
く
葉
の
と
げ
が
な
く
な
り
、
尖
卵
形
の
葉
と
な
っ

て
別
の
植
物
の
よ
う
に
見
え
る
。
本
町
で
は
、
白
生
を
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、
追
分

感
井
坊
の
下
あ
た
り
に
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

サ
ネ
カ
ヅ
ラ
(
モ
ク
レ
ン
科
)

つ
る
性
の
暖
地
性
植
物
で
雌
雄
異
株
、
八
月
頃
淡
黄
色
の
花
を
つ
け
る
。
液
果
は
紅

熱
し
て
美
し
い
。
時
に
観
賞
用
と
し
て
栽
相
さ
れ
る
。
自
生
は
わ
ず
か
に
西
谷
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

ハ
ゼ
(
ウ
ル
シ
科
〉

暖
地
性
の
落
葉
高
木
、
葉
の
付
き
方
も
ウ
ル
シ
の
よ
う
に
奇
数
羽
状
複
葉
で
あ
る
。

秋
に
美
し
く
紅
葉
し
ヤ
マ
ハ
ゼ
に
よ
く
似
て
い
る
。
ハ
ゼ
ノ
キ
は
全
株
無
毛
で
あ
る
。

男
坂
と
西
谷
で
見
ら
れ
る
。

サ
サ
ユ

リ

(
ユ
リ
科
〉

ユ
リ
科
の
多
年
草
で
本
州
中
部
以
西
、
四
国
、
九
州
の
暖
地
の
林
中
に
生
ず
る
。
高

さ
七

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
ぐ
ら
い
で
、
葉
は
無
毛
で
な
め
ら
か
、
わ
ず
か
に
白
い
粉
が

あ
る
。
七
月
頃
淡
紅
色
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
型
の
花
が
三
個
く
ら
い
横
向
に
咲
く
。
本
町

最
南
端
の
横
根
あ
た
り
が
北
限
で
あ
ろ
う
。

ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
(
ツ
ユ
ク
サ
科
〉

暖
地
性
の
多
年
生
の
草
本
、
高
き
五

O
l六
O
セ
γ
チ
メ

ー
ト
ル
円
錐
花
序
に
小
花

を
つ
け
る
。
果
実
は
藍
色
の
小
球
形
を
し
て
い
る
。
陰
湿
な
樹
下
に
多
く
群
落
を
つ
く

る
。
山
門
一
員
、
本
師
堂
西
側
の
杉
の
下
に
小
群
落
を
つ
く
っ
て
い
る
。

コ
モ
チ
シ
ダ
(
シ
シ
ガ
シ
ラ
科
〉

暖
地
性
の
大
型
常
緑
シ
ダ
、
時
に
葉
の
表
面
に
芽
が
で
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
本

町
で
は
大
城
入
口
と
身
延
南
谷
で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
貴
重
で
あ
る
。

ベ
ニ
シ
ダ
(
オ
シ
ダ
科
)

暖
地
性
の
常
緑
シ
ダ
、
全
国
的
に
少
な
い
も
の
で
珍
品
で
あ
る
。

山
門
裏
に
少
し
あ

る。

第
三
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サ
ジ
ラ
ン
(
ウ
ラ
ボ
シ
科
)

名
前
だ
け
で
は
、
ラ
ン
科
と
間
違
え
ら
れ
る
が
や
は
り
暖
地
性
の
常
緑
の
シ
ダ
で
あ

る
。
主
と
し
て
山
林
中
の
岩
や
樹
幹
に
着
生
す
る
。
湯
平
で
見
か
け
た
が
お
そ
ら
く
北

限
で
あ
ろ
う
。

へ
ラ
シ
ダ
(
ウ
ラ
ボ
シ
科
)

サ
ジ
ラ
ン
に
似
た
暖
地
性
の
シ
ダ
、
山
林
中
の
湿
地
や
陰
湿
な
斜
面
に
生
ず
る
。

湯
平
に
若
干
あ
る
。

イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
(
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
科
)

常
緑
羽
状
の
暖
地
性
の
シ
ダ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
イ
に
似
て
い
る
が
側
脈
が
結
介
し

て
い
る
。
暖
地
山
林
中
に
生
育
す
る
。
本
町
で
は
山
門
裏
に
少
し
あ
る
。

(
二
)
分
布
の
北
限
に
近
い
も
の

ヒ
サ
カ
キ
(
ツ
バ
キ
科
)
妙
石
坊
、
下
山
一
之
官
。
マ
ン
リ
ョ
ウ
(
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
)

和
田
接
心
庵
。
ウ
ラ
ジ
ロ
(
ウ
ラ
ジ
ロ
科
)
大
島

・
西
谷

・
杉
山
。
オ
オ
イ
タ
チ
シ
ダ

(
オ
シ
ダ
科
)
身
延
山
男
坂
。
マ
メ
ヅ
タ
(
ウ
ラ
ボ
シ
科
)
波
木
井

・
大
崩
道

(
三
)
身
延
を
越
え
て
北
上
し
て
い

る
も
の

ム
ク
ノ
キ
(
ユ
リ
科
)
甘
露
門
下、

棒
草
里
、
下
山
。
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
(
ト
ウ
ダ
イ

ソ
ウ
科
)
下
山
上
粟
倉
。
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
(
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
科
)
甘
露
門
下
。
カ
キ
カ
タ
ア

オ
イ
(
ウ
マ
ノ
ス
ス
ク
サ
科
〉
笠
。
ナ
ン
テ
ン
(
メ
ギ
科
)
身
延
町
全
域
。
ウ
ス
ヒ
メ

ワ
ラ
ビ
(
オ
シ
ダ
科
〉
感
井
坊
下
。
イ
ワ
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
(
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
科
〉
西
谷

(
四
)
分
布
上
注
目
す
べ
き
も
の

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
(
ツ
バ
キ
科
)
七
面
山
、
奥
之
院
、
安
倍
峠
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。

樹
皮
が
淡
赤
褐
色
で
な
め
ら
か
で
あ
る
。
七
面
山
か
ら
箱
根
を
結
ぶ
線
が
そ
の
北
限
で

あ
る
の
で
、
身
延
山
は
そ
の
北
限
で
あ
る
。

ミ
ヤ
マ
ウ
コ
ギ
〈
ウ
コ
ギ
科
〉
追
分
感
井
坊
下
の
ミ
ヤ
マ
ウ
コ
ギ
は
お
そ
ら
く
そ
の

北
限
で
あ
ろ
う
。

五



第
二
編

身
延
町
の
白
然

一一一、
群
生
植
物
と
そ
の
分
布
状
況

生
育
条
件
の
同
じ
状
態
を
好
む
植
物
が
、
同
一
の
例
所
に
む
ら
が
っ
て
は
え
る
こ
と

を
群
落
と
い
う
。

，-.... 

一
、..._/

ヤ

カ、、

、ン

シ
ャ
ガ
は
ア
ヤ
メ
科
の
植
物
で
、
林
下
陰
湿
地
に
群
生
す
る
常
緑
多
年
草
で
あ
る
。

ふ
く
し

高
さ
は
五
O
l
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
根
茎
は
浅
く
横
走
し
細
長
い
旬
枝
を
出
し

て
繁
殖
す
る
。
葉
は
袴
状
に
二
列
互
生
の
剣
状
、
尖
頭
、
革
質
、
鮮
緑
色
で
光
沢
が
あ

る
。
五
月
頃
葉
聞
に
一
茎
を
出
し
て
総
状
互
生
に
分
枝
し
、
各
校
に
内
紫
碧
色
の
花
を

一
一
ー
ー
三
花
開
く
、
花
の
直
径
は
五
|
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
花
の
な
い
季
節
で

も
葉
が
美
し
い
。
身
延
山
山
門
裂
よ
り
男
坂
に
か
け
て
一
面
に
大
群
落
を
形
成
し
、
ま

た
、
本
山
}長
か
ら
三
光
堂
ま
で
の
杉
の
下
平
と
し
て
広
大
な
地
域
に
及
ん
で
い
る
。

ヤ

フ

コ

ウ

ユ/

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
常
緑
の
小
潅
木
で
時
に
観
賞
用
と
し
て
も
庭
園
に

栽
培
さ
れ
る
。
冬
季
の
赤
熱
し
た
果
実
が
美
し
い
。
高
さ
は
一
O
|
二

0
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
菜
は
短
柄
互
生
で
長
楕
円
形
、
緑
で
銑
歯
が
あ
り
普
通
約
に
一

l

二
層
を
な
し

て
集
り
愉
葉
の
よ
う
に
見
え
る
。
地
下
草
を
引
き
繁
殖
す
る
の
で
群
落
を
つ
く
る
。
小

群
落
は
随
処
に
あ
る
が
、
三
光
堂
下
の
参
道
の
わ
き
の
群
落
は
見
事
で
あ
る
。

〆戸--.._

一一一¥、J

フ

キ

ヤ

ーマ

イ
パ
ラ
科
の
落
葉
濯
木
、
広
く
庭
園
に
栽
培
さ
れ
ヤ
エ
ヤ
マ
ブ
キ
、
シ
ロ
ヤ
マ
ブ

そ
う
せ
い

キ
、
キ
ク
ザ
キ
ヤ
マ
ブ
キ
な
ど
変
種
が
あ
る
。
幹
は
古
川
さ
二
メ

ー
ト

ル
位
で
叢
生
し
、

ベ
ん

枝
は
細
く
わ
ん
曲
す
る
。
晩
春
初
夏
の
頃
皮
色
五
郷
花
を
多
数
つ
け
る
。
「
七
重
八
章
一

花
は
咲
け
ど
も
や
ま
ぶ
き
の
実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
か
な
し
き
」
と
歌
に
詠
ま
れ
て
い

る
が
、
果
実
は
数
筒
宿
存
専
内
に
座
し
て
い
る
。
総
門
山
之
坊
の
上
方
山
巾
に
群
落
が

あ
る
。

(
四
)

シ

ウ

一フ

ロ

五

ロ

暖
国
の
山
地
に
生
ず
る
大
形
の
常
緑

多
年
生
の
シ
ダ
で
、
通
常
乾
燥
地
に
大

群
落
を
つ
く
る
。
根
茎
は
太
い
針
金
状

で
長
く
横
走
す
る
。
葉
柄
は
茶
褐
色
で

硬
く
光
沢
が
あ
る
。
葉
は
葉
柄
頂
で
二

つ
に
分
れ
二
葉
と
な
り
羽
状
に
全
裂
又

は
深
裂
す
る
。
上
面
は
光
沢
あ
る
緑
色

で
下
面
は
白
色
で
こ
の
名
が
あ
る
。
暖

地
性
シ
ダ
の
た
め
本
町
で
は
そ
の
分
布

は
稀
で
あ
る
が
大
和
小
学
校
下
に
小
群

落
が
あ
る
。
こ
の
外
和
旧
峠
、
西
谷
、

杉
山
に
わ
ず
か
に
生
育
し
て
い
る
。

‘/ フウ

五

ヤ

ブ

ミ

ョ

ウ

ガ

ツ
ユ
ク
サ
科
に
属
し
て
い
る
が
、
暖

地
の
陰
地
に
生
ず
る
多
年
草
み
ょ
う
が
に
似
て
い
る
が
同
じ
科
で
は
な
い
。
山
門
一
長
と

木
師
堂
西
側
の
杉
林
の
下
に
小
群
落
が
あ
る
。

四

特
記
す
べ
き
植
物

オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
(
イ
チ
ョ
ウ
科
〉

柴
に
突
の
つ
く
珍
し
い
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
雄
具
株
で
上
沢
寺
、
木

国
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
株
で
八
木
沢
の
は
雄
株
で
あ
る
。
上
沢
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
上
結
実
は
正
常
種

f
七
に
対
し
て
三
で
あ
る
。
葉
上
結
実
の
事
実
が
明
治
二
十

四
年
白
井
光
太
郎
博
士
に
よ
っ
て
学
会
に
発
表
さ
れ
、
同
年
藤
井
健
次
郎
博
士
に
よ
っ



て
木
の
形
態
的
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
足
、
ニ
株
と
も
国
の
天
然
記
念
物
の
指

定
を
う
け
て
い
る
。
上
沢
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
.
ョ
ウ
は
樹
尚
二
七
メ
ー
ト
ル
目
通
り
幹

凶
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
八
木
沢
の
は
葉
上
新
(
葉
の
上
に
花
粉
を
貯
え
て
お
ぐ
袋
〉
が

あ
る
。タ
ブ
ノ
キ
(
ク
ス
ノ
キ
科
〉

暖
地
性
の
常
緑
の
大
高
木
で
、
木
州
、
四
国
、
九
州
の
主
と
し
て
海
岸
に
多
く
、
五

六
月
黄
緑
色
の
花
を
聞
き
黒
紫
色
に
熱
し
、
果
柄
は
赤
色
を
お
び
て
い
る
。
別
名
を
イ

ヌ
グ
ス
、
タ
マ
グ
ゑ
と
も
い
い
、
本
地
方
で
は
方
言
で
タ
マ
ま
た
は
タ
モ
と
も
呼
ん
で

い
る
。
タ
ブ
ノ
キ
は
富
士
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、
富
沢
町
、
南
部
町
に
多
く
、
標
高
四

0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
に
分
布
し
て
い
る
。
身
延
町
に
お
け
る
タ
ブ
ノ
キ
の
分
布
を

見
る
と
、
久
遠
寺
三
門
袋
に
幹
間
一

・
凶

メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
一
本
あ
り
、
本
山
の
杉

林
の
中
に
小
木
が
点
在
し
て
い
る
。
丙
谷
の
訪
の
境
内
に
も
訴
処
に
見
ら
れ
、

三
光

堂
、
妙
石
防
に
も
小
木
が
あ
る
。
波
木
井
神
之
平
八
幡
社
境
内
の
タ
プ
ノ
キ
は
目
通
り

幹
凶
二

・
七
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
七
二
メ
ー
ト
ル
の
樹
勢
旺
盛
な
大
木
で
円
然
の
樹
形

を
娃
し
、
分
布
北
限
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。

カ
シ
類
(
ブ
ナ
科
)

暖
地
性
の
常
緑
高
木
で
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ

が
分
布
し
て
い
る
が
ツ
ク
パ
ネ
ガ
シ
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
は
耐

寒
性
、
が
強
い
た
め
町
全
域
の
山
腹
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
ウ
ロ
ジ
ロ
ガ
シ
は
下
山
地
区

に
は
少
な
い
。
身
延
山
で
は
妙
右
坊
か
ら
願
満
堂
ま
で
の
聞
に
と
く
に
多
く
、
上
部
ま

で
w
珪
し
て
い
る
。

ヒ
サ
カ
キ
(
ツ
バ
キ
科
〉

常
緑
の
小
高
木
で
暖
帯
各
地
に
見
ら
れ
る
サ
カ
キ
に
似
た
植
物
で
あ
る
。
多
数
の

枝
、
葉
を
生
じ
、
枝
葉
と
も
に
毛
が
な
い
。
莱
は
有
柄
、
互
生
、
楕
円
形
で
先
が
と
が

っ
て
い
る
。
雌
雄
異
株
で
三
、
四
月
頃
淡
黄
色
の
小
花
を
つ
け
る
。
果
実
は
球
形
、
黒

紫
色
で
あ
る
。
大
島

・
樋
之
上

・
角
打
に
多
く
自
生
し
て
い
る
。
と
く
に
下
山

一
ノ
宮

境
内
の
小
群
落
は
分
布
上
珍
ら
し
い
。

ム
ク
ノ
キ
(
ニ
レ
科
〉

第
三
章

生
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暖
性
地
の
落
葉
高
木
で
、

エ
ノ
キ
に
似
て
い
る
。
柴
の
上
面
が
、
ざ
ら
つ
く
、
業
は
幅

広
い
卵
状
の
楕
円
形
で
鋭
い
鋸
歯
が
あ
る
。
果
実
は
球
形
に
熟
し
甘
味
が
あ
る
。
ム
ク

ド
リ
が
好
ん
で
こ
れ
を
食
す
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
廿
露
門
傍
、
棒
草
里
渓
谷
に
大

樹
が
あ
る
。

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
(
ミ
ズ
キ
科
〉

落
葉
小
高
木
、
業
は
桁
円
形
か
卵
状
円
形
で
先
が
と
が
っ
て
い
る
。
葉
の
へ
り
は
波

を
う
っ
て
い
る
。
六
、
七
月
頃
短
岐
の
先
に
向
い
一
包
が
凶
枚
開
き
、
花
の
よ
う
で
あ
る

が
、
花
は
こ
の
中
心
に
ニ

O
l
三
O
が
頭
状
に
つ
く
。
果
実
は
球
形

・
集
合
果

・
肉
質

で
熟
す
と
赤
く
な
る
。
径
は
一

O
|
二
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
イ
チ
ゴ
の
突
に
似
て
い

る
。
金
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

シ
キ
ザ
ク
ラ
(
、
の
ラ
科
)

コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
一
種
で
四
季
咲
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
返
り
咲
き
現
象
で
は

な
く
四
季
花
を
つ
け
る
。
久
遠
寺
本
堂
前
の
池
の
両
端
に
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
(
ス
ギ
科
)

中
国
原
産
の
常
緑
針
葉
樹
で
広
葉
杉
と
書
く
。
ス
ギ
よ
り
カ
ヤ
に
似
た
柴
を
し
て
い

る
。
総
門
前
の
石
町
一に
あ
る
の
は
相
当
大
樹
で
こ
の
外
、
信
行
道
場
の
丙
と
也
雲
寺
の

境
内
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
あ
る
。

シ
ナ
ア
ブ
ラ
ギ
リ
(
ト
ウ
〆
イ
グ
サ
科
)

中
国
原
産
の
落
葉
高
木
で
、

突
か
ら
桐
油
を
と
る
た
め
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
信
行
道

場
、
西
方
に
植
え
て
あ
る
。

ア
カ
メ
カ
シ
ワ
(
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
〉

暖
帯
よ
り
温
帯
南
部
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
落
葉
高
木
で
若
芽
も
葉
柄
が
赤
色
で
美

し
い
。
雌
雄
異
株
で
果
実
は
ブ
ド
ウ
状
に
つ
き
黒
熱
す
る
。
本
町
で
は
平
地
全
域
で
見

ら
れ
る
。
と
く
に
上
来
倉
の
高
地
に
あ
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
。

ク
ロ
ツ
リ
パ
ナ
(
ニ
シ
キ
ギ
科
〉

ム
ラ
サ
キ
ツ

リ
パ
ナ
と
も
い
う
。
落
葉
低
木
で
、
葉
は
長
円
形
ま
た
は
卵
形
で
質
は

薄
く
、
し
わ
が
一
面
に
出
て
い
る
。
鋸
歯
は
細
く
浅
い
。
葉
の
前
後
が
と
が
り
対
生
し

て
い
る
。

花
は
細
柄
の
先
に
つ
り
さ
が
る
の
は
ツ

リ
パ
ナ
と
同
様
で
あ
る
。
花
の
色
が

五
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身
延
町
の
日
然

暗
紫
色
な
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
七
百
山
頂
上
付
近
で
み
か
け
る
。

ダ
ケ
カ

ン
パ
(
カ
バ
ノ
キ
科
)

ソ
ウ
シ
カ
ン
パ
と
も
い
う
。
シ
ラ
カ
ン
バ
に
似
た
落
葉
高
木
で
、
樹
皮
は
シ
ラ
カ
ン

バ
の
よ
う
な
白
さ
で
は
な
く
灰
白
色
か
淡
褐
色
で
あ
る
。
葉
は
三
角
状
卵
形
あ
る
い
は

広
卵
形
、
基
部
は
通
常
円
形
で
表
は
緑
で
つ
や
が
あ
り
、
長
の
色
は
表
よ
り
淡
い
、

へ

リ
に
歯
が
あ
る
。
七
面
山
頂
で
多
く
見
ら
れ
る
。

ヨ
グ
ソ
ミ
ネ
パ
リ
(
カ
バ
ノ
キ
科
)

落
葉
高
木
、
葉
は
や
や
シ
ラ
カ
ン
バ
に
似
て
い
る
。
樹
皮
は
氏
褐
色
で
枝
の
皮
を
は

げ
ば
独
特
の
臭
気
を
は
な
つ
。
名
と
は
違
う
サ
ロ
メ
チ

l
ル
の
よ
う
な
き
わ
や
か
な

に
お
い
匂
が
あ
る
。
ブ
ナ
と
、
初
出
生
林
を
つ
く
っ
て
い
る
。

プ
ナ
(
プ
ナ
科
〉

落
葉
高
木
、
幹
は
直
立
て
尚
さ
三

0
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
樹
径
は
約
一

・
五
メ
ー

ト
ル
以
上
の
大
樹
と
な
る
。
樹
皮
は
灰
色
で
な
め
ら
か
で
あ
る
。
よ
く
枝
分
か
れ
し
て

し
げ
る
。
身
延
山

・
安
倍
峠

・
七
面
山

に
相
当
の
大
木
が
あ
る
。

カ
ツ
ラ
(
カ
ツ
ラ
科
)

落
葉
大
高
木
、
高
さ
二
七
メ
ー
ト
ル

径
一

・
三
メ
ー
ト
ル
に
達
し
時
に
数
幹

に
分
岐
し
校
に
は
短
枝
が
多
い
。
集
は

細
長
柄
、
対
生
、
広
卵
形
ま
た
は
ハ
ー

ト
形
、
や
や
鈍
頭
で
鋸
歯
が
あ
る
。
雌

雄
異
株
で
五
月
頃
葉
よ
り
早
く
一
包
に
包

ま
れ
た
花
を
葉
液
に
単
生
す
る
。
安
倍

峠
中
腹
の
沢
筋
に
は
多
い
。
身
延
町
役

場
と
大
野
ト
ン
ネ
ル
の
中
間
の
道
路
傍

に
一
株
あ
る
。

タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ
(
ハ
イ
ノ
キ
科
)

落
葉
大
低
木
、
本
州
(
関
東
以
西
)

五
回

-
四
国

・
九
州
・
朝
鮮
済

州

島
に
産
し
、
葉
は
倒
卵
形
、
先
は
と
が
っ
て
い
る
。
若

枝
の
先
に
円
錐
の
花
序
が
出
る
。
サ
ワ
フ
タ
ギ
よ
り
枝
が
上
方
に
出
る
。
身
延
山
に
多

く
自
生
し
て
い
る
が
、
安
倍
峠
に
も
あ
る
。

イ
ワ
ナ
ン
テ
ン
(
ツ
ツ
ジ
科
)

ツ
ツ
ジ
の
仲
間
で
あ
る
が
葉
が
ナ
ン
テ
ン
に
似
て
い
る
。
本
州
関
東
以
西
の
山
地
に

分
布
し
て
い
る
。
早
川
町
以
南
の
岩
場
で
見
ら
れ
る
。
七
面
山
の
表
参
道
、
古
谷
城
上

方
の
岩
壁
に
あ
る
。

イ
ワ
ユ
キ
ノ
シ
タ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
〉

常
緑
多
年
生
の
小
草
木
、
東
海
地
方
や
四
国
の
深
山
に
ま
れ
に
産
す
る
珍
品
、
古
谷

城
上
方
の
道
南
の
岩
壁
、
大
城
川
の
岩
壁
に
生
え
て
い
る
。

シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
)

本
州
の
中
部
・
西
部

・
四
国

・
九
州
の
暖
地
に
生
え
て
い
る
が
、
極
め
て
稀
な
珍
ら

し
い
植
物
で
、
県
下
で
も
数
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

コ
パ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
(
ユ
リ
科
〉

ン

種パ
全ツ)イ
体パかケ
のメらイ
形オ来は
がモた梅f
オト名意ロ
モ(だで
トユと梅
にリいの
似科わ花
て〉れに
い て似
る いた
る意。
日
本
の
シ
フ

ン

近

中ウ前小の物白くるよ
国のの群おでい背。く登
のココ落池あ花の葉知山
ラはパがのるを高がら者
ン小イあほ 0 つい厚ムの
さケると七け稽ぼ 4し聞
のいイ 0 り面る状ってで
一 、ソ名に 山 植のたいは

ワ

コノくイケイ ソウ

ア、ノナイ

ツ
バ
メ
が
飛
来
す
る
噴
花
を
つ
け
る
の
で
、
こ



の
名
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
葉
は
根
ぎ
わ
か
ら
五
!
七
枚
の
鮮
緑
色
の
厚
味
の
あ
る
も

の
を
つ
け
、
花
は
柄
の
上
に
二
|
八
個
ま
ば
ら
に
つ
け
る
。
七
面
山
で
見
か
け
る
。

ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
)

え

ぽ

し

花
の
形
が
烏
帽
子
の
よ
う
で
あ
る
の
で
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
思
う
。
花
は
紫
色

で
美
し
い
が
、
猛
毒
で
あ
る
。
七
面
山
に
は
処
々
に
生
え
て
い
る
が
、
お
池
の
ほ
と
り

に
群
落
、
が
あ
る
。

そ
の
他
注
目
す
べ
き
植
物
と
し
て
は
身
延
山
・
和
田
樋
之
上
周
辺

・
大
城
川
上
流
に

見
ら
れ
る
暖
地
性
植
物
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
北
限
の
植
物
の
項
に
ゆ
ず
る
。

本
町
教
育
委
員
会
指
定
の
植
物
園
(
下
部
町
地
内
望
月
栄
別
荘
の
庭
園
)
に
は
二

数
十
種
の
植
物
が
あ
る
。
(
七
一
編
五
章
九
節
六
ノ
ハ
三
)
参
照
U

第
二
節

身
延
町
周
辺
の
動
物

地
域
の
地
勢
や
、
気
候
風
土
の
変
化
は
、
植
物
分
布
の
状
況
を
千
態
万
様
な
ら
し
め

て
い
る
の
で
こ
れ
ら
植
物
の
突
、
ま
た
、
そ
れ
に
寄
食
す
る
昆
虫
等
の
好
餌
が
随
所
に

求
め
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
鳥
類
に
お
け
る
営
巣
の
適
地
、
構
巣
の
材
料
、
獣
類
の

す

芝
う
く
つ

棲
む
適
地
、
洞
窟
等
が
容
易
に
求
め
ら
れ
る
。
地
域
の
自
然
と
、
つ
ね
に
深
い
相
互
関

連
を
も
っ
て
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
。

身
延
は
全
面
積
の
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
が
林
野
で
占
め
ら
れ
そ
の
深
く
刻
ま
れ
た

大
小
無
数
の
渓
谷
が
あ
り
、
低
地
の
暖
帯
性
か
ら
、
亜
高
山
帯
ま
で
の
聞
に
感
受
性
の

鋭
敏
な
動
物
が
特
有
の
適
応
性
を
発
却
し
、
多
種
類
の
動
物
が
自
然
的
要
素
と
平
衡
を

せ
い
モ
く

保
持
し
な
が
ら
生
息
、
又
は
渡
し
て
繁
殖
し
て
い
る
。

第
三
章

生

物

春
季
南
方
よ
り
渡
来
し
春
よ

り
夏
に
か
け
て
繁
殖
を
す
ま
せ

て
、
秋
季
暖
地
に
去
る
も
の

は
、
ツ
バ
メ
を
は
じ
め
と
し
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
カ

ッ
コ
ー
、
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ツ
ツ
ド
リ
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
、
ヨ
タ
カ
、

一、
，烏

業員

(
一
)
夏

d鳥

ど
で
あ
る
。

ビン

キ

ウ

シ

アカショ，鳥光

コ
ム
ク
ド
リ
な

身
延
町
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
(
仏
法
僧
)
渡
来
生
息
地
と
し
て
、
全
国
三
カ
所
と
共

に
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
、
全
国
的
に
著
名
な
繁
殖
地
で
あ
る
。

五
五
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身

延

町

の
自
然

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、

「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」
と
、
鳴
か
ず
、
た
だ
ゲ
ゲ
と
か
ギ
ャ
ギ
ャ

と
鳴
き
、

「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」
と
、
鳴
く
'
持
は
コ
ノ
ハ
ズ
ク
で
あ
り
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

は
わ
が
国
に
渡
来
す
る
夏
烏
中
美
麗
な
点
に
お
い
て
、
優
位
を
占
め
て
お
り
、
渡
米
数

が
極
め
て
少
な
く
、
カ
ナ
ブ
ン

・
コ
ガ
ネ
ム
シ

・
タ
マ
ム
シ

・
ハ
ン
ノ
キ
ハ
ム
シ
等
の

害
虫
を
捕
食
す
る
有
益
鳥
で
あ
る
。

(
二
)
留

，鳥

周
年
同
一
地
域
に
生
息
し
、
季
節
的
移
動
を
し
な
い
も
の
で
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド
リ

・
ス

ズ
メ

・
カ
ラ
ス

・
カ
ワ
セ
ミ
等
で
あ
る
。
キ
ジ
は
年
々
減
少
し
、
現
在
三
カ
年
を
限
度

と
し
一
切
の
狩
猟
を
禁
止
す
る
休
猟
区
が
町
内
に
逐
次
設
定
さ
れ
、
休
猟
区
内
に
は
キ

ジ
を
放
鳥
し
保
護
と
増
殖
に
つ
と
め
て
い
る
。

キ
ジ
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
日
本
鳥
類
学
会
よ
り
国
鳥
に
指
定
さ
れ
た
。

r--、

一一一、、ーノ
実予

島
町

モ

コ モ

カ、、

ガ

'マ

五
六

北
海
道

・
千
島

・
シ
ベ
リ
ア
等
の
北
方

寒
冷
の
地
で
繁
殖
し
越
冬
の
た
め
秋
季
に

渡
来
し
、
春
季
北
方
に
去
る
も
の
で
ガ
ン

・
カ
モ

・
ツ
グ
ミ

・
オ
シ
ド
リ

・
ジ
ョ
ウ

ビ
タ
キ

・
ク
イ
ナ

・
ウ
ズ
ラ
等
が
あ
る
。

オ リド

(
四
)
漂

シ

繁
殖
地
と
越
冬
地
を
具
に
す
る
鳥
、
た

と
え
ば
高
山

・
深
山
に
繁
殖
し
、
冬
を
村

落
地
方
に
過
す
、
ウ
グ
イ
ス

・
ミ
ソ
サ
ザ

イ

・
ル
リ
ビ
タ
キ

・
カ
ケ
ス

・
コ
ノ
ハ
ズ

ク

・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

・
ヒ
パ
リ

・
ヒ
ヨ
ド

リ

・
フ
ク
ロ

l
・
モ
ズ

・
ト
ビ

・
ク
マ
タ
カ

・

ヤ
マ
ガ
ラ

・
ア
カ
ケ
ラ
類
等
本
地
域
に
出
現
す
る
漂
'
比
例
は
、

五
一
種
に
及
ん
で
い
る
。

(
五
)
旅

本
邦
準
か
、
以
北
で
繁
殖
し
、
赤
道
直
下
若
し
く
は
以
南
の
南
半
球
で
越
冬
す
る
た

め
秩
は
南
に
、
春
は
北
に
本
地
域
を
通
過
す
る
シ
ギ

・
チ
ド
リ
の
類
コ
ム
シ
ク
イ

・
ム

ギ
マ
弁
等
で
本
地
域
の
旅
烏
は
六
種
で
あ
る
。

鳥

身
延
町
内
分
布

、f

良
質

1
k文

ハ
米
共
米
中
戸
口

b
ゴ
Z

2 付 目
燕

ノ、 ノ、 ，烏
シ シ ，鳥
ボ フ 雀

科
ソ ト

カ カ

フ フ 名
ス ス 科目。。。。

右前

要
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川河
目Ij

工用巣箱有す
の 種

の
沿岸及
よ

ょう て

呼hれもとz 

め り

捕獲れさ

て
渡来

，で鳥
少なし
害虫モ、び

樹差す木をる

高原 数少る
、

エミ
。

啄木， 鳥
るも

。 ダ 、
なしヒ シア

すむ

多のし

ノ、、‘ ヤワ c 

の り

量捕主にク等害す主る

ょう 。
似

習性た樹木

五
七
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一
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ズ一
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一
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一

科
一
一

ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
一
一

キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
一
一

抑

止

一

ヒ

ヨ

ド

リ

一

0
一

エ
ド
ヒ
ヨ
ド
リ
一
一

山

倣

喰

科

一

一

サ
ン
シ
ョ
ク
イ
一

0
一

鉛

科

一

一

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
一

0
一

コ
サ
メ
ビ
タ
キ
一

0
一

ム

ギ

マ

キ

一

一

キ

ビ

タ

キ

一

0
一

オ

オ

ル

リ

一

0
一

鷲

科

一

一

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
一

0
一

エ
ゾ
ム
シ
ク
イ
一

0
一
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一二l二1010110101 101目玉011010二二10
一イ
ナ
て
カ
エ
ル
、
パ

ッ
タ
等
を
聴
に
串
刺
に

τて
お
く
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
モ
ズ

一の
ハ
ヤ
ニ
エ
と
い
う
。

一
他
烏
の
擬
戸
を
得
な
と
す
る
。

一
ヒ
リ
ヒ
リ
と
鳴
く
の
で
山
取
を
食
べ
る
と
ヒ
リ

-
ヒ
リ
'
予
い
と
い
う
の
に
語
源
が
あ
る
と
い
う
。

一月
、
口い
、
星
々
と
鳴
く
の
で
三
光
鳥
の
語
源
が

一
あ
る
。

一
一
帯
の
頃
渡
米
す
る
の
で
、
こ
の
名
前
が
あ

一
日
木
に
生
仏
す
る
鳥
類
中
最
も
小
形
の
鳥
で
、

一菊
花
に
似
た
美
毛
が
あ
る
。

一
北
海
道
で
繁
荊
す
る
た
め
、
春
は
北
に
秋
は
南

一
に
通
過
す
る
。

五
一
/

75 74 。っ 73 72 71 70 69 68 67 661 65 64 63 62 61 (t) 60 59 58 57 561 55 

カ イ 有u-! コ ノレ コ ノ 、ノ ノ ツ ミ、 ノ、 ア シ ク 'マ セ オ ヤ ウ イセ メ

ヤ ワ
ヨ チ

フ
オ ンボ

ビ ジカ
ロ 、、、 フ グ 夕、ソーマ ウ ロ ヨ

ク ヒ 2薦 /レ ビ コ
ビ

グ ヨ ツ ツ ツ
ツ

イム

グ ノ、マ タ
ド タ ウハ ノ、

グ
、ン
グ

サ イ ムシ
タ ツ キ ツク

り リ 科 リ キ リ ー~ キ キ 、、、 グ フ フ
、、、 ロ 、、 手1. カ リ メ ス ク イ。。。 。。。。。。。。。。

。。 。。。。 。。。。 。。。。 。 。。 。
でア ζ2_ 

会季七ι 子。夏高山

十旬南月中頃

春
鳴声に早朝叉

鳴のンとく地上五固| 

、--."..----'
チ ツ ツ ホ

は ヨ グ ツ ト

鳥イパグウ需帯山の
オヒ ウ 、、、 ド ト

面山

期繁殖朱ではし

マ ては ギ

秋は.
の
混じ イ局母σ反〉

ス

崩の 喜あ
でメ

仮親のなと渡
南 稀り

チ l

」鳴イと〈葉樹林針で中
か ント
し、 る

通専
チノレ

地
。

渡来す
ンを

地低 鳥ともびと ，る鳥

出現する。
伝と「

し、カなL 
下 えシ

つ

重
うら ら ヨ
チ

れZて ン

過 チ るユ



付啄

五

付仏仏四 付90 89 88 87 86 85 84 
付弱
83 82 81 80 付 79 78 日 77 @ 76 ∞ 怪 雨

コ オ ア ア 啄 ヤ ア カ 弱 フ ヨ 怪 メノ、 ア 雨 イ ツ 11G カ 河 、、、 古品
オ

木木
カ ツ

法法 リ ーす ワ ワ ソア カ オ ーマ
tン ワ
翠翠
ポ

tU，}t日
オ

ヲ4判・ー長ーヨ'対“ロアE 、ケ、
カ 鳥鳥 ウ 僧{曽

タ アツ ツ ノ、ず す1、 ，烏 サ 成鳥
ゲ ゲ セ

ヨ
セ

ゲ ビ ソ
-マノ、、 ノ、マ

フ ザツ
フ フ フ フ 科円 、、、 、ノ 、、、 科円 ウ 科目 カ 科目

ノ、、、 メ 科目 メ メ 科 ス 手1. イ 手|。。。。。。。。。。。。。。。。 。。 。。 。。。
。。。。。 て了

一

帯数多にく、通昔のキツツ

七 水

見れるら春秩渡、

一
多近 他キ ア

ツ オ
面山

コ
し。年甲 ，鳥

ツ ケ. イ
キ フ ，鳥 府 比

類最中
多 の 。れノ 市 し

比 し、 喜 の 内
期鳴七キ し

。

時季R Ejk 

の

代築近建

し、

数カ多三 ちじ

雨天 る
し、 し。

の
事繁

際七面山

早
し、
。

の

第
三
章

生

物

付九鷲 付八，鳥
七

108 107 106 105 104 。103 102 101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 ←j 91 
H 

オ ノ、 ク ノ イ 鷲 チ ノ、 イ存 フ オ コ ト コ オ ，烏 :/ オz ツ カ 4上 ア
ヨ

j底ク オ 、、、 フ ノ
オ

ニL トオ イ ーマ ヌ ウ ヤ コ
邸[1)

ツ
ツ 日島ス ~ ゲ

鳥ロ
，、、 、、、 フ ノ、 ノ ウ 卜 目白

タ タ タ ワ 、ノ フ
ス ス ス ス

ノ、
イ ギ

ド コ ス
ボ ス

カ カ カ リ 、/ 科 ウ サ 科円 ウ ク ク ク ク ク 科目 チ スリ ウ 科目 イ
一一。。。。。。 。。。。。。。。。

一
一 。 て了。。。。 。 てプ。。。。。。 。 。。。

一一一一
すとセン
鳥ホ 極オ ウ

オ グ にオ め
ノレ イ るダ

イふじ〉ジロ

を建

リ ス イ
ム さ ・

コ シ せア
ノレ ク る。オ
リ イ 、/

の

母鳥v仮ハ等巣産のに卵L み治夏鳥で三

ヤ
フ
サ
メ

等仮母を鳥
ある

て
他
の

五
九
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身
延
町
の
れ
然

一 一
114 !付二 112い5126 125 124 tコ123 122 121 120 付三 119 118 付二 117 116 115 113 111 110 

イ コ ム 千 ヤ タ イ ア 富島需品 ア キ 鳩鳩 オ カ コ ーマ 雁l催
、、、 コ 鷺在1}サ ツ

カ

ノレ チ ナ ーマ ソ オ オ 、ノ シ ノレ ソ イ

チ ，鳥 シ 三官f薦 カ、 ガ 昭島市鳥 鷺シ

ド グ、 、ン シ 、ノ
ノ、、F ノ、、、 ド カ コ サ

ド

り ロ 科 ギ ギ ギ ギ 科目 ト ト 科目 モ モ モ 科目 イ ギ 科目
ノ、、 ビ 、、、

。。 。。 。。。。。
。 。 。 。 。。0- て3 。。。。。 。 。 。。。

よコ

官士 現す出る。下四旬頃北方月

疋し。す陥苦1来数少な5三土子歪所い福のγ一-I-=t面山:-1-ー← 事する。面鴨類の ー←一一一一一一 一一瓦る。哀邸事科烏中i 

早期繁殖すにり様原チ同河リド
j流j或11 い j流域11 にギ に

の

揺等のし。生すに息主ていし主な主り 主繁殖Lり 量てじつ パアオ
j京に

海外がるこ。繁殖すにるも

に 移動の

殖多繁するく 際富士

地林F内匝 数少なるもる。とし て 夜聞京士 け~. 
てい と

生息に、 川河 る。 川流域 もと

移動しチコ し の に
j下沿l手| 

。源流 夏鳥で
なド 数少 に に出
し、リ

六

O

一 一 一
，134 133 132 131 け六 130 129 付五 128 127 付四

ヤ キ コ ウ 雑鶏 ク ヒ 秩鶴 コ コ 調鴎

ー'<
、/

ク
ア

.:L ス 実fJイ 鶏 カ ‘ノ . 
ド

ケ
イ

モ サ

リ ジ イ フ 科目 ナ ナ 科目 メ 、ン 科目。。。 。 。。。。 。 。。も 。
一

認めを上本屈

る。て

力、

一一一、
晴

業買

乳

烏
到
の
生
息
上
好
適
条
件
を
も
っ
本
地
域
は
、
そ
の
生
活
に
共
通
条
件
を
有
す
る
獣

類
の
分
布
の
上
に
も
理
想
的
な
天
地
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
獣
類
に
お
い
て
も
、
そ
の
種
類
は
比
較
的
豊
富
で
あ
っ
て
、
学
術
上
貴

重
な
本
邦
特
有
の
動
物
ヤ
マ
ネ

・
カ
モ
シ
カ
等
が
生
息
す
る
ほ
か
必
然
的
に
生
息
す
る

も
の
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ

・
シ
カ

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

・
ア
ナ
グ
マ
・
タ
ヌ
キ

・
サ
ル

・

ハ
ク
ピ
シ
ン

・
ム
サ
サ
ビ

・
モ
モ
ン
ガ

・
キ
ツ
ネ

・
イ
タ
チ

・
テ
ン

・
モ
グ
ラ

・
ハ
ツ

カ
ネ
ズ
ミ

・
カ
ワ
ネ
ズ
ミ

・
ノ
ウ
サ
ギ

・
コ
ウ
モ
リ

・
リ
ス

・
シ
マ
リ
ス
等
で
、
イ
ノ

シ
シ

・
ク
マ
・
ノ
ウ
サ
ギ

・
サ
ル

・
ハ
ク
ビ
シ

ン
は
山
町
か
ら
田
畑
に
出
没
し
て
農
林

産
物
に
多
大
の
被
害
を
あ
た
え
る
。

(
一
)
カ
モ
シ
カ
は
身
延
町
の
飛
地
一

、
九
八
二

・
四
メ

ー
ト
ル
の
七
面
山、

安
倍



(
一
一
〉

ハ のお
ク実よ
ピをび
シ食豆:
γ べ科
は生の
、息草

昭し 木
不日て?賓
二いを
十 る好
九。ん
年で
三食
月べ

喜 一躍酒睡 園 田園園田 崖産く く全かはンて日崖近石峠
町 冬 韓 国盟国園田園田園田聞 に数 、性 、身くーチい本にの一一
摘 に一一 一一一一一一一一一一川 住が四質密灰 、メメて特好 山 帯帯
広 は カモシカ む 少・ は生黒頭 1 1 よ有ん岳の と

関な五き し 色にト ト くので中針東
右 1れ然和定に護い少災墜係く月わてで二ルル肥動生の葉 方
内 ・た記 三 さ天のるの厄落で 、頃めい 、木くやぐた物息岩樹の
ク珍念十れ然ずこのーに死 、まーてる毛のらら です石林五

発 リ獣物年 、記めで途式 、雪た仔ぉ 0 は角いい生 ヒ る地 、宗
県 。ににさ念大 、をり'圧崩高を やが 、で局ツ草帯草 山
号 ナ 、指特ら物正こ辿年死の 山 産と わあ尾 、六ジ食及木 、
ぶ ラ菊定別にに 九 のつ々等たのむな らるは体 Oに性び帯三
た 等科さ天昭指年保て滅のめ懸も し か。短長セに 、断 付 ツ

リモウコ

第
三
立

物

生

の
が
最
初
で
あ
る
が
実
際
に
は
昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
生
息
し
て
い
た
。

珍
獣
で
台
湾
以
外
で
見
出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

ど
う
し
て
町
内
に
分
布
し
た
か
、
そ
れ
が
人
為

罪

的
分

布

か

円

然

分

布

か

動

物

界

に

お

け

る

な

ぞ

の

額

一
つ
で
あ
り
、
近
年
繁
殖
し
西

八

代

郡

一

帯

(

富

鱗

土
川
東
〉
の
山
野
や
町
内
相
文
地

内

で

も

見

ら

機

・

ネ

れ
、
初
秋
か
ら
初
冬
の
聞
に
、
落
花
生

・
柿
の

実

磯

-
ミ
ミ
ズ
等
を
採
食
す
る
。
ジ
ャ
コ
ウ
猫
科
動
物

h

撃機
F

で
あ
る
。

蜘
機
織
機
嫌
機
マ

(
三
)
ヤ
マ
ネ
は
、
淡
か

っ
色
で
背
面
に
一
木
の
黒
い
線

闘
機
燃
機

関

ー

醐

職
議
部
制
鱗
機
関
蝉

脅

が
あ
る
。
本
邦
特
有
の
小
獣
で
一
科
一

種
の
ヤ
マ

酬

f
d総
議

闘
鶏
悶
ぷ
プ
字
路

ヤ

ネ
科
で
、
体
長
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
位、

尾
の
長

酬
鵜
殿
様
糠
務

さ
は
五
セ

ン
チ
メ

ー
ト

ル
内
外
で
体
つ
き
は

3

4
し

、

ミ
に
似
て
い
る
が
、
尾
は
ふ
さ
状

で
低

山

帯

か

謝

料

滞
感

ら
、
亜
高
山
帯
の
森
林
内
の
樹
洞
、
巣
箱
等
の
中

;

に
マ

リ
の
よ
う
に
丸
く
な
っ
て
冬
眠
す
る
。
コ
ン
虫
や
果
実
を
食
物
と
す

可。。四

艇は

虫

委員

晩
秋
か
ら
春
さ
き
ま
で
の
問
、
土
中

・
岩
石
の
き
裂

・
石
垣
等
で
お
も
に
越
冬
、
と

き
お
り
草
屋
根
等
で
も
越
冬
し
、
春
さ
き
よ
り
晩
秋
ま
で
の
問
、
山
野
か
ら
人
家
の
周

辺
に
生
息
す
る
蛇
類
中
マ
ム
シ
は
、

マ
ム
シ
科
で
卵
胎
生
で
あ
る
。

激
蛇
科
に
シ
マ
ヘ
ビ

・
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

・
マ
ヤ
カ
ガ
シ

・
ヒ
バ
カ

リ
・

ジ
ム
グ
リ

・
シ
ロ
マ
ダ
ラ
の
六
種
が
あ
り
、
シ
ロ
マ

ダ
ラ
は
稀
有
の
種
類
で
あ
っ
て
、
体
長
約
五

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
、
打
組
の
ご
と
く
、
頭
胴
に
淡
白
色
の
地
に
三
八
条
の
黒
褐
色
の

帯
斑
が
あ
る
。

カ
ナ
ヘ
ビ
科
に
カ
ナ
ヘ
ビ
が
あ
り
、
ト
カ
ゲ
に
似
た
尾
の
細
長
い
も
の
で
あ
る
が
、

_._ 
/'¥ 
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身
延
町
の
自
然

一
般
に
ト
カ
ゲ
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
ト
カ
ゲ
は

ト
カ
ゲ
科
で
あ
る
。

五

両

生

実質

はち上 な赤まらセメ 体 で卵にのは サ ン ガエ マ
サ 他、 に四はか た いン i長有習及分数 モ ンヒエルア腿
ン の 水 産月んつはでチトは名性び 布 多 リ シキル ・ カ虫
シカ中むか紋 色 陪体メル雄なを 、はくアョガ科ツガ類
ヨエに 、らがな緑色 I 、七カも特 町 繁オウエにチエと
ウル落ふ六あ不色は ト雌 セ エ つ異 内 殖ガウル属ガル 同
ウよち 化 月る規で緑ルはンルこな全 しエ オ等 し エ ・様
オ り て し に。則 、色ぐ九チでと産域 そル、 が 、ルニ越
科強成た大 イあア ・ホ 冬
の 力 長おき 蝿幽阻盟雌醐轍鮒吋』一一網棚臨時雄 モ り マカンす
ハ ですたい 田園麗轟轟醒盤整髪?網掴臨罷舗藤議機選撃機 リ 、ガジアる
コあるま泡 曹甲臨輯軍饗機機絞 J 謹轟畳居費野ミ懇鍾都F護科こエカカが
ネる 。じ状 手話:一線?珊礎騒騒鑑ーーニエ事璽口鶴 通夜議議選結ののルガガそ
サ o水ゃの i 時 遡園田園~糟幽思議髄イ三科エエの
ン かく卵 をよ 欄 購題審てとき開璽鴨蝿モ 科にルル 期
シ きし塊 謬F議麹副懸命-癒語学欝通際 部留盤リ はニ ・ ・ 間
ヨ ははを i 恥酒田監畿運嬰pw~温風組瞳等無ホモトは
ウ よ 、、 緋可解明潤 a院l'aJ議覇軍聾が尾ンリノ多
ウ く卵沼 { 、週圃島町 F 〓 繍鵬生日アアサ少
オ 発塊 、 い 過醤機舗貯ゆ同誌;j委i機 関 息てマオマ零
は 達の池 数吋圃臨鱒灘金 -:. I拡11 ' 撃機~しー ガガガ\
す中等 蕗主主こ二薄膜暗躍欝雛寝食議麗富盛義選一鉱議錨鱒輔櫨てサエエエ 、

渓 、での いンルルル初
谷 吸 し 水 モリアオガ エ ノレ るシ ・・・ 冬

上 盤ば辺 。ョヒウシか
流 はらの 』 ウキ、ン エ ら
に 大く樹 a 一一一二通 /' ウガガレ春

棲 向上 舗瞬韓鱗鰯輪車よ JJF 42Zl; 
み く、育 や 司噂伊吋醗齢・ d 

~~ ~ ~ .. 欝 ""sI開穂鱒轍轍願F の科等ルま
吸 U む ノア 薄勝F 叩向町一 ハにはアで
着たら γ コニア オ で、
力のの サンショウウオ ネホカガヤ

単

ー_._/、

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
と
呼
ば
れ
町
内
で
は
相
又
川、

体
川、

桑
柄
沢
川、

大
倉
沢
の

上
流
の
清
流
に
生
息
し
薬
用
と
し
て
珍
置
さ
れ
て
い
る
。

イ
モ
リ
科
の
イ
モ
リ
は
沼
沢
地
に
住
む
が
雨
天
の
場
合
は
薮
の
上
に
笠
っ
て
昆
虫
を

捕
食
す
る
寄
習
が
あ
る
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
は
、
普
通
カ
ジ
カ
と
呼
ば
れ
て
お
る
が
、
鰍
(
カ
ジ
カ
)
は
さ
か
な

で
あ
り
本
種
は
河
鹿
蛙
と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

各
河
川
の
清
流
の
石
の
上
で
「
ク

l
イ
ツ
、
ク
l
イ
ツ
」
と
可
憐
な
鳴
声
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
ウ
シ
ガ
エ
ル
は
、
食
用
に
す
る
た
め
に
、
大
正
十
年
頃
ア
メ
リ
カ
か
ら

輸
入
さ
れ
た
カ
エ
ル
で
、
町
内
の
招
で
と
き
お
り
見
る
こ
と
が
あ
り
、
鳴
声
は
小
牛
に

似
て
お
り
、
体
は
大
き
く
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
二
倍
位
で
あ
る
。

/'¥ 、

缶

業買

メ

富
士
川
を
中
心
に
こ
れ
に

注
ぐ
町
内
各
河
川
は
、
魚
族

の
豊
か
さ
を
誇
っ
て
い
た

が
、
昭
和
十
七
年
五
月
に
塩

之
沢
、
波
木
井
聞
に
発
電
用

え
ん
堤
の
築
造
、
森
林
の
過

伐
等
に
よ
り
各
河
川
の
水
量

が
減
り
魚
類
が
棲
み
に
く
く

な
り
更
に
、
近
年
台
風
に
よ

る
河
川
の
氾
ら
ん
、
異
常
な

建
設
ブ

l
ム
に
よ
る
富
士
川

の
砂
利
採
取
で
年
聞
を
辺
じ

水
が
濁
り
、
魚
類
は
激
減
し

て
い
る
。

富
士
川

・
相
又
川
・

波
木

F才(下〕ヤニエ(上〉ア



井
川
・

大
城
川
・

御
持
川
・

桑
柄
、
沢
川
・

そ
の
他
町
内
の
小
河
川
に
ア

ユ・

ウ
グ
イ

・

ヤ
マ
メ

・
ア
プ
ラ
ハ
ヤ

・
フ
ナ

・
コ
イ

・
モ
ロ
コ

・
オ
イ
カ
ワ

・
カ
ジ
カ

・
ホ
ウ
テ
ク

。
メ
ダ
カ

・
ス
ナ
モ
グ
リ

・
ド
ジ
ョ
ウ

・
ウ
ナ
ギ

・
ナ
マ
ズ
等
が
主
な
も
の
で
ラ
イ
ギ

ョ
も
時
お
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
又
川
、
波
木
井
川
に
は
年
々
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
、
更
に
こ
の
二
川

に
は
ヒ
メ
マ

ス
、

ニ
ジ
マ
ス
を
年
数
川
漁
業
団
体
等
が
放
流
し
釣
り
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

七

旧
ー

さげt."，.

万又ミ

委員

プf

町
内
大
小
無
数
の
河
川
か
ら
沢
に
、
短
尾
自
の
節
足

動
物
で
、
竪
い
か
ら
で
お
お
わ
れ
た
頭
胸
部
と
、
そ
の

下
に
折
り
た
た
ま
れ
た
腹
部
か
ら
な
る
カ
ニ
は
、
歩
脚

五
対
あ
り、

第
一
対
の
先
端
は
、
は
さ
み
に
な
り、

種

類
が
少
な
く
、
大
小
は
あ
る
が
色
や
、
形
に
お
い
て
大

差
は
な
い
。

町
内
に
は
サ
ワ
ガ

ニ
・
モ

ク
ズ
ガ
ニ

・
ア
メ

リ
カ
ザ

リ
ガ
ニ
等
が
水
辺
の

石

の
下
や
、
土
中
に
穴
を
掘
り

生
息
し

一
般
に
カ
ニ
と
呼
ば
れ
る
の
は
サ
ワ
ガ
ニ
で
あ

る。

スク

モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
、
身
延
を
北
限
と
す
る
カ
ニ
で
、
サ

ワ
ガ
ニ
よ
り
数
倍
大
き
く
、
昭
和
十
七
年
頃
ま
で
に
は

容
易
に
捕
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
近
年
は
魚
類
同
様
な
条
件
で
激
減
し
、
時
お
り
見
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
モ
ク
ズ
ガ
一
一
は
、
全
身
灰
黒
色
で
、
歩
脚
五
対
は

灰
黒
色
の
短
毛
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
第
一
対
の
歩
脚
つ
け
ね
に
は
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル

か
ら
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
位
の
毛
が
密
生
し
て
い
る
。

第
三
章

生

物

/¥ 

，l:::じ

虫

実質

季
節
を
象
徴
す
る
、
蝶
類

・
蝉
類

・
ト

ン
ボ
類

・
カ
ブ
ト
虫
類
さ
ら
に
は
バ
ッ
タ

・

コ
ウ
ロ
ギ
類
は
非
常
に
多
種
煩
で
詳
述
で
き
な
い
が
、
例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

(
一
)
蝶

の

類

ァ
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
二
一
種

ク
ロ
ア
ゲ
ハ

・
ミ
ヤ
マ
カ
ラ

h

ス
ア
ゲ
ハ

・
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

・オ

醐

ナ
ガ
ア
ゲ
ハ

・
ア
ゲ
ハ
チ

ョ
ウ
・

d

キ
ア
ゲ
ハ

・
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ

・
ア

オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ

・
ヒ
メ
ギ
フ
チ

ョ
ウ
・
ウ
ス
パ
シ

ロ
チ
ョ
ウ

・ギ

フ
チ
ョ
ウ
等
一
二
種
で
、
食
草

か
ら
し
て
北
限
と
忠
わ
れ
る
蝶

に
、
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ

・
ア
オ
ス

ジ
ア
ゲ
ハ

・
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
あ

り
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
隣
町
の
南

部
町
が
北
限
と
さ
れ
て
い
た
が

町
内
身
延
山
山
林
内
に
す
み
雌

』

は
、
幼
虫
の
食
草
で
あ
る
カ
ン

圃

ア
オ
イ
を
探
し
て
産
卵
す
る
。

イ
、
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
七
穂

ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ

・
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

・
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ

・
ス
ジ
グ
ロ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

・

ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ

・
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ

・
ス
ジ
ボ
ソ
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ
。

ゥ
、
ヤ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
科
一
種

ウヨチフギ

一-'--
/ .... 



第
二
一
刷

身
延
町
の
自
然

ア
ザ
ギ
マ
ダ
ラ
は
一
一
服
一
種
の
大
型
の
優
美
な
蝶
で
、
あ
ま
り
羽
ば
た
か
な
い
で
流

れ
る
よ
う
に
滑
空
し
、
羽
は
ビ
ニ

ー
ル
様
で
特
徴
が
あ
り
町
内
で
は
大
金
地
内
で
よ
く

見
ら
れ
る
。

エ
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
=
三
種

オ
オ
ム
ラ
サ
キ

・
コ
ム
ラ
サ
キ

・
サ
カ
ハ
チ
ョ
ウ

・
ス
ミ
ナ
ガ
シ

・
ル
リ
タ
テ
ハ

-

t
f
v

ゴ
マ
、
タ
ラ
チ
ョ
ウ

・
ア
カ
タ
テ
ハ

・

園
掴
岨
掴
薗
掴
圃
闇
膚
曹
F

ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ

・
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ

a咽
酬
幽
圃
冒
蝿
岨
調
鞠
幽
F
踊
輔
輔
副
臨
摺

F

・
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ

・
キ
タ
テ
ハ

・

4
問

調

襲

撃

翻

噛

担

割

盟

理

静

ヒ

オ

ド

シ

チ

ョ

ウ

・
シ
l
タ
テ
ハ

-

d
瞬
静
A
J震
構

議

轍

韻

キ

エ

ル

タ

テ

ハ

・
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

・
コ

d
r
J
J議
鶏

サ

ミ

ス

ジ

・
オ
オ
ミ
ス
ジ

・

4
3

1

1

1

4

欝

閥

単

臨

J
tw

ジ
チ
ョ
ウ

・
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ

・
ホ

t
r
f
d
a圃
脳

割

払

園

開

舷

纏

温

顔

続

可

ラ

JJ4睡
咽
嘩
醐
臨
臨
隈

r
E
B
fp

シ
ミ
ス
ジ

・
フ
タ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

・
ヒ

¥

脳

覇

翻

ず

れ

!

ム

ヨ

ウ

モ

ン

モ

ド

キ

・
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン

1
1

恥

¥

、

懸

認

顔

藤

ォ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

・
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ

h
F
鵬、
+JF一J
A関
醐
翻
静

ォ

・
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

・
ク
モ
ガ

h
圃
謡
緬
型
炉
品
都
慰
縄
岨
園
田
園
圃
唖
司
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

・
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ

h
問
幽
・
園
開
幽
盟
鵬
酷
園
間
醐
悶
開
園
E
園

園

、

ン

・
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

・
ア
サ

阻
圃
闇
闇
幽
園
田
園
圃
曹
司

Jas--i

マ
イ
チ
モ
ン
ジ

・
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ス

a

・・'1

ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

・
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
等
三
二
種
で
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
国
蝶
で
そ
の
大
き
な
羽
と
そ
の
優
雅
さ
に
お
い

て
は
国
蝶
に
、
は
ず
か
し
か
ら
ぬ
蝶
で
、
幼
虫
は
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
草
に
、
成
虫
は
ク

ヌ
ギ
、
ニ
レ
な
ど
の
樹
液
に
飛
来
す
る
。

現
在
国
蝶
と
し
て
七
十
五
円
の
郵
便
切
手
と
な
り
そ
の
優
美
の
姿
と
と
も
に
一
般
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
蝶
は
、
羽
を
立
て
る
と
羽
一
畏
は
樹
皮
に
似
て
お
り
優
美
さ
に
欠

け
る
が
羽
表
は
い
ず
れ
も
美
し
く
、
湿
地
に
多
く
柳
の
葉
を
食
草
と
し
て
い
る
コ
ム
ラ

サ
キ
の
雄
は
、
羽
表
か
ら
紫
の
幻
想
的
な
光
を
放
ち
、
ま
た
優
雅
な
鳥
ク
ジ
ャ
ク
の
羽

六
四

根
に
よ
く
羽
表
が
似
て
い
る
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
や
、
羽
表
が
猛
獣
の
豹
の
模
様
に
よ
く

似
て
い
る
。
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ド
キ
を
は
じ
め
豹
の
つ
く
蝶
も
九
種
ほ
ど
生
息
し
、
タ
テ
ハ

チ
ョ
ウ
科
の
蝶
は
低
地
か
ら
高
地
ま
で
の
広
範
囲
に
及
び
他
の
蝶
に
比
較
し
成
虫
越
冬

す
る
も
の
が
多
い
。

オ
、
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科
二
一
種

キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

・
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

・
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

・
コ
ジ
ャ
ノ
メ

・
ク
ロ
ヒ

け

ぅ

カ
ゲ
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ
稀
有
な
も
の
で
ツ
マ
ジ
ロ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ

・
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ

ノ
メ

・
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ

・
ヒ
メ
キ
マ

、タ
ラ
ヒ
カ
ゲ

・
キ
マ
ダ
ラ
モ
ド
キ

・
ヒ
メ
ヒ

カ
ゲ
等
が
分
布
し
て
い
る
。

ヵ
、
シ
ジ
ミ
チ
ヨ
ウ
科
二

O
種

ア
カ
シ
ジ
ミ

・
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ

・
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

・
オ
オ
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

・
オ
オ

ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

-
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

・
ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ
ミ

・
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ

・
シ
ジ
ミ
チ

ョ
ウ

・
ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ

・
コ
ツ
バ
メ

・
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

・
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

・
ル
り
シ
ジ

ミ

・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

-
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ

・
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

-
ツ
パ
メ
シ
ジ
ミ

・
数
少

な
い
も
の
に
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

・
ウ
ラ
ジ
ロ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
等
二

O
種
、
が
分
布
し
て

い
る
。キ
、

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
一
一
種

ミ
マ
ヤ
セ
セ
リ

・
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

・
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

・
キ
パ
ネ
セ
セ
リ

・

ク
ロ
セ
セ
リ

・
ア
オ
パ
セ
セ
リ

・
ホ
ソ
バ
セ
セ
リ

・
ア
カ
セ
セ
リ

・
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ

リ

・
ミ
ヤ
マ
チ
ョ
ウ
バ
ネ
セ
セ

リ
秋
季
西
南
に
向
っ
て
渡
り
を

す
る
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
等
で

あ
る
o

f

ク
、
テ
ン
ダ
チ
ョ
ウ
科
一

長
虫
イ

3
q

テ
ン
ダ
チ
ョ
ウ
は
一
科
一
種

で
発
生
は
年
一
回
六
月
ご
ろ
で

あ
る
。

二c.ゼてrク



称

一
削
一

三

、

一「
ギ
l
ン
、
ギ
l
ン
、
ギ
l

ン
」
と
鳴
き
松
林
に
多
い
の
で
「
マ
ツ
ゼ
一

4

、一ミ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一

エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
百
品
川
吋
ゆ
九
九
日
げ
い
ド
下
山
一
川
村
山
れ
叩

l
ン
」
と
鳴
き
地
方
に
よ
一

一
「
ニ
イ
l
、
ニ
イ
l
」
と
鳴
く
の
で
鳴
声
よ
り
そ
の
名
が
生
れ
て
お
一

ニ
イ
ニ
トイ
ゼ
ミ
一り
、
小
型
の
蝉
で
至
る
と
こ
ろ
に
す
ん
で
お
り
、
蝉
類
中
最
も
多
く
見
一

一ら
れ
る

。

一

一「
テ
ン
プ
ラ
」
を
あ
げ
る
と
き
、
由
の
煮
た
つ
音
に
鳴
声
が
似
て
い
る
一

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

一の

で

、

こ

の

名

が

生

れ

た

と

い

わ

れ

て

い

る

。

一

:

av
-
-
7

/

二

般
に
は

「
カ
ナ
、
カ
ナ
」
ま
た
は
、
キ
ン
、
キ
ン
、
キ
ン
と
鳴
く
と
一

K

3

f

三
一い
わ
れ
て
い
る
。

一

一北
海
道
に
非
常
に
多
い
蝉
で
、
大
木
の
森
で
「
ギ
イ
l
ツ
」
と
変
化
の
一

エ

ゾ

ゼ

ミ

一な
い
大
声
で
長
時
間
鳴
き
続
け
る
麹
の
透
明
な
大
型
の
蝉
で
あ
る
。

一

一
エ
ゾ
ゼ
ミ
に
非
常
こ
よ
く
以
て
、
る
が
ト
型
で
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル
以
↑

コ

エ

ゾ

ゼ

ミ

一上
の
高
山
に
分
布
U
て
い
刻
O

L

J

一

一鳴
声
よ
り
そ
の
名
が
生
ま
れ
て
、
る
。
「
ミ
l
ン
、
ミ
l
ン
」
と
五
・

一

、
、
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
一六
戸
連
呼
す
る
蝉
で
非
常
に
多
川
o

一

一鳴
声
か
ら
そ
の
名
が
生
れ
て
い
る
。
「
ホ
l
シ
」
が
先
で
「
ツ
ク
、
ッ
一

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ

シ一

ク
」
が
あ
と
で
あ
る
が
こ
れ
を
繰
り
返
す
の
で
「
ツ
ク
ッ
ク
ボ
l
シ」

一

一と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一

一皿
…
い
大
型
の
蝉
で
体
色
か
ら
そ
の
名
が
生
れ
て
い
る
。
町
内
に
は
稀
一

マ

ゼ

一で
、
鳴
声
は
「
シ
ン
、
シ
ン
」
と
聴
け
る
。

一

日
チ
ッ
チ
ゼ
刊
明
嵯
明
浦
河
滑
な
富
一
一
円
ヴ
ヨ
一
一
山
~
砂
防
抗
。
吻
秋
の
頃
松
林
に
エ

(
二
)
蝉

蝉
の
類
で
は
次
の
一
目
、

1 I付|名

ハ l蝉半

麹
ノレ

の

類

2 3 4 5 6 7 8 9 10 

一
科
、

一
一
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。

〆戸、、

一
、._/

鳴

声
、

生

息

地

呼

名

ト

、ノ

オ、

類

の

ヤ
ン
マ
の
な
か
ま
で
は
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ

・
コ
シ
ボ
ソ
ヤ
ン
マ

・
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ

等、
が

分
布
し
、
ト
ン
ボ
の
な
か
ま
に
は
、
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

・
コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ

・
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

・
ナ
ッ
ア
カ
ネ
・
ア
キ
ア
カ
ネ

・
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ

・
ア
オ
ハ
ダ
ト
ン
ボ

等
が
分
布
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
笠

生

物

(
四
)
カ

ブ

ト

虫

の

類

カ
ブ
ト
ム
シ

・
カ
ナ
ブ

ン
・

ア
オ
カ
ナ
ブ
ン

・
ク
ロ
カ
ナ
プ

γ
・
シ
ロ
テ
ン
ハ
ナ
ム

グ
リ

・
コ
ガ
ネ
ム
シ

・
ヒ
メ
コ
ガ
ネ

・
ド
ウ
ガ
ネ
ブ
イ
プ
イ
等
、
が
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
主

な
も
の
で
あ
る
。

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ

・
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ

・
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ

・
ア
カ
ア
シ
ク
ワ
ガ

タ

・
コ
ク
ワ
ガ
タ
等
、
が
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
科
で
、
ゾ
ウ
ム
シ
科
に
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ

・
コ
フ

キ
ゾ
ウ
ム
シ

・
ヒ
メ
シ
ロ
コ
ブ
ゾ
ウ
ム
シ

・
オ
ト
シ
ブ
ミ
科
に
ト
ロ
ハ
マ
キ
チ
ョ
ッ
キ

リ

・
オ
ト
シ
ブ
ミ
等
、
が
主
な
る
も
の
で
、

コ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

・
シ
ロ
ス
ジ
カ
ミ
キ
リ

.
ヤ
マ
カ
ミ
キ
リ

・
ト
ラ
フ
カ
ミ
キ
リ

・
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
等
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
で

農
作
物
に
多
大
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。

(
五
)
バ
ッ
夕
、
コ

ウ

ロ

ギ

の

類

パ
ッ
タ
科
に
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
パ
ッ
タ

・
キ
チ
キ
チ
バ
ッ
タ

・
カ
ワ
ラ
バ
ッ
タ

・
イ
ナ

ゴ

・
ト
ノ
サ
マ
パ
ッ
タ
等
が
分
布
し
て
い
る
。

コ
ウ
ロ
ギ
科
に
ス
ズ
ム
シ

・
マ
ツ
ム
シ

・
ク
サ
ヒ
バ
リ

・
マ
ダ
ラ
ス
ズ

・
ミ
ツ
カ
ド

コ
ウ
ロ
ギ

・
エ
γ
マ
コ
ウ
ロ
ギ

・
カ
ネ
タ
タ
キ
・
オ
カ
メ
コ
ウ
ロ
ギ
等
、が
主
な
も
の
で

あ
る
。カ
マ
ド
ウ
科
に
マ
ダ
ラ
カ
マ
ド
ウ
マ

・
キ
リ
ギ
リ
ス
科
に
キ
リ
ギ
リ
ス

・
ウ
マ
オ
イ

ム
シ

・
ク
ツ
ワ
ム
シ

・
ツ
ユ
ム
シ

・
セ
ス
ジ
ッ
ユ
ム
シ
等
で
、
カ
マ
キ
リ
科
に
オ
オ
カ

マ
キ
リ

・
カ
マ
キ
リ

・
コ
カ
マ
キ
リ

・
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ

・
ナ
ナ
フ
シ
科
に
ナ
ナ
フ

シ
、
ケ
ラ
科
に
ケ
ラ
、
ゴ
キ
ブ
リ
科
に
チ
ャ
バ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ

・
ク
ロ
パ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
等

が
分
布
し
て
い
る
主
な
も
の
で
、
ク
ツ
ワ
ム
シ
は
本
町
が
生
息
の
北
限
で
あ
る
o

(
六
)

類

ノレ

の

ホ

タ

へ
イ
ケ
ボ
タ
ル

・
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

・
オ
バ
ボ
タ
ル
等
ホ
タ
ル
科
に

三
種
分
布
し
て
い

る
が
、
近
年
田
畑
の
農
薬
使
用
等
の
た
め
激
減
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。

六
五
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六

(七
)
ノ、

チ

の

類

ス
ズ
メ
バ
チ
科
に
キ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

・
ホ
ソ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

・
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

・

ス
ズ
メ
バ
チ
等
、
が
主
な
る
も
の
で
、

ミ
ツ
バ
チ
科
に
は
、

ミ
ツ
バ
チ

・
ク
マ
バ
チ

・
ク

ロ
マ
ル
ハ
ナ
パ
チ

・
ト
ラ
マ
ル
ハ
ナ
パ
チ

・
ジ
ガ
バ
チ
科
に
ク
ロ
ア
ナ
パ
チ

・
ジ
ガ
ネ

バ
チ
等
が
生
息
し
て
い
る
。

(八
)
ア

リ

の

類

ア
リ
科
に
ム
ネ
ア
カ
オ
オ
ア
リ

・
ト

ビ
イ
ロ
ケ
ア
リ

・
ア
ズ
マ
オ
オ
ズ
ア
カ
ア
リ

・

ク
ロ
ヤ
マ
ア
リ

・
ク
ロ
オ
オ
ア
リ
等
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

(
九
)
水

虫

の

類

ガ
ム
シ
科
に
ガ
ム
シ

・
コ
ガ
ム
シ

・
ミ
ズ
ス
マ
シ
科
に
オ
オ
ミ
ズ
ス
マ
シ

・
ミ
ズ
ス

マ
シ

・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
科
に
グ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

・
タ
ガ
メ
科
に
タ
ガ
メ

・

コ
オ
イ
ム
シ

・
ア
メ
ン
ボ
科
に
ア
メ
ン
ボ

・
オ
オ
ア
メ
ン
ボ

・
ヒ
メ
ア
メ
ン
ボ

・
タ
イ

コ
ウ
チ
科
に
タ
イ
コ
ウ
チ

・
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ

・
ミ
ズ
ム
シ
科
に
コ
ミ
ズ
ム
シ
等
が
水
虫

の
主
な
も
の
で
あ
る
。

~ 

o 
、、ーノ

そ

の

他

カ

・
ア
プ

・
ハ
エ

・
カ
ゲ
ロ
ウ

・
ム
カ
デ

・
ハ
サ
ミ
ム
シ
等
に
つ
い
て
は
省
略

し

た。
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